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プロローグ　修しゆ業ぎようを終えた『主人公』はアレなことになっていた。







　そこにあるのは本と本ほん棚だなだけだった。

　書庫か図書室か。そんなところだが、それにしてはおかしな点がある。

　本の扱あつかいがあまりにも手て荒あらなのだ。

　本棚に収まりきらない本はどうでもいいとばかりにそこらに積んであるし、その本棚も横よこ倒だおしになっているものすらある。

　一見廃はい墟きよのような場所だ。だが、ここは生きている。ここには持ち主がいるのだ。

　ぞんざいに積み上げた本の山に腰こし掛かけている少女がそうだった。

　名はエンデ。

　赤い髪かみをした、とある高校の制服を着た少女だった。

　彼かの女じよはいつものように本を読んでいる。

　目下のところ一番に注目している、神じん器ぎ争そう奪だつ戦せんについての本だ。

　世界を滅ほろぼそうとする邪じや神しんは、世界を傍ぼう観かん者しやとして楽しみたい外側の者アウターとは相あい容いれなかった。

　アウターと邪神は争あらそい、邪神は負けたのだが、全すべてを冗じよう談だん半分に楽しもうとするアウターはただ滅ぼすことをよしとはしなかった。

　邪神を封ふう印いんし、その体を分ぶん割かつしたのだ。

　その邪神の一部が神器と呼ばれている。

　邪神は封印されても、世界に対する影えい響きよう力りよくを完全に失ったわけではない。

　邪神は餌えさを撒まいた。

　神器を全て揃そろえれば邪神が復活し、どんな願いも叶かなう。そんなルールを構築したのだ。

　神器は人に類する者に宿り、力を与あたえる。

　神器は共鳴しお互たがいの位置を伝え合う。

　神器を手にした者たちは争いあった。

　最終的には一人が勝ち残り、邪神は復活し、またもや封印される。

　そんなことを繰くり返かえし、そして今。

　エンデが参加している神器争奪戦は最終局面に至っていた。

　エンデの読む本にはこれまでの経けい緯いが書かれている。これがエンデの能力だ。世界に起きている出来事を物語として本に写しだすことが出来る。

　それによれば、五つの勢力が神器を保持していた。

　もっとも、戦いに負けて神器を奪うばわれたとしても、生きているなら奪い返すチャンスは残っている。

　最終的に全ての神器を手にすればいいのだ。なので、五つの勢力以外にも虎こ視し眈たん々たんと勝利を狙ねらっている者もいることだろう。

「まあ、とはいっても神器なしで神器持ちに挑いどむのはちょっと難しいとは思うけどね」

「俺おれの場合は、持ってないに等しいんじゃないのか？」

　独り言のように言ったエンデに、ふてぶてしい声が答えた。

「一時間ほどはかかるかと思っていたんだけど。思ったよりは早かったかな？」

　そうエンデは言うものの、この図書室に時計はない。なんとなくそう思っただけのことだ。

　エンデは本から顔を上げた。

『主人公』の文字を頭上に浮うかべた少年が立っていた。

　武たけ井い亮りよう磨ま。エンデが神器争奪戦に介かい入にゆうするために選んだ参加者だ。

　彼かれは様々な事件に巻き込こまれる性質を持っていて、それぞれの事件でまるで主人公であるかのように事件を解決に導く能力を持っていた。

　エンデはそのご都合主義の権ごん化げのような少年を利用できると踏ふんだのだ。

「随ずい分ぶんとワイルドな感じになっちゃったね」

　エンデにはそれが本当に亮磨なのか、すぐにはわからなかった。

　姿形はまるで変わっていないはずなのに、別人のようにしか思えなかったのだ。

　そもそも修業と称しようして亮磨を送り込んだ先は、模も擬ぎ戦せん闘とうを行う精神世界のような場所だ。物理的な影えい響きようは残らないはずなので、見た目が変わるわけはない。

　では何が違ちがうかと言えば、その在り様だろう。

　亮磨は別人のような鬼き気きを纏まとっていた。

「こうなったのはてめえのせいだろうが」

　余よ程ほどひどい目にあったのか、随分とやさぐれている。

「それはそうとさっきの話だけど、確かに君の場合は神器の能力を当てにはできないね」

　亮磨が宿している神器の能力は、視界に入った人物の頭上に、それまでに読んだ本の冊数が表示されるという実にくだらないものだった。

　戦闘での使い道はほとんどない。どうにか利用するとしても、能力を奪う能力者にあえて奪わせて混乱させるぐらいが関の山だろう。

「なんの使い道もないことは十分に分かったよ」

　こんな能力でも試ためしてみずにはいられなかったのだろう。それほどまでに過か酷こくな試練だったらしい。

「それで勝算はできたのかい？」

「例えば正義と悪が戦った場合、正義が勝つのはおかしいとは思ったことはないか？」

　随分と脈みやく絡らくのない話だったが、エンデはその話に付き合うことにした。それが亮磨が修業でつかみとった何かに関係があるのだろう。

「ありきたりだけど、それは勝った方が正義だってことじゃないのかい？」

「そんな話をしたいんじゃねーよ。特とく撮さつでもアニメでもラノベでもなんでもいい。主人公が勝つのがおかしいって場面はないか？　主人公側にはできないことが多すぎるのに、悪側はなんだってできる。手段を選ばなければどうにだってなる。けどそれを悪側はやらない。なぜだ？」

「ああ、言いたいのはそういうことか。まあそれが狙いで君を選んだわけなんだけど」

「そう。世界は主人公に都合がいいようにできている。敵は絶対にどうしようもない攻こう撃げきをしてくるわけじゃないし、序じよ盤ばんに襲おそいかかってきてもなんだかんだ理由を付けて止とどめをささずに去っていく。攫さらわれたヒロインだって何をされるわけでもない」

　亮磨は主人公だ。ご都合主義の塊かたまりだ。

　それを自覚させるための修業だったが、成果はあったということだろう。

「敵がどれだけ強かろうが、絶望的な状じよう況きようだろうが関係ない。戦せん闘とう力りよくが何百万とあろうと、太陽を消し飛ばす力を持ってようと、見ただけで気が触ふれる恐きよう怖ふの存在だろうと、そんなもんはただの設定だ。勝敗には関係がない」

「まあ、絶望的な状況がウリな話が昨今流行はやってはいるけど、あーゆーのも続くとまたかよ、もういいよとは思うよね。で、勝敗がどうしたって？」

「結局のところ、作者が勝たせようと思った方が勝つんだ。勝敗なんてのはそんなもんなんだよ」

　亮磨は自信満々だった。世界の真実を覗のぞき見みたとでも思っているのだろう。

「あー、なんかアレな感じだね。メタなほうに行っちゃったかな」

　アウターや世界観に触れたものが陥おちいりがちな誤解だった。

　エンデも世界を物語に喩たとえたりはするが、それはあくまでも比ひ喩ゆにすぎない。

　だが、この世界は作り物で、自分がその登場人物だと思っているというのなら、それを否定しようとエンデは思わなかった。

　そもそも否定のしようがない。胡こ蝶ちようの夢と同様の話だろう。

「まあいいや。君に『主人公』の自覚ができたというなら、それだけでも大したものだ。で、具体的な何かは得られたかい？」

「こいつのことか？」

　亮磨が手を前に出だす。何かをつぶやくと五枚のカードが手にあらわれた。

「へえ。アウター能力に目覚めたのか。なるほど、都合よく謎なぞの能力に目覚めるとはまさに主人公だね」

　亮磨は厳密に言えばアウターではないが、その在り方はアウターに似通っている。生まれつき運命の外側にいながらも、その自覚がなく、全ての運命に関かかわることができる。

「ご都合主義ってのは、主人公の都合のいいように話が進むってことじゃないだろ。正確には、作者が考えた話通りに進むように、都合のいい出来事が起こるってことだ。それだと、本当に俺にとって都合がいいのかはわかんないよな？」

「まあね。主人公が何をやってもうまくいかず、どん底に落ちていくようなご都合悪い主義なんてのもあるしね。それでそのカードはどう使うんだい？」

　エンデから見ると、亮磨が持つカードは全て同じ柄がらだった。表裏があるのだろう。

「これはイベントカードだ。これから起こる出来事を俺が選ぶことができる」

　そう言って亮磨はカードを一枚抜ぬき取とり宙に放った。カードは輝かがやきながら消しよう滅めつし、その場にいる者に書かれてあった内容を伝えてくる。




『イベント：妹、武井汐しお里りが敵Ｘによって殺される』




　亮磨はさらにカードを放つ。カードは再び五枚になっていたので、使う度たびに補ほ充じゆうされるようだ。




『イベント：姉、武井琴こと里りが敵Ｘによって殺される』

『イベント：幼なじみ、森もり川かわ美み緒おが敵Ｘによって殺される』

『コンボイベント：親しい者の全ぜん滅めつ。特とく殊しゆイベント：怒いかりによる覚かく醒せいの発動』




「なるほど。能動的にストーリーに介入できるってわけか。しかし随分と思い切ったことができるようになったね。ヒロイン皆みな殺ごろしか。いや、そうなるように仕向けたボクが言えた義理じゃないんだけど」

「は？　何言ってんだ？　俺がやったわけじゃねーだろ？」

　きょとんとした顔で亮磨が言った。

「あれ？　君の中ではそういうことになっちゃうの？」

　思った以上の壊こわれっぷりにエンデは多少の戸と惑まどいを覚えた。ある程度踏ふん切ぎりをつけてもらいたいとは思っていたが、ここまで行ってしまうと逆効果な気もしてくる。

「それに家族や幼なじみがヒロインなわけねーだろ。こいつらは適当に話を盛り上げるための餌にすぎねーよ。ま、必要なら蘇そ生せいイベントでも発生するんじゃねーか？」

　主人公の資格を疑うような発言だったが、エンデは微笑ほほえんだ。

　懸け念ねんを抱いだく部分はあるが、これぐらい振ふり切きってしまわないと化け物どもにはかなわないだろう。

　主人公である利点を最大限に活用できるなら、神器争奪戦を勝かち抜くこともできるかもしれない。

「けど、敵Ｘとか覚醒とか随分といい加減じゃないかな？」

「そんなもん、後付けで設定するためのもんだろ」

　それらが何かは後で決まるのだろう。今は無数の可能性が重ね合わされた状態なのだ。

「ま、ヒロインがいねーってのも寂さびしいよな」

「ヒロインならいっぱいいるだろ？」

　亮磨は今までに数多くの少女たちを救ってきている。ヒロインというなら、まさにその少女たちがそうだろう。

「なんでそんな古くさい奴やつらを持ち出してこなきゃならねーんだよ。んなもん現地妻だ、今さらのこのこ出しゃばってこられても困るっての。新しいストーリーが始まる度にニューヒロインが出てくるに決まってるだろうがよ」

「うーん、ボクが言うのもなんだけど君、それでいいのかい？」

　追おい詰つめすぎてしまったのか、まるで性格が変わってしまっている。とても主人公とは思えなくなってきていた。

　だがそれも無理はないのかもしれない。圧縮された時間の中で数万回にも及およぶ死を繰り返したのだ。正気を保ち続けるなど不可能だろう。

「まあいいか。強くなるってのはそういうことかもしれないしね。ところで目的は覚えてるかい？」

　少し不安になったエンデは聞いた。力を手に入れた亮磨は、今いま更さら神器争奪戦などどうでもいいと思っているかもしれない。

「当たり前だろ。神器を集めて叶う願いで、なにも起こらない平へい穏おんな生活を手に入れるんだ」

　今さら平穏な生活には戻もどれないところまで突つき進すすんでしまっている気もしたが、指し摘てきしたところで無む駄だだろう。エンデは話を進めることにした。

「ならいい。そういえば坂さか木き雄ゆう一いちの話はしたかな？　おそらく一番の強敵になるから早めに倒たおしておいたほうがいいよ」

　だが亮磨はエンデのことなど上の空で、五枚のカードを吟ぎん味みしていた。ヒロインを選ぶのに余念がないらしい。

「そいつがどうした？　なんかすごい神器とか持ってるのか？」

「ただの人間だね。けど少々厄やつ介かいではある」

　ソウルリーダーを失い、神器を宿していない雄一は特殊な力を持っていない。

　だが姉である睦むつ子この世界に巻き込まれた場合、なんだかわからないうちに負けてしまう可能性がある。

「殺さつ人じん鬼きはパスだな。つーか、人殺しがヒロインなんてありえねーだろ。ＷＥＢ小説作家？　って、最近はこんなのもヒロインなのか？」

「以前から創作モノの需じゆ要ようはそこそこあるね。で、その中にボクは含ふくまれてないのかな？」

「ボクっ娘こなんかに需要はねーよ」

「それは聞き捨てならないなぁ。この瞬しゆん間かん、少なくない数の人間を敵に回したよ？」

「なんだよ、吸きゆう血けつ鬼きって。草生えるわ。今時ありきたりすぎるだろ。まぁこの中だとこいつかな」

　エンデの戯ざれ言ごとを無視し、亮磨はカードを宙に放った。




『イベント：ヒロイン登場。勇者の少女が空から落ちてくる』




「勇者ってのも、落ちてくるってのもありがちだけど、他にろくなのいねーみたいだし」

　亮磨が乾かわいた声で笑っていると、すぐに能力は効果を発揮した。

　エンデの図書室、その天てん井じように黒い穴が空いたのだ。

　そして少女が落ちてきた。

　亮磨は慌あわてて少女を受け止めた。

「とんでもないな……こんなに即そつ効こう性せいがあるのか……」

　エンデは舌を巻いた。アウターが運命を操作する場合は、関係各所を間接的にいじりまわしたあげくなのだが、亮磨の能力は随分と直接的だ。因果律の操作どころの話ではない。

「あれ？　ここどこ？　誰だれ？」

　少女はキョロキョロと辺りを見回している。

「お前こそ誰だよ！　わけわかんねーよ！」

　少女を受け止めた亮磨も突とつ然ぜんの出来事に混乱しているように見えた。
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「ん？　……やっぱりおかしくなってるのか？」

　亮磨には先ほどまでの鬼気がない。自分がイベントの操作をしたことも覚えていないようだった。

　やはり精神面はかなり不安定になっているらしい。

「って、早く逃にげて！　あれダンジョンの出口なんだけど、閉め方は知らないから、モンスターも出てくるよ！」

「は？」

　亮磨が呆ほうけたようになっていると、天井からぼとりと何かが落ちてきた。

　頭に角を生やした、赤黒い肌はだの子供だった。

　続けてぼとぼとと、モンスターとしか呼べないような異形が落ちてくる。

「うわー！」

　亮磨は少女を抱かかえたまま一目散に逃げていった。

「……あれ？　もしかしてボクは置いて行かれたのか？」

　この展開は予想していなかったエンデだった。







１章　ソウルリーダーを奪われたけど、だからどうということもなかったりする







　ホテルのロビーで坂さか木き雄ゆう一いちは、同じ高校の先せん輩ぱいである六ろく原はら弘ひろ道みちと対たい峙じしていた。

　弘道はひょろりとした、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの少年だった。

　地下で奈な月つきを救い出し、地上に戻ってきたところで出会ったのだ。

　雄一の背後には三人の女と一匹ぴきの猫ねこがいる。姉の睦むつ子こ、クラスメイトの武たけ内うち奈月、殺さつ神じん鬼きの瀧たき澤ざわ亜あ妃き。それに小こ西にし妃ゆ里りが変化した金毛の猫だ。

　弘道は少し離はなれた位置でにやにやと笑っていた。

　ロビーにいる人々はまだ雄一たちに注目してはいない。

　手を振ったり、飛びすさったりという動きはあったが、高校生が巫ふ山ざ戯けていると思うぐらいのことだろう。

　今雄一の視界に文字は浮かび上あがってはいなかった。

　人の頭上に役割を表示する能力、ソウルリーダーは効力を発揮していないのだ。

　異常事態だった。

　しかし雄一はすぐに冷静さを取り戻した。

　一いつ瞬しゆんで全身のコンディションを確かく認にんする。体に異常はない。降ふる神かみの使用による軽度の疲ひ労ろうがある程度だった。

　つまり、ソウルリーダーが使えなくなった以外はなんの問題もない。

　――で、どうする？

　弘道が見けん当とう違ちがいのところで手を振った結果こうなった。

　ならばこれは弘道が為なしたことだ。

　雄一は警けい戒かいした。弘道が何をしたのかがわからない。うかつに動くことができなかった。

「へぇ？　ソウルリーダーっていうのか、これ。何か持ってるから取ってみたけどハズレかよ」

　弘道があざけるように言う。

　どういうつもりでべらべらと喋しやべっているのかは知らないが、これでいくつかのことがわかる。

　弘道はソウルリーダーを奪った。奪うにはある程度の距きよ離りまで近づく必要があり、それが先ほどの間合いなのだろう。

「ゆうくん！　何があったの!?」

　雄一の様子がおかしいと思ったのか、背後から睦子が聞いてくる。

「ソウルリーダーを取られたっぽいな。文字が見えなくなってる」

「まあ！」

　どういうわけか、その驚おどろきにはなぜか喜びが含まれていた。

「そうよね！　能力を奪うとか定番よね！　じゃあとりあえず奪い返しましょうか！　この場合、奪うというのがどういうタイプかが問題よね。今回のは奪う条件が簡単過ぎるように思えるから、奪い返すのも簡単だったりしないかしら？　ま、とりあえずあいつをぶちのめして気絶させるのよ！　それだけで奪だつ還かんできればそれでよし！　駄だ目めだったら拘こう束そくして連れ帰るの！　あいつが自分の意思で返せるってことなら交こう渉しようなり、拷ごう問もんなりで返させればいいし、それも無理ならその時はそれから考えればいいわ！」

　睦子の方針はまずぶちのめせということらしい。

　雄一は弘道を見る。

　弘道を倒すのは簡単だろう。その立ち姿はまるで素人しろうとだ。

　雄一には弘道までの距離を一瞬にして零ぜろにする手段があるし、遠距離攻こう撃げき手段もある。どんな能力を持っているのかはわからないが、それを使わせずに瞬またたく間まに制圧することは可能なのだ。

　――ま、いつだって姉ちゃんはぶちのめせとかぶっ壊せとかそんなことしか言わねぇけどな。

　雄一は言われた通りにしようとして、そこで気付いた。




　そもそもソウルリーダーを奪い返す必要があるのか？




　それに思い至った雄一は、しばらく前から隠かくし持もっていたコインを指で弾はじいた。

　弘道はそれに反応することができなかった。

　それを喉のどにでも打ち込めば殺すことも可能だし、目を狙えば簡単に戦闘力を奪うことができる。

　だが雄一はそれをしなかった。あえて頬ほおを掠かすめるように指し弾だんを撃うったのだ。

「ひっ！」

　雄一が何をしたのかわからなかったのだろう、弘道は怖おじ気けづいたような声をあげた。

「ちょっと！　ゆうくん！　わざと外したわね！　なんでそんなことするのよ！」

　睦子が予想外のできごとに憤ふん慨がいする。

「と、あんたが近づいてきて妙みようなことをするのはわかったよ。けど、こっちは近づかなくてもあんたを攻撃できる。どうする？」

「はははははっ！　そんなんで勝ったつもりかよ！　けどいいや！　ここは退いてやる！　けどな！　覚えてろよ！　俺はもっと強くなるぞ！」

　負まけ惜おしみとしか思えない台詞せりふを吐はきながら弘道が後退する。どうやら遠距離攻撃には対応できないらしい。

　弘道の性格からすると、少し脅おどせば引くのではないかと思ったのだが、その通りになった。

　攻撃するとすれば絶好の機会だ。相手は完全に腰こしが引けている。だが雄一は弘道が逃げていくのを黙だまって見ていた。

「ゆうくん！　どうしたってのよ！　らしくないわ！　いつものゆうくんなら逃げる敵に追いすがって、ひきずり倒して、マウント取って、せせら笑いながら抵てい抗こうできない相手を殴なぐり続けるっていうのに！」

「そんなことした覚えがねーな！」

「はっ！　もしかして精神攻撃を受けているの!?」

　睦子が大げさに驚く。雄一は苦く笑しようした。

「なんでそうなるんだよ……あのな。こんな人目のあるところで戦ったりできるわけないだろ？」

　さすがに何かおかしいと思われはじめたのだろう。周囲からの注目が集まりつつあった。

「それはそうだけど……」

「それに、まずは武内と瀧澤さんを病院に連れて行かないと。小西さんもいつまでも猫のままってわけにもいかないし。相手が逃げるってならそれでいいだろ」

　本心ではないが、とりあえずはそうごまかす。

「そうね……それは仕方が無いわ。ソウルリーダーを取り返すのは後にしましょうか」

　睦子も渋しぶ々しぶといった様子ではあるが、納なつ得とくしてくれたようだった。







　ニーハオ・ザ・チャイナに関係者が集まっていた。

　坂木雄一、坂木睦子、小西妃里、桜さくら崎ざきもにかの四人。

　妃里は金きん髪ぱつで豪ごう華かな服を着た少女だ。先ほどまでは猫の姿だったが、人の姿に戻っていた。

　服は執しつ事じっぽい老人がどこからともなく病院に持ってきて、そこで着き替がえたのだ。

　もにかはポニーテールをシュシュでまとめた、まだ幼い少女だ。

　小学校の制服を着ているが、実じつ年ねん齢れいは雄一と同じ十六歳さいとのことだった。アウターとなって以来歳としをとらなくなったらしい。

　奈月と瀧澤亜妃は無む理り矢や理り入院させてきたので、ここにはいない。

　チャイナドレス姿のウェイトレス、浜はま崎さき友とも美みは関係者に数えていいのか微び妙みようなところではあるが、少し離れたところで様子を覗うかがっている。

　日曜日の朝に神社で四しの宮みや布ふ留るから邪じや悪あくを探すように頼たのまれ、地下で邪神のアバターと戦い、地上に戻って弘道と出会い、病院に行ってからここに来たので昼になっていた。

　なので稼かせぎ時のはずなのだが、相変わらずこの店には客がいない。

「急に呼び出していったいなんなの？　それにその人誰？　あんまり関係ない人を巻き込んでもらいたくないんですけど！」

　ふくれているもにかが指差しているのは、小西妃里だった。

「確かに関係はないのですけども、巻き込まれた以上ここで放ほうり出されては気になって仕方がありませんわ！」

　確かに妃里は、勝手に付いてきただけであって、邪神関連のこととはまったく関係がない。だが行きがかり上、ある程度の事情は説明してあった。

「あー、こいつ獣じゆう人じんだから、まぁなんだ。この手のわけわらかん話でもついていけるほうだし」

「それで？　重要な話があるってことだったけど」

「ああ、それなんだけどな。実はソウルリーダーが無くなった」

　ソウルリーダーは元々もにかのものだが、借金の形かたのような扱いで雄一に宿っていた。

「だからなんなの？　……って、え？」

　一瞬なんのことだかわからなかったのだろう。だが理解が及んだもにかはぽかんとした顔になった。

「たしかに雄一さんからはソウルリーダーを感じ取れませんよ！」

　そう言うのは、もにかの肩かたにあらわれた、大だい福ふく餅もちに目と口をつけたような存在だった。

　これは、もにかの雄一に対する借りを管理する仮想生物とのことだった。ソウルリーダーを雄一に与えた張本人でもある。

　もにかは命の危機に際して『助けて私の王子様』という能力を使用した。これは都合よく助けがあらわれるという、因果をねじ曲げる能力だが、その代だい償しようは大きい。

　助けにあらわれたのが雄一で、もにかはその代償を踏み倒そうとしたが、そううまく事は進まなかった。

　大福餅があらわれて、代償としてもにかが持っていた能力、ソウルリーダーを勝手に雄一に移い譲じようしてしまったのだ。

「え？　え？　え？　これってどうなるの？」

　もにかは慌てふためいていた。

「雄一さんにお譲ゆずりした能力ですから、捨てようと壊そうと譲ろうと雄一さんの自由ですが……もう少し具体的にお聞かせ頂いても？」

「ああ。奪われたみたいだ」

「ちょっと！　奪われたみたいってなんなのよ！　ふざけてんの！　軽く言わないでよ！」

　少し真しん剣けんみが足りないという自覚は雄一にもあった。だがそれは仕方が無いだろう。大して役に立たない、厄介事を招き寄せるだけの能力がなくなったのだ。願ったりかなったりというところだった。

「取り返してきなさいよ！　元は私のなんだから！　貸してるだけなんだから！」

「そうよそうよ！　ゆうくんはなにこんなところでちんたらしてんのよ！」

　もにかが不ふ愉ゆ快かいそうに言い、睦子まで口をそろえてきた。

「いや、ソウルリーダーは本題じゃないんだけどな。一応報告の必要があるかと思って……わかったよ。それも取り返せるかどうかはやってみるから」

　このままだと話が進みそうにないので雄一はそう言った。自分が再びソウルリーダーを宿すつもりはないが、直接もにかに返す方法があるならそうしてもいい。

「……わかった。で、本題ってなに？　ソウルリーダーより大事なことなの？」

「なあ、神じん器ぎ争奪戦に関わるのをやめないか？」

　雄一を除く全員が呆あつ気けに取られて固まった。

「どういうこと!?　もしかしてソウルリーダーがなくなったから、願いを叶える必要がなくなったってこと!?　なにそれ！　友達を助けろとか、人命が大事だとか言っといて！　ほんとは自分が願いを叶えてソウルリーダーを消すつもりだったんじゃない！」

「別にもにかの友達をないがしろにしようってんじゃねーよ」

　神器を集めれば願いが叶う。だが叶えられる願いは一つなのだ。それを知った雄一は確かに、もにかが願いを叶えればいいと言った。

　だがもにかの願いとは、サイコパスに狙われている友達を助けることなのだ。それならばなにも神器だ争奪戦だと大げさなことをせずとも、助ける方法はあるだろう。

　ただ、ソウルリーダーがなくなったからというのはその通りだった。こんな事態にならなければ言い出すことはなかっただろう。

「でもな。邪神が復活したら人類が滅めつ亡ぼうするらしいぞ。それは知ってたか？」

「嘘うそ！　そんなの聞いてない！」

「ま、本当かどうかはわかんないけどさ。邪神の化け身しんって奴が言ってたんだよ。確かに願いは叶えてくれるそうだが、邪神は復活したら即そく座ざに人類滅亡のために動き出すってよ。だったら願いで友達を助けても意味がないんじゃないのか？」

　おそらく邪神は嘘を言っていない。雄一はそう判断していた。

「だったら……なんだってのよ……誰が願いを叶えたって意味ないってことじゃない！」

「確かにな。けど、争奪戦の参加者はそれをわかってるのかどうか」

　だとすると、こんなことを参加者に伝えてもやる気がなくなるだけだろうにとも思う。邪神は相争う戦いこそを望んでいる。あえて伝える意味はほとんど無いはずだ。

「ま、参加者がどう考えてるかは知ったことじゃない。とにかくこんな馬ば鹿からしいことにいつまでも関わってるべきじゃないと俺は思う」

「けど！　それじゃわかなが！」

　わかなというのはもにかの親友だ。

　もにかが元々存在していた世界観の住人で、今は高校一年生。

　もにかが体現する世界観は『恋こいに恋する小さな世界』。それは少女漫まん画が的てきなたわいない恋れん愛あいを繰り広ひろげる世界観だったはずだが、もにかがアウターとなり世界の外に弾き出された結果、異様なまでの変へん貌ぼうを遂とげていた。

　どういうわけか、わかなに恋こい焦こがれるのは十二人のサイコパスたちとなってしまったのだ。

「高校生になったらヤバイって話だったと思うけど、今はどうなってるんだ？」

「均きん衡こう状態になってる。すごい危あやういバランスだけどね。十二人が牽けん制せいしあってんのよ。今の所わかなに手は伸のびてない。気付いてもいないんじゃないかな？」

「わかった。だったらそいつらは俺が片付ける。ぶちのめせば後はどうにかなるだろ」

「相変わらずの脳筋ぶりですわね。殺すわけにもいかないでしょうから、そのうち復活するのではなくて？」

　黙って聞いていた妃里だが、こんな部分だけおちょくるように口を出してきた。

「うーん、そのあたりって姉ちゃんどうにかならねぇ？」

　と、困った雄一は睦子に助けを求めたのだが、珍めずらしいことにそっぽを向いていた。何にでも首をツッコんでわけのわからないことをべらべらまくしたてるあの姉がだ。

「ま、なんでしたら私がそのあたりどうにかしてあげてもよろしくてよ？　高校生の十人程度闇やみに葬ほうむるぐらいわけもありませんわ。彼女としてはこれぐらいの協力は当然でしょうし」

「お前、マフィアかなんかなの？　そんな彼女はいやだし、そもそもお前は彼女じゃない。どさくさまぎれになに言ってんだよ」

「まあ、さすがに現時点の私にそこまでの権力があるわけでもありません。そこで必要になってくるのが、頭首の座を勝ち取ることなのですけども」

「どさくさまぎれもそこまでいくとすげーわ……」

　妃里は日本を支配する皇すめらぎという一族の一員で、頭首の座を争っているとのことだった。どうやらその頭首争いを雄一に手伝えと言っているらしい。

「とにかくだ。もにかの友達を助けるのに神器争そう奪だつ戦せんをやる必要はない。と、いうか争奪戦を続けるメリットがないだろ。直接助けに行った方が助けられる可能性は高い。それはわかってくれるか？」

「そりゃ……まぁ……そうかもしれないけど……」

　突然に争奪戦をやめろと言われて混乱していたのかもしれないが、もにかも少しずつ納得しかけているようだった。

「いったいどうしたっていうの、ゆうくん！　おかしいわ！　普ふ通つう一度参加したバトルロイヤル！　いいえ、バトルロワイヤルから撤てつ退たいするなんてありえないわ！」

　だが睦子は納得がいかなかったのだろう。テーブルを叩たたきながら立ち上がった。

「なんでわざわざ言い直したんだよ……」

　ちなみにロワイヤルはフランス語風の言い方なだけで意味に違いはない。

「一度始まったゲームから降りる主人公なんてどこにいるってのよ！　おかしいでしょ！　これから始まるのは血で血を争あらそうような異能バトルだったりするのよ！　裏切り、共きよう闘とう、欲望、因いん縁ねんうずまく戦いの坩堝るつぼ！　そんな最中への突然の第三勢力の登場！　果ては全宇宙を巻き込んだ、全生物の存亡を懸かけた史上最大の戦いとなっていくのよ！　それがなに？　突然やめまーすって！　ストーリーラインがぐちゃぐちゃじゃない！　ログラインぶれぶれよ！　なんなの？　十週で突とつ然ぜん俺おれたちの戦いはこれからだとか言い出す週刊少年漫まん画がなの!?」

「だからそれをやりたくねーって言ってんだよ！　いいか？　これまでなんとなく流されてわけわからんやつと戦ってたのはソウルリーダーがあったからだよ！　あれがあると『殺人鬼』だとか『神』だとか見えてるから、なんかしなくちゃいけないような気になるんだけど、もうそれは関係ないから！　俺はもうそんな物ぶつ騒そうな話なんかまるで関係のない一いつ般ぱん人じんだから！」

　事実そうだった。ソウルリーダーがない今、なぜわけのわからない輩やからやら出来事やらに首をつっこんでいたのか意味がよくわからないのだ。熱にでも浮かされていたとしか思えない雄一だった。
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「なんですって!?　アウターに向かって『てめぇらを全員ぶちのめす！』とかかっこいいこと言ってたくせになんなの！」

「そりゃ……その場の勢いとかそーゆーのもあるだろ……」

　雄一は目をそらした。

　確かに奴らは許せない。ぶちのめす気き概がいもある。ただ現実問題、わざわざアウターを探し出してぶちのめすなんてことが、ただの高校生である雄一にできるわけもなかった。実際には何かが起こってから対処するしかないのだ。

「かっこわるいわ！　最高にかっこわるいわ、ゆうくん！　なんてことなの!?　本当に主人公の資格を失ってしまったというの？　早く目を覚ますのよ！　ゆうくん！　そして全すべての神器を集めて邪じや神しんと対決したりするのよ！」

「だから主人公ってなんだよ！　わけのわからんゲームに巻き込こまれて、やれやれ言いながら参加するぐらいなら、脇わき役やくでいいんだよ、俺は！」

　雄一も立ち上がり睦子を睨にらみ付つけた。

「わかったわ。神器争奪戦についてはひとまずおいておきましょう。けど、邪悪な存在が街にいるから探しに行ったわけよね？　それはどうするのよ!?　世界を滅ほろぼすとか言ってる邪神がいるってのに、放っておくってのかしら！」

「それは専門家に任せればいいだろうが！　邪神については大体わかっただろ。人相も素す性じようも神しん殿でんもわかってる。このことを四宮に伝えれば、後はどうにかしてくれるはずだ！」

　邪神ネルガルの化身だという青年は言っていた。派手にやりすぎると正義の味方がでてくると。

　つまり、邪神に対たい抗こうする勢力は存在する。

　そして、邪神による神器争奪戦が過去何度か繰くり返かえされているのに、世界が滅びていないということは、それらはうまくやったのだ。

　神社の娘で退たい魔ま士しでもある四宮布留が、退魔士の互ご助じよ会かいに協力を要よう請せいすると言っていたので、そのあたりの組織がどうにかしてくれるのだろう。

「もう……もう知らないわ！　勝手にすればいいじゃない！」

　睦子はぷいっと背を向け、あきらかに怒おこっている様子で店を出て行った。

「くそっ！」

　雄一はどかりと椅い子すに座すわり込んだ。

「ね、ねえ？　追いかけなくていいの？　正直なにを言い争ってたのかいまいちわからないんだけど、その、私が原因で姉きよう弟だい喧げん嘩かされても……」

　もにかが心配そうに聞いてくる。

「別にいい。そもそもこの件に姉ちゃんは関係ないんだ。心配しなくても友達の件は協力するから。とりあえず神器は俺に渡わたしてくれ。降りるってことならいいだろ？」

「どうするの？」

「まだ考えてないけど、このまま持ってるのはまずいだろ」

　もにかはまだ悩なやんでいるようではあったが、おずおずと雄一にガラス玉のようなものを手渡した。

　邪神の眼球だ。一つはもともと雄一が預かっていたので、雄一が眼めを二つ所持することになる。

　神器はお互たがいの位置を共鳴で知らせるので、争奪戦に関わらないなら手放す必要があるが、雄一は今別のことを考えはじめていた。

　姉を怒らせてしまったことについてだ。

　――あれは本気で怒ってたのか？

　――いや姉ちゃんのことだから、こんな程度のことすぐに忘れるだろ？

　――そうか？　なんかいつになく怒ってたような気がするんだけど？

　――今からでも追いかけて謝あやまったほうが……。

　――って、なんでいつもいつも姉ちゃんのわがままに振り回まわされなきゃいけないんだよ。

　――そうだよ。俺高校生だぞ？　なんでいつまでも姉ちゃんの言うこと聞いてなきゃいけないんだよ！

　雄一はどうにか勇気を奮い起こそうとした。

　だが、無理だった。

　これまで姉に逆らったことなどなかったのだ。

　否いやが応おうでも、これまでの様々な姉の所業が思い起こされていく。

　雄一の背筋はゆっくりと冷たくなっていった。

「ちょっと……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「え？」

　妃里にまでそんなことを言われて、雄一はテーブルに突っ伏ぷして頭を抱えていることに気付いた。

「お姉さんの言葉じゃないですけど、今のあなたは最高にかっこわるいですわ。まったく、どうしてこんなのが彼かれ氏しなのかしらね？」

「うるせえな。そもそも彼氏じゃないし……」

　雄一の言葉に力はなかった。
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　雄一たちの会合が終わって少し経たった頃ころ。

　野の呂ろ愛あい子こは喫きつ茶さ店てんにいた。

　前にトラックが突っ込んで来た喫茶店で、最近は何かと利用する機会が多いのだが、その窓まど際ぎわの席に愛子は座っている。

　目の前の席には、中学生にしては大人びて見える少女、坂木依より子こが座っていた。

　愛子は依子に呼び出だされてこの店にやって来たのだ。

「あの、依子ちゃん、一体なんの用なのかな？　電話だと坂木くんといっしょにいるのかって聞いてたけど」

「そのまんまですよ。兄さんがいなくなったから捜さがしているんです」

「捜すっていつからいないの？」

　何か深刻な事態なのかと愛子は心配になった。雄一と最後に会ったのは土曜日、昨日の昼ひる頃ごろのことだ。もしかしてそれから家に帰っていないのかと思ったのだ。

「今朝からですが」

「今朝って……ちょっとどこかに行ってるだけなんじゃ……それとも坂木くんはどこかに行く前は必ず依子ちゃんに言うの？」

「言うわけないじゃないですか」

　呆あきれたように依子は言うが、だとしたらやはり少し出かけているだけとしか愛子には思えない。

「えーと……だとすると、なんで今日に限って行き先を気にしてるの？」

「今日はちょっと違ちがうんですよ！　朝は練習に出かけているものだと思っていたら、どうも一度帰ってきてからどこかに出かけたようなんです！　こんなことは今までなかったのに！　今日は買い物に付き合ってもらおうかと思ってたんですよ！」

　何が問題なのかいまいちわからない愛子だが、買い物に行く気まんまんだった依子が、すっぽかされたような気持ちになっているのだと解かい釈しやくした。

　どうも約束はしていなかったようで、そんなことで不ふ機き嫌げんになるのもおかしい気もするが、なんとなく気持ちはわかる。

「えーと、じゃあ今日は日曜日だけど、坂木くんは普ふ段だんどんな風に過ごしてるの？」

「なんですか？　兄さんのプライベートに探さぐりを入れてるんですか？」

　依子がじろりと睨む。

「そんなつもりはないけど、どこに行ったのかヒントになるかなって……ていうかなんで私を呼んだのかな？」

「それは……もしかして野呂さんがかくまっているとかなら、直接会えばボロを出すかと……」

　少し答えづらそうに依子が言うが、本心かどうかは実にわかりにくかった。

「あの、本当に坂木くんがどこに行ったかとかは知らないからね？」

「ええ。それはわかってますよ。野呂さんが嘘をつけない人間であることはわかってますから」

　褒ほめられている気のしない愛子だった。

「それで兄さんが休みの日をどう過ごしているかでしたか。先ほども言ったように、朝は練習とかやってますね。昼からは読書したり、ゲームをしたり、友達に会いに行ったり」

「案外普通だね……もっと凄すごいことやってるのかと……」

「なんです？　悪の組織とでも戦ってるとか思ってましたか？」

「ちょっとだけ思ってた」

「高校に入ってからはこんな感じですね。中学生の頃は悪の組織というほどでもないですけど、徒党を組んでる奴らを片かたっ端ぱしから退治して回ってました。お姉ちゃんの命令で」

「あ、やっぱりやってたんだ……」

「なので最近まで、このあたりにはヤクザとかもいなくなってたんですよ。この前、私にちょっかい出そうとしてたグループとかは、悪の勢力が空白になっているところにうまく入りこんだような形みたいですね」

「聞いといてあれだけど、別に坂木くんの行き先とは関係なかったね……」

「そんなことでわかるなら、私にわからないわけがないですよ」

　馬鹿にするように言われたが、愛子は気を取り直した。

「うーん、坂木くんは今、もにかちゃんの手伝いをしてたから、それ関係かなぁ。だとするともにかちゃんのところか、壇だんノの浦うらさんのところか……」

　雄一はここ最近、神器争奪戦に関かかわっている。

　もにかはその中心人物だし、壇ノ浦千ち春はるは神器を所有していた。

「なるほど。それ、まだやってたんですね……わかりました。じゃあ野呂さん、私の買い物に付き合って下さい」

「え？　なんで？」

「私はもともとそのつもりだったからですけど？」

「まあ、別にいいけど。暇ひまだったし……ってあれ、坂木くんじゃない？」

　なぜ依子と買い物に行かなければならないのかを考えていた愛子は、窓の外に目をやっていた。

　すると店の横を雄一が通りがかったのだ。

「あの女！　海の時の！」

　依子が叫さけびにも似た声をあげる。

　雄一の隣となりには、小西妃里がいた。

　夏休みに海に行った時に、依子は妃里と会っているのだ。その時は敵としてあらわれたので、いい印象はないはずだ。

「これはどういうことなんですか！　野呂さん！」

「あの、私に言われても……でも、小西さん、坂木くんに告白して、自分のことを知ってもらうとか言ってたから……」

「それで？　告白ってなんなんですか？　私聞いてないんですけど！」

「なんか坂木くんが獣人の神とかっていうのを倒たおしたから、獣人の女の人は坂木くんが好きになるとかそんな話で、小西さんが坂木くんに告白して――」

「結果は!?」

　我を忘れたのか依子は大声になっていた。

　ただでさえ目立つ容姿なのに、これでは注目の的だ。

「依子ちゃん、もうちょっと静かにしたほうが……」

「すみません。それでどうなったんですか？」

「坂木くんは断ってたけど、でもまだ諦あきらめないみたいなことを小西さんは言ってて」

「……なるほど。ちょっとまずいかもしれませんね。見てくださいよ、あんなに近づいて！　パーソナルスペースの内側ですよ。兄もなんですか！　あんなに簡単に敵を間合いに入れていいんですか!?」

「いや、敵じゃないと思うんだけど、あれ、敵なんだっけ？」

　これまでの経けい緯いを考えると敵かどうかは微妙なところだった。

　妃里は雄一のすぐ隣を歩いている。愛子にもそれは近すぎるように思えて、少し嫌いやな気分になった。

「思ってたより兄は押おしに弱いんでしょうか……このままずるずると付き合ったりなんてことは……」

「ど、どうなんだろう」

　そんなことはないと思いたい愛子だが、雄一が女子からのアプローチにどう反応するのかがよくわからず不安になる。

「野呂さん、ここは手を組みませんか？　あいつは危険ですよ！　こんなことは看過できません」

「手を組むって、どうするの？」

「押しに弱いってことなら、野呂さんにもガンガン迫せまってもらっています。まずはあいつの独どく壇だん場じようを阻そ止ししましょう！」

「あの、私はいいの？」

「はい。最悪の場合、とりあえず兄さんに野呂さんをあてがっておくというのは当初の計画の内でした」

「計画ってのがなんなのか怖こわいんだけど、それは置いとくとしてどうするの？　追いかける？」

「いえ。前にも言いましたように兄に言い寄る方の邪じや魔まをしようとは思いません。そんな後ろ向きな努力など無む駄だでしょう。ですのでまずは兄に野呂さんをあてがう方法を考えます」

「あの、それで本当にいいの？」

「嫌いやなんですか？」

「嫌ってことじゃないんだけど」

「大丈夫ですよ。野呂さんみたいに単純で与くみしやすい人なんか、あとでどうにでもなりますから」

「そ、そうなんだ」

　依子に言われたように単純な愛子では、依子の本心を窺うかがい知しることはできなかった。

　とりあえず愛子は依子と手を組むことになった。





＊＊＊＊＊






　雄一と妃里は雑ざつ踏とうの中を歩いていた。

　ニーハオ・ザ・チャイナでの会合は解散となり、雄一は繁はん華か街がいへと向かったのだが、妃里も付いてきたのだ。

「さっきまで落ち込んでいた様子でしたのになんなのかしら？　やにさがった顔をして気持ち悪いったらありませんわ」

「お前、俺に好かれる気まるでないだろ」

　だが気持ち悪いと言われても、浮うかれた気分の雄一は大して気にしてはいなかった。指し摘てき通り顔は少し緩ゆるんでいる。

　雄一は歩きながら周囲の人々の様子を観察し、確認していたのだ。

　人の頭上にうっとうしい文字が表示されていない。

　それは実に爽そう快かいな気分だった。

　実際、思考もクリアになっているように雄一は感じている。ソウルリーダーが無くなって初めてわかったことだが、ソウルリーダーは常に負担を強しいていたのだ。

　睦子を怒らせてしまったことを気にしていた雄一だが、そんなことは些さ細さいなことにも思えてきた。

　今の解放された気分は、姉の不ふ機き嫌げんを無視できるほどだろう。

　睦子が言うようにソウルリーダーを取り返す気になどなれないし、もう二度と使う気にはなれなかった。

「で、文字が見えないことを確かく認にんしにきたのかしら？」

「主にはそれだな。もうひとつはあれだ」

　そう言って雄一は目的地である和わ菓が子し屋やへ向かった。

　そこでみたらし団子を買う。睦子の好物なので、これでご機嫌をとろうという安直な作戦だった。

「姉ちゃんは単純だからな。結構食いもんでごまかせたりするんだよ」

「こんな程度のものでごまかせるのかしら？　あれはかなり怒っていたように見えたのですけど」

「だ、大丈夫だって！　姉ちゃんは感情の起き伏ふくが激しかったりするけど、冷静になるのも早いんだよ」

　これまではそうだった。自分の思い通りにいかないとすぐに怒おこりだすが、ある程度の妥だ協きよう案あんを示せばあっさりと納得してくれたりもするのだ。

　――まぁ、全然妥協にはなってない気はするけどな。

　姉の要求はソウルリーダーを取とり戻もどすことなのだから、なんの解決にもなっていない。だがこの程度のことしか思い付かなかった。

「じゃあ俺は帰るから。今日はもう疲つかれたからな」

　朝の神社から始まって色々とありすぎた。もういい加減休みたいというのが雄一の本音だった。

　じゃあな、と妃里に手を振ふって雄一は和菓子屋を出た。

　雄一は家へと歩き出したが、当然のように妃里は隣を歩いていた。

「なるほど。金のない庶しよ民みんたちが行うというおうちデートをするというわけですわね？」

「なんでお前がうちにくることになってんだよ」

「たしかに私がお金を出すというのも男子としての沽こ券けんに関わるでしょう。私は一向に構いませんわ！　坂木雄一、あなたの部屋にゲーム機はあるのかしら？　私、少々ゲームを嗜たしなみますのよ？　対戦格かく闘とうゲームならお手の物ですわ！」

「話きけよ！　今日は疲れたから帰って寝ねるって言ってんの。お前の相手なんかしてらんねーんだよ！」

「寝るとは……案外手が早いのですのね、坂木雄一！　ですがそれはそれで好都合というもの！　発情期でこそありませんが、できないというわけではありませんわ！」

　この手の自分の思ったことを一方的に喋しやべり続けるタイプは実にやりづらい。

　どう反応すればいいのかと思おもい悩んでいた雄一だが、周囲に人がいなくなっていることに気付いた。

　日曜日の午後、住宅街の中だ。

　人がぽっかりといないタイミングもあるだろうが、少々不自然にも思える。

　雄一は立ち止まり、あたりの様子を探った。

　すぐに変化が訪おとずれた。

　羽音だ。

　それは空からやってきた。

「あいつ……」

「今朝方見ましたわね」

　山やま伏ぶしの格好をし、背中から黒い翼つばさを生やした少年、つまり天てん狗ぐが空からやってきて、雄一たちの前に降り立ったのだ。

「よう。さっきぶりだな」

　もにかと同年代ぐらいに見える少年は、何事もなかったかのように不敵に微笑ほほえんだ。

「あら？　格付けはすでに済んだはずでは？　あなたは神父っぽい人に負けて、坂木雄一は神父っぽい人に勝っているんですから、あなたははるかに格下のはずですけども？」

「うっせーな！　あれは油断してたんだよ！」

「で、なんの用だよ？」

　恐おそらくは神器争奪戦に関わることだろうが、天狗は神父に神器を奪うばわれていたはずで、すでに脱だつ落らくしているはずなのだ。

「は？　共鳴がわかんねーのかよ？」

「ん？　今共鳴してんのか？」

「宿してねーのかよ」

　神器同士は共鳴し、お互いの位置を知らせあう。だがその共鳴は神器を宿している者にしかわからない。

　雄一はもにかの持っていた神器を全て預かっている。邪神の右みぎ眼めと左眼だが、これらはすでに依より代しろが決まっているため宿すことができなかった。

　もっともできたとしても、神器争奪戦から離り脱だつしようという雄一が宿すことはないだろう。

「まあな。でもお前、神父に神器を奪われてなかったか？」

「ああ、気が付いたらあいつが倒れてたから取り返したんだよ。つーかそんなんどうだっていいだろ、もともとあんたを倒すつもりだったんだ。こんなんじゃ納なつ得とくいかねーだろ、お互いにな！」

「いや、俺は納得できてるけど」

「そうですわね。あなたが三人の中で一番弱いのですわ」

「やってみねーとわかんねーだろ！　ほら、三すくみみたいなのがあるだろ、俺はあいつに負けたけど、たまたま相あい性しようが悪かったんだ！　お前に負けたわけじゃねぇ！」

「わかったよ。やりゃいいんだろ。あとから油断したとか文句は言わせねーからな」

　こうやって話している間にいくらでも攻こう撃げきはできたが、雄一はあえて話し終えるのを待った。

　正直面めん倒どうくさくはあるが、逃にげるのもしゃくだし、後から不ふ意い討うちだなんだと言われるのも鬱うつ陶とうしい。尋じん常じような勝負ということにしておきたかったのだ。

「もう俺に油断はねえ！　文句なんざあるかよ！」

　そう言い放った天狗は、姿勢はそのままで滑すべるように横へ移動した。

　手足は微び動どうだにしていない。動いているのは翼だけだ。

　――きもちわりーな！

　空中機動力の強化。

　それがおそらく神器の能力だと雄一は判断した。

　どういうつもりかはわからないが、その機動性を誇こ示じするかのように天狗は無む茶ちや苦く茶ちやに動き回っていた。

　右へ動き、そのまま何の前まえ触ぶれもなく反転、いきなり急きゆう上じよう昇しようし、途と端たんに急降下。それは重力や慣性を無視するかのような動きだ。

「どうだ！　ついてこられるか！」

　雄一は冷静に天狗を見ていた。

　予備動作のようなものは体に表れていない。動きを司つかさどるのは翼のようだが、さすがに翼の動きから次の動作を読み取るのは難しかった。できなくはないが、すぐには無理だろう。

　この機動力を駆く使しした上で飛び道具を使われると厄やつ介かいそうだが、その心配はいらないようだった。

　天狗は無茶苦茶に動きながら、距きよ離りを詰つめてきたのだ。

　雄一の周囲を飛び回りながら近づき、不意に目の前から消え失せた。

　雄一は後ろ蹴げりを放った。

　突っ込んで来た天狗の鳩尾みぞおちにカウンターで喰くらわせる。足がめり込んだところで、軸じく足あしを回転させて天狗に向き直り、地面に叩きつけるように踏ふみ下ろした。

　高速で突っ込んで来た天狗はまるで反応できず、雄一はあっさりと天狗を地面に押さえつけた。

「ぐ」

　天狗が苦しげに息を漏もらした。

「動きが単純すぎて攪かく乱らんになってねーよ」

　予備動作から動きを読むことはできなかったが、雄一はパターンを見切っていた。

　高速機動は動作が単純になりやすいが、そのあたり天狗は何も考えてはいなかったようだ。

「私が思いますに、空が飛べるなら、ずっと空に浮かんだまま、何かを落とし続ければよいのではなくて？　例えば用意のしやすさから考えますと、熱湯ですとか」

「いや、そうだけどさ。お前、結構考えることがえぐいな……」

「う、うるせー！　これだから女は！　男の勝負ってのはそういうんじゃないんだよ！」

「あ、ちょうどいいや。これお前にやるよ」

　雄一は天狗を踏みつけたまま、懐ふところから眼球を二つとりだし、天狗の側そばに置いた。

「いらなくなったんだけど、どうするか悩んでたんだよな。どうせなら嫌がらせ的にどっかの火口にでも放ほうり込んでやろうかとか思ってたけど、それもめんどくさいし」

「ちょ、ちょっと待て……だったら戦う必要は……」

「お前が勝負を挑いどんできたんだろ。じゃあな、俺はもう関わるつもりはないから、お前ももうくんなよ」

　雄一は天狗から足をのけた。

「子供を相手に容よう赦しやないですわね、けれどこんな空を飛ぶような化け物をよくもまあ、これほど冷静にさばけるものですわね、ほとほと呆れてしまいますわ」

「最初のうちは驚おどろきもしたけど、びっくり人間みたいな奴やつらの相手も馴なれてきたんだよな。ま、それはともかく、これで俺は神器争奪戦とは関係がなくなったってわけだ！」

　何かを忘れているような気もしたが、雄一は意い気き揚よう々ようと家に帰ることにした。







　ついてこようとする妃里をどうにか追い返し、雄一は家に帰ったが、睦子はまだ帰っていなかった。

　その日、とうとう睦子は家に帰ってこなかった。







２章　坂さか木き雄ゆう一いちの平へい穏おんな学園生活？







　いろいろとありすぎた日の翌日、月曜日の朝。

　坂さか木き家けの食しよく卓たくに睦むつ子この姿はなかった。

　それ自体はそう珍しいことではない。睦子がいつの間にかいなくなり、しばらく帰ってこないというのはよくあることだからだ。

　なので雄ゆう一いちは、昨日怒らせてしまったことが原因ではと多少気になりはしたものの、そのうち帰ってくるだろうと気楽に考えて学校へむかった。

　隣に住むおじさんの頭上に『会社員』の文字などは浮いておらず、道を行く生徒たちにも『中学生』や『高校生』などと表示されていない、ごく普通の登校風景が雄一の目前には広がっている。

「ねえ、なんだか浮かれてるみたいだけどどうしたの？」

　気付けば愛あい子こが隣を歩いていた。目を懲こらして見てみるも、やはり頭上には文字がない。

「え？　ああ、確かにな。こんなに近づかれるまで気付かないって、相当な浮かれようだよな」

　もっともそれは気を許した相手だからであって、これが敵意をもった相手の接近ならばどれほど浮かれていたとしてもすぐに気付いたことだろう。

「実はな、ソウルリーダーがなくなったんだよ！」

　雄一は昨日の顛てん末まつをかいつまんで愛子に聞かせた。

「そうなんだ。よかったね。ちょっと寂さびしい気もするけど。ほら、私が助けてもらえたのも坂木くんにソウルリーダーがあったからだし」

　雄一がおかしな事件に関わるようになったのはソウルリーダーのためだろうし、その発ほつ端たんは愛子が六ろく原はら弘ひろ道みちに襲おそわれていた件だろう。

　確かに役に立っていた面もあるにはあるが、だからといって取り戻したいとは思わない雄一だった。

「それで、争奪戦をやらないのはいいんだけど、もにかちゃんのことはどうするの？」

「それなんだけどな。どうしたもんか、まだ検討中なんだよな。なにせ別の高校の話だから。こういうのは姉ちゃんの得意分野かと思うんだけど……」

　もにかの友達が十二人のサイコパスに想おもわれているという話だった。今の所はお互いが牽けん制せいしあっているためか大事には至っていないということだったが、それもいつまで続くかわからない。

「お姉さんとなんかあったの？」

「ソウルリーダーを取り返さないって言ったら、キレてどっか行っちまったよ。昨日から家に帰ってきてない」

「え？　それ大丈夫なの？　あの、坂木くんがどう思ってるかは知らないけど、お姉さん女子高生なんだよ？　無断外がい泊はくって」

　何を心配したのか、深刻そうな顔で愛子が聞いてくる。

「帰ってこないこと自体は前からあるから、それは心配してないけどさ。今姉ちゃんに何相談しても駄だ目めな気がするんだよな」

「もにかちゃんの友達は凪なぎ沢ざわ学がく園えんだっけ？　私の友達が行ってるから話聞いてみようか？」

「そうだな。とりあえずどんな様子か聞いといてくれると助かるかな。で、なんか近くないか？」

　先ほどから愛子は、雄一に寄より添そうようにして歩いていた。

「そ、そうかな？　いつもこんなもんじゃない？」

　とぼけるように愛子が言う。雄一は大して気にすることでもないかと納得した。







　雄一は教室にやってきたが、やはり文字は見えていなかった。

『魔ま女じよ』も『死者』もここには存在しない。今この教室はなんの変へん哲てつも無い、高校の施し設せつでしかなかった。

　――この場合、そもそも俺おれとは何も関係がなかったことになるのか、それとも一度俺が見ちまった以上、あいつらとはなんらかの関連ができちまったってことになるのか……。

　だが、『魔女』だった片かた桐ぎり杏あんはいつものように雄一を睨み付けてくる。

　――ま、まああいつの場合は魔女とかどうとか以前にあんな奴ってだけなのかも……。

　雄一は無む理り矢や理りに自分を納得させた。

　多少の関わりはすでにできているのでそれが無くなったりはしないだろうが、今後これ以上にわけのわからない事態に巻き込まれる可能性は減るはずだった。

「なんか、機嫌よさそうだな」

　雄一が席につくと、前の席の佐さ伯えき翔しよう太たが声をかけてきた。

　やはり『エースストライカー』の文字も浮いてはいない。もっともその文字がないからといって、彼かれがサッカー部で活かつ躍やくしているという事実は変わらないのだろう。

「まあな。簡単に言えば頭痛が治ったみたいなもんだよ。ずっと悩まされてたんだ」

「へぇ、片へん頭ず痛つうってやつか？　あれって治るもんなのか？　うちの母ちゃんも雨の日はしんどそうにしてるんだけど」

「どうかな、人によるかもしれないけど。専門の外来やってるところもあるらしいから、行ってみてもいいんじゃないか？」

　そんなあたりさわりのない言葉で適当にごまかしていると、担任がやってきた。

「はーい、みんなの大好きな野の田だ山やま花はな子こ先生が帰ってきましたよーっと」

　教室が一気にざわめいた。

　花子は二学期早々に体調不良で休職していた。そろそろ復帰するとは聞いていたが、キリのいい三学期になってからだと皆みなは思っていたのだ。

　スーツが似合っていないのは相変わらずだったが、髪かみは黒く短くなっていた。何か心境の変化があったのかもしれない。

　――式しき谷たにがどうにかしたのか？

　花子の不調は主に精神面でのことだ。

　婚こん約やく者しやに裏切られたのが発端で、その原因はアウターの式谷真ま希き那ななのだが、その後なんらかのケアを行うようなことを言っていた。

「って、お前ら、久しぶりに帰ってきた先生なんかどうでもいいって感じの態度ひどくね？　いや、私もわかってはいたんだけどさ、タイミング悪いなーって」

　教室の皆が見ているのは花子ではなかった。

　その隣に立っている学ランの少年だったのだ。

「お前らみんなもうわかってはいると思うけどさ。ほら転校生。ドラマや漫まん画がではお馴な染じみだけど、高校生にもなるとそうそう転入なんてありえないから滅めつ多たにお目にかかれないやつだよ！　みんな大好き、青春の一ページ的展開だろー」

　転校生は金きん髪ぱつで青い瞳ひとみをしている。まるで外国人のような風ふう貌ぼうで、どちらかと言えば女子の方が興きよう味み津しん々しんといった感じだ。

　その転校生は先ほどからチラチラと雄一を見ていた。知った顔なのだが、雄一は少々苛いらつき始めていた。

「コンニチハ。イバラキキョウシロウトイイマス。ヨロシクオネガイシマス！」

　うさんくさい片言の日本語なのが実に腹立たしかった。







「よう！」
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　昼休みになったところで、茨いばら木きが雄一の席にやってきた。

「死ねばよかったのに」

　雄一は思わずそう言ってしまっていた。

「って、開口一番都市伝説のオチみたいなこと言ってんじゃねーよ！」

「ソウルリーダーがなくなったから、ついでにお前との関係もなくなっちまえばいいのになあ、っていうのを短くまとめて言おうとしたらそうなった」

「意味変わってんだろ！　てかソウルリーダーって文字が見えるってやつのことだろ？　あれなくなったってマジか？」

「まあ、そのあたりはまた後でな」

「あれ、坂木は転校生と知り合いなのか？」

「まあな」

　前の席の翔太が机をくっつけながら聞いてきたが、雄一はそっけなく誤ご魔ま化かした。

　ソウルリーダーがどうこうという話を聞かれたとしても、おそらく理解できないだろうが、あまりおおっぴらにする話でもないからだ。

「茨木は日本語上手なんだなー」

　翔太が感心したように言う。

「生きつ粋すいの日本人で、ずっと日本に住んでるから当然なんだけどな。まぁ外国人のフリすると受けるんだよ。俺おれの鉄板ネタだ」

「鬼おにが誰だれに受けようと思ってそんなネタやってんだよ……」

　雄一はぼそりとつぶやいた。

　どういうわけか茨木のやることが一々しゃくに障さわる。

「でも、びっくりしたよ。まさか茨木くんが転校してくるなんて思ってなかったから」

　そう言いながら愛子も弁当を持ってやってきた。今日はなぜか弁当を二つ持っていて、雄一は多少ひっかかりを覚えた。愛子はそんなに大おお食ぐらいではなかったはずだ。

「こいつの場合、正確には転校じゃないだろ。確かその格好は擬ぎ態たいで学校には行ってないとか言ってたよな？　てかそもそも戸こ籍せきとかどうなってんだよ」

「そういうのも後で話す方がいいんじゃねーか？」

「別に興味ないからどうでもよかった」

「お前な！　そのパターン地味に傷付くんだよ！」

「つーか、なにしれっと昼飯いっしょに食おうとしてんだよ。許可したか？」

「坂木くん、別にいいじゃない」

　愛子がとりなし、うやむやのうちに四人で食べることになった。

　それぞれが弁当箱を取り出だす。

　雄一は弁当箱を開け、中を見て固まった。

「お前珍めずらしいもん食うんだな？」

　茨木が呆れたように言った。

「いや……ちょっと待て……なにがなんだか……」

　弁当箱の中には鉛なまり板いたが貼はり付つけられていた。

　雄一に見覚えがあるものだ。これはトレーニング用のウェイトを微び調ちよう整せいするためのものだった。

「今日の弁当は依よりちゃんが作ってくれたはずなんだけど」

　雄一の弁当は母親と妹の依より子こが作っている。今日は依子が担当のはずだった。

「けど、なんの嫌がらせだ？　もしかして姉ちゃんだけじゃなくて、妹にまで嫌われてるのか？」

　そう思わずにはいられない所業だった。

　弁当箱を持ち上げてみる。違い和わ感かんのない重さに調節されているようだった。空だと気付かれると思ってこうしたのだろう。

　中身を知った今では、重心の位置が違うのでおかしいと思うが、これはそう簡単に気付けないはずだ。

「てか、中身が入ってないなんて想像もしねーよ……嫌がらせなら手がこみすぎだろ……」

　あまりにも意味がわからず雄一は頭を抱かかえたくなった。

「あ、その、坂木くん。私お弁当二つ持ってるから、一つどうかな？」

　おずおずと愛子が弁当の一つを差し出してきた。

「野の呂ろ、依ちゃんと何か企たくらんでるのか？」

　さすがにこれは怪あやしすぎる。雄一はじとりと愛子を見つめた。

「べ、別に？　たまたま作りすぎちゃったから、持ってきただけなんだけど？」

「まぁ食うもんないしな。ありがたくいただくよ」

　明らかに愛子は挙きよ動どう不ふ審しんだったが、雄一は弁当を食べることにした。

　愛子がおかしなものを食べさせることはないだろうし、何か魂こん胆たんがあるにしても邪よこしまなものではないはずだと思ったのだ。

「へえ、女の子の手作り弁当ってなんかいいよな」

　翔太が羨うらやましげに言うが、こんなわけのわからない状じよう況きようで弁当を押しつけられるのがそんなに羨ましいことなのかと雄一は思ってしまう。

「てか、サッカー部のエースならモテるんじゃないのか？」

「いやー、さっぱりだな。理由があるならききてーぐらいだけどな」

　話を振っておきながらも翔太がモテない理由にさして興味の無い雄一は、愛子の弁当を開いた。

　依子から聞いたのか好物ばかりが入っている。

　愛子の料理の腕うで前まえはかなりのものだった。







　昼食が済んだ後、雄一は隣のクラス１―Ａに向かった。

「なあ、なんで俺が来たかとか聞きたいだろ？」

　そんなことを言いながら茨木が付いてきている。雄一は無視しようかと思ったが、放っておくといつまででも何やら言い続けるのだろう。

「興味ないから付いてくんな。すみません、四しの宮みやさんを呼んでもらえないかな？」

　クラスに入ろうとしていた生徒に声をかける。すぐに髪の長い少女がやってきた。

　四宮布ふ留る。

　神社の娘むすめで、退魔士の一団に所属している少女だ。

　野呂の兄が吸きゆう血けつ鬼き騒さわぎを起こした時にも関かかわっていて、今はこの街にやってきた邪じや悪あくな存在の調査のために協力している。

「なんです？　学校じゃないと駄目なんですか？」

「例の件だけど、早いほうがいいかと思って」

　早朝に神社に行ってもよかったのだが、散々に森を荒あらしていることを知られてしまったので少々行きづらい。なので昼休みに話しておこうと考えたのだ。

「なにかわかったんですか？　わかりました。じゃあ屋上に行きましょう」

「昼休みだとそれなりに人がいる気もするけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「人ひと払ばらいのお呪まじないぐらいならできますよ。というか、その人なんなんですか？　鬼ですよね？　何ふつーに学生に紛まぎれ込こんでるんですか？」

　布留があからさまな敵意をのせて茨木を睨にらみ付けた。

「こいつは俺と無関係だけど勝手に付いてきてるんだ。退治するなら勝手にやってくれ」

「無関係って……いや、まあほとんど関係ないんだけどよ」

　茨木の事情などどうでもいい雄一は振り返かえると屋上に向かった。

　布留が何やらぶつぶつ言いながら付いてくる。

　屋上への階段を上っていると、ぞろぞろと生徒たちが下りてきた。

　布留のお呪いとやらが効いたのだろう。屋上に入るとそこには誰もいなかった。

「結界とかそんなやつか？」

「これはあくまで人払いのお呪いで、大した強制力はありませんよ。なんとなく屋上にいるのが嫌だな、と思わせる程度のものです」

　そうは言うが、どことなく自じ慢まんげな様子の布留だ。

「ついでに鬼とかも消し飛ぶとかそんな効果もあったらいいのにな」

「なあ？　だからなんでお前はそう俺を嫌ってんだよ？　おかしいだろ？　俺なんかしたか？」

「すげえな。初対面でいきなり殺しにかかってきたくせに仲良く出来ると思ってるなんてよ」

「あれからいろいろ協力してやってるじゃねーか。そんなささいなことは水に流せよな」

「まあいいや。街にいる邪悪とやらの正体がわかった。他にもなにかいる可能性はあると思うけど、こいつが一番まずいと思う」

　雄一は茨木は無視して、昨日の顛末を語った。

「なるほど。ネルガル、ですか。バビロニア神話の神ですね。そしてそれが復活しようとしていると。ご協力ありがとうございます。確かに有力な情報かと思います」

「で、これで退魔士の互ご助じよ会かいだかを通じてどうにかしてくれるんだろ？」

「はい。大丈夫だと思いますよ。私たちではどうにもなりませんが、これぐらいの事態でしたら過去に何度も解決されていますし」

「よし！　じゃあ後は全部お前らに任せとけばいいよな？」

「はい。……その、あなたみたいな人はなんやかんやと首を突っ込んでくるつもりかと思っていたのですが、本気でやる気なさそうですね。これ以上関わるなと忠告するつもりだったのですが……」

　意外だったのか、拍ひよう子し抜ぬけといった様子で布留が聞いてくる。

「ただの高校生の手には余りまくる話だろ。専門家がいるんなら任せるのが一番だ。もう神社で練習することもないし、ややこしい話であんたと関わることはないと思う。その方がいいだろ？」

「見える力をなくされたんですよね？　だったらその方がいいかと思います。霊れい体たいの類たぐいは、見える人にちょっかいを出しがちですし」

「じゃあな」

　そう言って雄一は屋上から立ち去った。

「ちょっと待てよ！」

「なんだよ」

　すぐに茨木が追いかけてきて、雄一は鬱陶しそうに返事をした。

「お前どういうつもりなんだ？　手を引くってのかよ？」

「その通りだよ。別に俺が頑がん張ばらなくてもそれぞれの事態には専門家がいるんだ。餅もちは餅屋ってやつだな」

「いやいやいや、いまさら無理なんじゃねーの？　ここまで色々関わっといてよ」

「そりゃ完全になかったことにはできないだろうけどな。けど、極力減らしていくのは可能だろ？」

「なるほどな、だから俺に素っ気ないのか？」

「いや、お前に対する態度はもともとこんなもんだと思うが？」

「って、なにスタスタ歩いていってんだよ！　鬼だぞ？　鬼が学校にやってきたんだ、何が始まるんです？　てなもんだろうがよ！」

「どうせたいしたことでもないんだろ？　そろそろ授業が始まるし帰るぞ。ま、一人でしりとりするぐらい暇ひまだったら話ぐらい聞いてやるよ」

　他にも物ぶつ騒そうなのもいることだし、鬼ぐらい増えてもどうということもないだろう。

　雄一は教室に戻り、午後の授業を受けることにした。







　放課後になり、雄一は部室に顔を出した。部員の愛子と、部員でもないくせに勝手についてきた茨木も一いつ緒しよだ。

　部室にいたのは副部長の織おり原はら加か奈な子こだけだった。

「あの、姉ちゃんは今日来てましたか？」

「ううん。来てなかったわ。だから今日の部活はなしにするしかないと思うの。坂木さんどうかしたの？」

　部長の睦子がほとんど私物化している部活なので、睦子がいないことには何も始まらない。

「昨日から家に帰ってないんですよ。まあ姉ちゃんのことですから特に心配はいらないと思うんですけどね」

「ねえ。やっぱり一晩帰ってこないっておかしいんじゃ……」

　心配なのか愛子が眉まゆをひそめている。

「て言われてもなぁ。姉ちゃんが自分で隠かくれてるなら、捜しようがないし……」

「坂木くん、お姉さんが何か事故にあったとか、それとも誰かにさらわれたとか、そんな可能性はまったくないって言えるの!?」

　あまりにものんきな雄一に愛子は業ごうを煮にやし始めたようだった。

「野呂さん、今朝、坂木さんから病欠の連れん絡らくはあったらしいの。だからあまり心配はいらないと思うんだけど」

「そうなんですか？」

　愛子がほっとしたような声をあげる。そう聞いて多少安あん堵どを覚えたのは雄一も同じだった。

　だがそうなると、睦子が家にも学校にもこないのは本人の意思によるものとなる。

　――ってまさか、そんなに怒おこってるっていうのか？

　睦子の意図は不明だが、雄一に考えられるのは昨日の一件ぐらいだ。

「じゃあ帰るか。織原さんはどうするんですか？」

「私は次回作のネタでもちょっと考えてから帰るから、気にしないで先に帰って」

　そういえば、加奈子は先ほどからノートを広げてあれこれと書いている。邪じや魔まはしないほうがいいのだろう。

「俺は紅くれ葉はちゃんが心配だから、とっとと帰るわ。わりいな、一緒に帰れなくて」

「気にするなよ。最初からお前と一緒に帰るつもりはなかったから」

　雄一はできるだけ爽さわやかな笑え顔がおをつくってみた。

　茨木は微び妙みような笑みを浮かべながら去って行った。







「坂木くん、茨木くんにはなんか辛しん辣らつだよね」

　学校を出たところで、隣となりを寄り添うようにして歩く愛子が言ってきた。

「いやいやいや、あいつと仲良くする理由が何一つないだろ？　忘れてるかもしれないけど、あいつ人食い鬼だぞ？　いつ何をしでかすかわかったもんじゃねーだろ」

「でも、いろいろと協力してもらったりはしてるじゃない」

　荷物を運ばせたり、もにかを預けたりといったことだろう。確かにいいように使っている気はするのでその点では後ろめたくもあるが、茨木の馴れ馴れしい態度がどうにもしゃくに障る。

「別に好きで協力させてるわけじゃねーよ。仕方なくだ」

「まあ、いいけど。それで今日はどうだった？　ソウルリーダーがなくなっての学校生活は」

「そうだな。目の前にかかってた靄もやが晴れたような気分だな。すこぶる快調だ。俺の学校生活はまさに今日始まったって感じだよ」

　雄一はあたりを見回した。

　帰宅中の生徒たちがぽつぽつと歩いているが、その頭上には文字がない。

　文字がないなど当たり前のことではあるが、それがいかに幸せなことなのかを雄一は実感していた。

　ただ文字が見えるだけと言われてしまえばその通りではあるのだが、こればかりは体験してみないとわからないだろう。

　余計なものが視界に浮かんでいるというのは実に鬱陶しいのだ。

　ここ最近は文字から意識をそらす術すべを会え得とくしつつあったのだが、それも完全ではなかったし、実際は見えているのだから結局なんらかのストレスを常に感じていただろう。

「ま、実際のところは、誰がどの文字だったのかは覚えてるからさ、無視するってわけにもいかないけど、今後新たに会うやつらのことは気にしなくてもいいし――」

「いやいや、ちょっとは気にしてくれよ、張り合いがないだろ？」

　そんなことを言っていたからか、見知らぬ人物が唐とう突とつにそんなことを言ってきた。

「は？」

　それは目の前を歩いていた少女だった。

　少女は立ち止まって振ふり向むき、雄一に話しかけてきたのだ。

　学校から住宅街へと向かう歩行者道だ。それなりに幅はばがあるので、少女に道を塞ふさがれているわけではない。横を通り過ぎていくことはできるだろう。

　だが少女はまっすぐに雄一を見ていて、とても無視できる雰ふん囲い気きではない。雄一たちは少し距離をおいて立ち止まった。

　赤毛の、制服を着た少女だ。

　幼く見えるがおそらくは高校生だろう。雄一は制服に見覚えがあった。

「ほんとだったらボクが前を歩いてるだけで、文字が見えない！　アウターか！　ってなるところだったんだよ。まったく……まあ似たようなことは真希那がやってるから、二番煎せんじもいいところかな。でもお約束は守る主義なんだよ、ボクは」

「何者だよ？」

　雄一は愛子を背後にかばった。

　今の所、少女は敵意を見せてはいないが、言葉の端はし々ばしからアウター関係者だと推測できる。ならば基本的に敵だと考えて間ま違ちがいはない。

「エンデというんだ。お察しのようにアウターだよ。もにかくんか真希那から話は聞いてないかな？」

「さあな。で、わざわざ何の用だよ」

「うん。ずっと前から君たちのことは知っていて顔なじみのつもりだったんだけど、直接会ったことはなかったと思ってね。ボクも参戦したことだし挨あい拶さつにきてみたってところかな」

「あいにくだな。俺は神じん器ぎなんて持ってないぞ？」

　参戦というのは神器争そう奪だつ戦せんのことだろうが、雄一はすでに神器を手放している。参加者があえて雄一のところにくる理由はないはずだった。

「うん。君がやめたがってるのはよく知ってるよ。でも、ここまであっさりとやめるとは思ってなかった。そりゃお姉さんも怒るよね」

「お前……」

「坂木くん」

　雄一が怒ったと思ったのか、愛子が不安げにつぶやいた。

「ボクもそれじゃあ困るんだ。せっかく君を倒たおすための用意をしてるのに」

「やる気かよ」

「ボクはやらないよ。戦い向きじゃないからね。まあ君を殺すだけなら簡単だけど、それじゃつまらないし何も面おも白しろくない」







[image: ]







「そう簡単に殺されてやるつもりはないけどな」

　挑ちよう発はつ的てきなわけではないが、当たり前のように言われて雄一は軽く苛ついた。

「挨拶ならすんだだろ。消えろよ」

「そう言うなよ。どうだい？　せっかくだから、そこらで茶でも飲みながら親しん睦ぼくを深めないか？」

「敵のお前とか？」

「敵？　完全に無害なボクが敵ってことはないんじゃないかな？　ボクに戦せん闘とう力りよくがないことはわかってるだろ？」

「ああ。お前が武術をやってるわけでも、バカ力を持ってるわけでもないってのはわかる。けどアウターってのはそういうんじゃないんだろ？」

　もにかは記き憶おくを奪うばう能力を使うし、真希那は閉へい鎖さ空間にルールを設定してゲームを強しいることができる。アウターは自らの世界観に応じた超ちよう常じよう的てきな能力を駆使することができるのだ。

「ああ。それもないよ。ボクだけだと何もできない。それはわかってるんじゃないかな？」

「どういう意味だ？」

「そのままだよ。君は相手が魔ま法ほう使つかいだろうと、超ちよう能のう力りよく者しやだろうと、その攻こう撃げきを見切ることができるし、弱点を悟さとることができる。どういう理り屈くつかは知らないけどね。その君の感覚は言っているはずだ。ボクは完全に無害だと」

　確かにエンデの言うとおりだった。

　雄一は以前、初見の魔法を見切ったことがある。

　それは相手の攻撃の意思を感じ取ることができたからだ。たとえ魔法だろうと超能力だろうと、そこには攻撃しようとする意思がある。ならば、それは相手の体のどこかに兆候としてあらわれるし、その能力を前提とした動きを相手はするだろう。

　真しん剣けん勝負に二度目はない。

　姉がしつこいぐらいに言っている言葉だ。つまり相手が何者だろうと、何をするかわかっていなかろうと、その場で相手の意図を見み抜ぬき、対応して勝利しなければならない。それができなければ死ぬだけだ。

　雄一は姉の無む茶ちや苦く茶ちやな修しゆ業ぎようで何度も死地へと送り込まれ、その過程で異常なまでに研とぎ澄すまされた戦闘感覚を身に付けるに至っている。

　その感覚からすれば確かにエンデは無力な少女にすぎなかった。

「ま、親睦というよりかは、ちょっとした忠告というか警告をしておきたいんだけどね。今後平穏な高校生活を過ごしたいっていうなら聞いておいたほうがいいんじゃないかな」

　意図はわからないが、嘘うそを言っているようには思えなかった。

「ネロ！　いるか？」

　雄一がどこへともなく呼びかける。すぐに大型犬が道の角からあらわれた。

「なんだ？」

　人じん狼ろうのネロだった。吸きゆう血けつ鬼きとしての愛子の眷けん属ぞくで、愛子に忠誠を誓ちかっている。人、人狼、狼おおかみの三形態を取ることができ、街中では狼犬ということで通していた。

「野呂と一緒に家に帰れ。俺はこいつの話を聞いてみる」

「え？」

　そんなことを言われると思っていなかったのか、愛子がきょとんとした顔になった。

「相手はアウターだ。何をしてくるかわからないし、こいつが用があるのは俺だけだ」

「……わかった。行こう、ネロ」

　少し考えたようだったが、戦いになった場合、足手まといになるという自覚はあるのだろう。素す直なおに従って愛子は先に行った。

「じゃあそこらで茶でも飲みながら話をしよう。美少女に囲まれてる君にとっては、ボクなんかじゃ物足りないかもしれないけどね」

　雄一たちは駅前の通りへと向かうことになった。







「ここは一度来てみたかったんだよ。君たちの動きを追っていると何度も出てくるからさ」

　雄一たちは駅前にあるカフェに来ていた。夏休みに暴走トラックが突っ込んで来た店で、雄一もちょくちょくと利用している。

「そんなに珍しいところでもないだろ」

　雄一は拍子抜けしていた。

　戦闘能力皆かい無むというのは本当なのだろう。雄一が何度かあからさまに隙すきを見せようと、これみよがしに攻撃に転ずるフリをしようと、なんの反応も見せない。

　油断していいわけではないが、警けい戒かいするだけ馬ば鹿からしいような気分に雄一はなりつつあった。

「で、場所を移したはいいけど、なんの話をするってんだよ」

　いつものように窓まど際ぎわの席に雄一は座すわり、その向かい側にエンデが座る。

　放っておくといつまでも本題に入らないような気がしたので、雄一は話を促うながした。

「しかし、余よ程ほど自信があるのかノコノコとやってきたよね、君」

「帰っていいか？」

　呆あきれたように言われて軽くむかついた雄一は席を立とうとした。

「まああれだよ。神器争奪戦。復帰してくれないかな？」

　エンデはなんでもないことのように言った。

「いやに決まってるだろ」

　そんなことだろうと思っていた雄一は即そく答とうした。

「それは困るな。さっきも言ったけど、君を倒すための準備をしているんだ。神器争奪戦に参加してくれないなら、別の手段を取ることになるけど」

　一見脅きよう迫はくのようにも取れる。だが雄一は、その言葉に敵意も挑ちよう発はつも感じなかった。

　どうにも調子が狂くるう。敵のはずなのに、友達が軽口でも叩たたいているかのように感じてしまうのだ。

「なんのために俺を倒すとかそんな話になるんだよ。お前とは初対面だよな。俺になんの恨うらみがある？」

　恨みならば、各方面に買っている気はするので、雄一自身が知らないうちに恨まれている可能性はある。だが、それにしてもエンデなどという少女にはまったく覚えがない。

「あはは。アウターがなんなのかは真希那あたりから聞いてるだろ？　基本的にはただの暇つぶしだよ。最初はちょっとむかついたから、君のお姉さんを殺そうと思ったんだけどね。それがうまくいかなくて、そこから君たちに興味を持ったんだ」

「姉ちゃんがらみかよ。姉ちゃんに何の用だ」

「ソウルリーダーだよ」

「もう俺は持ってないぞ。それにあれはもともともにかの能力だ。お前には関係ないだろ」

「それがあるんだよ。ソウルリーダーはアウターの誰もが備えている能力だというのは知っているよね？」

「確かそんなことを言ってたな」

「もともとこの能力に名前なんかついてなかったんだ。アウターなら皆が持っている当たり前の力だから、わざわざ名前をつける必要なんてなかった。けど、これに君のお姉さんが名前をつけてしまったんだよ」

「……だからなんだよ？」

　ふざけた名前だとは雄一も思う。だが、姉がそれをどう呼ぼうが、アウターたちには関係がないはずだ。

「盲もう点てんというのかな。誰も名前をつけて呼んでいなかった。誰も命名の権利を行使していなかった。そこに君のお姉さんが名前をつけてしまったものだから、ボクたちにとってそれはソウルリーダーということになってしまったんだよ。ふざけたことにね」

「そんなもん、自分で好きなように呼べばいいだけじゃねーか」

「うん。好きなように呼ぶのは可能だよ。けど、それはどうあがいたって『ソウルリーダー』というものをこれこれという名前で呼んでいるだけ、という意識が芽生えてしまう。どうしたって、この見える力がソウルリーダーだという感覚を払ふつ拭しよくできないんだ。困ったことにね」

「やっぱり意味がわかんねーけど、それって早い者勝ちってことなのか？　じゃあ俺が適当に名前をつけて呼んだら、その名前になったっていうのかよ？」

「君じゃだめだよ。お姉さんは世界観保持者だからそれが可能だったんだ」

　エンデはさも得意げに笑えみをうかべたが、雄一の様子をみて首をかしげた。

「……ってあんまり驚おどろかないね？　衝しよう撃げきの事実じゃなかった？」

「まぁ……こんだけ色々とあったんだ。これで姉ちゃんが一いつ般ぱん人じんだって言われてもその方が驚くよ。姉ちゃんが世界観を持ってて、周囲に影えい響きようを与あたえてるって言われた方がしっくりくる場面はこれまでにもあったしな」

「まあ、いいか。というわけで、ボクは勝手に名付けられてむかついたわけだ。そこで君たちを殺そうとか考えたんだけど、それは失敗してしまった」

「……真希那を送り込んできたのはお前なのか？」

　アウターが直接関わってきたのはそれぐらいだろう。裏にはエンデがいたのかと雄一は考えた。

「いや、それよりも前だよ。君たちが黒くろ神かみ島じまに行くようにあれこれと操作をしたのはボクだ。まさか獣じゆう神しんがやられるとは思わなかったけどね。そしてそこから君たちに興味を持ち始めたわけだ。そして君の活かつ躍やくを見ているうちに、ボクもちょっかいを出してやろうと思い始めたということなんだよ」

「だったらもういいだろ。ソウルリーダーをなくした俺はお前が興味を持つような奴やつじゃなくなったんだよ」

「そうか。だったらやる気がでるようになってもらうしかないかな」

　結局はそういうことなのだろう。暇つぶしに始めた計画だかなんだかを中止したくないというだけのことで、そのためにわざわざ雄一の前に姿をあらわしたのだ。

「そうだね。参加しないなら今すぐに君を殺すってのはどうかな？」

　エンデは実にあっさりとその言葉を言い放った。

　雄一はその言葉が嘘でないことを見抜いていた。







３章　それはいわゆる俺おれ達たちの戦いはこれからだってやつ







　雄ゆう一いちの拳こぶしが巨きよ漢かんの顔面を捉とらえた。

　下方から斜ななめ上うえへと突つき上あげる一いち撃げき。それは確実に顎あごを打うち抜ぬき、脳を揺ゆらし、勝利をもたらすはずの攻撃だったが、雄一は不ふ吉きつな予感に飛び下がった。

　手て応ごたえが、おかしかった。

　それはおよそ人の体とは思えなかったのだ。

　いや、人の体ではある。

　ただ、それが生きてはいない、腐くされかけの死者の体であると、拳の感かん触しよくは伝えてきた。

　だだっ広い、円形の空間だった。

　石造りの円形闘とう技ぎ場じよう。大勢の観客が見守る中、二人は対たい峙じしていた。

　いくら地下にあるとはいっても、こんな巨きよ大だい施し設せつを秘ひ密みつ裏りに運営などできそうにないのだが、そこは裏社会的な力が働いているのだろう。

　ここでは今、闇やみ格かく闘とう技ぎトーナメントが行われていた。

　雄一はその闘技会を予選から勝ち進み、そして決勝戦。筋肉達磨だるまの巨漢を殴なぐり飛とばしたところだった。

　巨漢がゆっくりと起き上がるのを雄一は冷静に見つめていた。

　何かがおかしい。その正体を見み極きわめるまではうかつに動けない。違和感の正体を探さぐっていた雄一だが、眼前で起こり始めた現象に目を疑った。

　ただでさえ膨ふくれあがっている巨漢の筋肉がさらに膨ぼう張ちようしはじめたのだ。

　それはパンプアップの領域を軽く超こえていた。多少の血液やリンパ液が集中したところでそうなることは絶対にありえない。

　見る間に巨漢は風船のように丸く大きく膨れていく。

　その末路は自明だった。

　巨漢は、その光景を見ていた誰もが思うだろう結末を迎むかえたのだ。

　破は裂れつ。

　巨漢は内側からはちきれ、周囲に血肉をまき散らした。

　幸い十分に距きよ離りをとっていた雄一がそれを浴びることはなかったが、さすがにこの現象には呆ぼう然ぜんとなってしまう。

「ゆうくん！　いつのまに北ほく斗と神しん拳けん的てきなことができるようになっちゃってるの！　お姉ちゃんびっくりだわ！」

「俺おれがやったんじゃねーよ！」

　観客席からの姉の声に雄一は叫さけび返した。

「坂さか木きくん！　なんか動いてるけど！」

　愛あい子この声を聞き、雄一は巨漢のなれの果てに目を向けた。

　血と肉の塊かたまりが蠢うごめいている。

　見ているうちに、肉にく塊かいの中から何かが立ち上がった。

　血まみれの少年だった。

「ふう。さすがに窮きゆう屈くつだったぜ！」

　実感のこもった台詞せりふをその人物は吐はいた。

「いや……なんていうのか……中に入ってたってことなのか？」

　背せ丈たけは雄一と同じ程度。単純にサイズだけで言えば中に入ることは可能なのかもしれないが、そんな馬鹿なことができるはずがない。

「その通りだ」

「あー、いろいろツッコミたいところだけど、対戦相手はお前ってことでいいのかよ？」

「ふっ！　この鎧よろいは防ぼう御ぎよのためではない！　俺のありあまる力を封ふう印いんするための拘こう束そく着ぎだったのだ！」

「ゆうくん！　少年漫まん画がでよくあるやつよ！　けど、そんなことやってる奴をこの目で見られるとはまさか思っていなかったわ！」

「いや、そもそも鎧でもなんでもなくて、ただの筋肉達磨のおっさんだったんだが」

　睦むつ子こが興奮しているが、雄一はなんだかどうでもよくなってきていた。

「そして！　この俺に見覚えはないか？　坂木雄一！」

「いや……そんなスティーヴン・キングの映画みたいになってる姿を見せられて、見覚えもなにも……」

　血まみれで顔もろくにわからないし、髪かみの毛けは血がべったりとついている。そうなると声ぐらいでしか判別できないのだが、特に心当たりはなかった。

「驚いたか？　俺はお前の兄！　坂木雄ゆう次じだったのだ！」

「な、なんですってー！」

　雄次とやらは実に得意気だったが、それに反応しているのは睦子だけだった。

「って言われてもな……姉ちゃんはなんか知ってるか？」

「いえ、他に兄弟がいるなんてまったく知らないんだけど！」

「だったら驚くなよ！　こいつ適当なこと言ってるだけじゃねーか！」

「さあ！　兄弟で雌し雄ゆうを決しようではないか！　兄よりすぐれた弟なぞ存在しないことを証明してくれる！」

「なんでもいいけど、お前を倒せばいいんだな」

　馬鹿らしくなりつつはあったが、雄次の強さは未知数だ。侮あなどってかかることはできないと雄一は気を引ひき締しめたが、結局雄次の強さを知ることはできなかった。

　天てん井じようを突き破やぶって何かが落ちてきたのだ。

　次の瞬しゆん間かん、鋭えい利りな刃は状じようのものが雄次の胸から突き出でていた。

　雄次が血ち反へ吐どを吐きながら前へと倒れる。後ろに立っていたのは石像だった。

「えーと、いったいなにが……」

　ガーゴイル。それは怪かい物ぶつを象かたどった彫ちよう刻こくで、建築物の屋根や外がい壁へきに設置される雨あま樋どいの一種だ。魔ま除よけとしての意味も持つ。

　だが、なぜそんなものが動いて、こんな場所までやってくるのか、雄一には皆かい目もく見当もつかなかった。

　ガーゴイルは雄次を貫つらぬいて以降、ぴくりとも動かず沈ちん黙もくを守っていた。

　雄一はとりあえず様子を見ていたのだが、すると闘技場に誰だれかが降り立った。

　黒いマントを翻ひるがえし額を片手で押おさえた、おそらく本人が格好かつこいいと思っているポーズで着地したのは愛子の兄、野の呂ろ京きよう夜やだった。

「つい来たか……魔ま界かいからの尖せん兵ぺいが！」

「いや、なに言ってんですか、京夜さん？」

　京夜は中二病なのだが、この状じよう況きようでは持病が出ているのか、それとも本当の話なのか実に見極めづらかった。

「ほら、あれよ！　少年漫画でお馴な染じみの、トーナメントやら試験やらやってると横やりが入ってうやむやになるあの展開！　意外性を狙ねらってるんだろうけど、大半の読者はちゃんとした結末を求めてるものだから、なんだか微妙な空気になっちゃうやつよ！」

「なんでも少年漫画で片付けるなよ！」

　睦子に言い返していると、ガーゴイルがさらに二体、天井に空いた穴から降りてきた。

「で、どうしたらいいんだよ、俺まったく話についていけてないんだけど……」

　こいつらと戦えばいいのだろうか？　そう考えていると雄次が立ち上がり、よろよろと雄一の方へと歩いてきた。

「雄一……すまなかった……こいつらとの戦いは俺だけで片付けるつもりだったんだが……最後に兄さんと呼んではくれないか……」

「やだよ」

　本人がどう言おうと雄一からすればまったくの赤の他人だ。死にかけているとはいえ、そんなことを言ってやる義理はまるでなかった。

「いやいやいや、ちょっと待て！　いがみ合っていた兄弟が最後に和解する感動のシーンだろうが！　のってこないでどうする!?」

「案外元気そうだから、片付けるつもりだったんなら片付けてくれよ」

　石像と戦うのはめんどくさそうだと思っている雄一だった。

「ああ、いや、おれはもう駄だ目めだ。後はお前に託たくす！」

「託すって言われても……は？」

　雄次の体が突とつ然ぜん、輝かがやき始めた。雄次から溢あふれ出た光は雄一にまとわりつき、今度は雄一を輝かせ始める。

　全すべての力を失ったということか、雄次はその場に崩くずれ落おち、そして動かなくなった。

「もう、ほんと何がなんだか……」

　謎なぞの力の継けい承しようを待っていたのか、光が雄一に吸収されたところでガーゴイルたちが動き始める。

　だが、それを見計らっていたかのように、ガーゴイル一体の首が切り飛ばされた。

　武たけ内うち奈な月つきの仕し業わざだった。彼かの女じよもいつの間にやら闘技場に降り立っていた。

「坂木くん、ここは私に任せて先に行って」

　一度は言ってみたかった。そんな得意気な顔で奈月が言う。

「いや、どこへ行けと？」

「ふっ！　吸血鬼の真祖の力見せてくれよう！」

　京夜もガーゴイルに襲おそいかかる。

　茨いばら木きまでもが現れて、ガーゴイルに飛び蹴げりを食くらわしていた。

　三人は雄一を放っておいて、命を顧かえりみない献けん身しんに酔よいしれているようだった。

「もう帰りたい」

　そう思っていると、突とつ如じよとして雄一の体が輝きながら浮き始めた。

「へ？」

「今のうちに行くのよ！　彼女らの犠ぎ牲せいを無む駄だにしていいと思っているの!?」

　何を感かん極きわまっているのか、涙なみだながらに睦子がうったえてきた。

「だからどこへだよ！」

「魔界的などこか？」

「だからそんなところ知らねーよ！」

　だが、不思議な力は知っているのだろう。雄一は浮き上がると、天井に空いた穴に吸い込こまれていった。







　そこは暗雲垂たれ込める赤黒い世界だった。

　触ふれれば切れそうな、ごつごつとした岩いわ肌はだばかりの不毛の荒こう野や。そこに異形の化け物どもがひしめいている。

　まさに魔界というにふさわしい光景で、雄一はそこで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。

　満まん身しん創そう痍いだ。

　だが雄一は不敵に笑う。

「俺を誰だと思ってるんだ？　あの中二病の姉、坂木睦子の弟、坂木雄一だぜ！」

　雄一は吠ほえながら、敵に立ち向かっていった。




　雄一の果てしない戦いはこれからも続く！

　ご愛読ありがとうございました！





＊＊＊＊＊






「お前は何を言っているんだ？」

　エンデの話を辛しん抱ぼう強づよく最後まで聞いた上で雄一は言った。

「何って君の殺し方だよ。つまりボクに逆らうとそんな目に遭あうということだ。恐おそろしいだろう？」

「ああ、恐ろしいな。昼日中からカフェでそんな与よ太た話ばなしを滔とう々とうとできるお前の精神性がな」

「ふむ。俺たちの戦いはこれからだエンドはお気きに召めさないか。だったら強ごう引いんに全てを片付けるソードマスター型の方が？　それとも実はループモノだったというのはどうだろう？　とんでもない敵があらわれてボロボロになって負けるんだけど、気付けば春休みぐらい、ソウルリーダーを手に入れるあたりからリスタートするんだ。ま、これも戦いはこれからだ、の亜あ種しゆではあるんだけど、ちょっとひねってるだろ？」

「あのな……お前は結局何をどうしたいんだよ」

　エンデは睦子に負けないぐらいの妄もう想そう癖へきの持ち主のようだった。

「つまりだ。君がいくら武勇にすぐれていようと、それだけではどうにもならないということだよ。近接戦闘では敵かなわなくても策を弄ろうすればどうとでもなる」

「どう策を弄したら地下闘技場とか魔界とかが出てくるんだよ……」

　荒こう唐とう無む稽けいすぎて話にならない。これなら睦子の妄もう想そうの方が幾いく分ぶんましに思えるぐらいだ。

「アウターは状況を構築するのに有利な能力を持っているからね。君をわけのわからない筋書きにのせるのは造作も無いことなんだよ」

「だからってそれが直接俺を殺すことにはつながらないよな？」

「へえ？　思ってたより主人公気質かたぎだね。自分の設定と物語の要よう請せいからくる限定的状況の範はん囲い内ないだけで物事を考えている。君、自分が頑がん張ばればどうにかなると思ってるだろ？」

　その通りだった。

　少々おかしなことに巻き込まれても自分ならどうにかできると雄一は思っている。

　これは傲ごう慢まんになっているということではない。端はなから諦あきらめない姿勢が大事だと思っているのだ。

　どんな状況に陥おちいろうと諦めなければ、打てる手があるかもしれない。状況に変化が訪おとずれるかもしれない。雄一は常にそう考えるようにしている。

「でもね。例えばだけど、核かく爆ばく弾だんが頭上にいきなり落ちてきて爆発したら君は死ぬだろ？」

「何、極きよく端たんなこと言ってんだよ！　んなことできるか！」

「できるよ。それがアウターだ。ま、さすがに今すぐ核かくを用意しろと言われても難しいけど、毒ガスぐらいなら比ひ較かく的てき容易だ。君を殺したいだけなら、君の周囲に撒まけばそれで事足りる。手段を問わなければ一人の人間を殺すぐらいなんてことない。そんなことはわかってるだろ」

「ふざけんな。無関係の人間を巻き込むつもりかよ」

「いやいや、無関係なモブなんて物語上ではノーカウントだろ？　そんなもの演出上の数字でしかないじゃないか。ま、もっとも君の場合、核爆弾でも毒ガスでも偶ぐう然ぜん生き延びることもあるかもしれないな。なんといっても坂木睦子の弟だ」

「なんなんだよ、お前は……」

　内容だけを考えればこれは脅迫のつもりかもしれない。だが、エンデは実に淡たん々たんと語っていた。

　そして恐ろしいことにエンデは本気だった。先ほどからの妄もう言げんも含ふくめて、まったく嘘をついている様子がない。

「さて。そういうわけであらためて聞こうか。神じん器ぎ争奪戦に復帰しないか？」

「断ったらどうする？」

「そうだね。君に関係があるかどうか微妙なところから攻せめていこうか。君の周辺人物の場合、世界観により守られる可能性があるし、君がなんとかしてしまうかもしれない。だけど、君の遠い親しん戚せきだとか、子供の頃ころちょっとだけ遊んだ友達だとか、そんな君自身もろくに覚えていないような人物までは守れないだろう？　そんなところからちょっとずつ嫌いやがらせのように殺していこう」

「てめぇ……」

　見た目が人じん畜ちく無む害がいな少女だろうと、穏おだやかな話し口だろうと、やはりアウターは人でなしなのだと雄一は思い知った。

「君は、親戚や友達の訃ふ報ほうをことがすんでしばらく経たってから聞いたりするわけだ。まぁ物語としてはまったく関係ない人物だから、盛り上がりには欠けるけども」

「……お前は……こんなくだらないゲームに俺を参加させるためにそこまでするつもりなのか？」

「くだらないって言われちゃネルガルもかわいそうだね。たしかにルールとか適当でぐだぐだだから、くだらないのかもしれないけどさ」

「俺が参加したらそれでいいのかよ、お前は？」

「そうだね。君が自分から戻もどってくれるっていうなら、君を焚たき付つける必要はないわけだから、無駄にモブを消費する必要はなくなるわけだ。さっきも言ったように、モブなんかいくら死んだところでたいして面白みがあるわけでもないし」

「お前といい、真ま希き那なといい……アウターってのはみんなそうなのかよ……」

「もちろんそうだよ。ただ面白けりゃいいってだけの人でなしどもさ。とっくにわかってるかと思ってたんだけど」

「一つ聞かせろ。お前らを全ぜん滅めつさせてハッピーエンドって筋書きはありえるのか？」

　こんなことは敵に聞くことではない。だが、雄一はエンデならあっさりと答えるのではないかと考えた。

　エンデはぽかんと口をあけたまま固まった。

「くくっ」

　しばらくしてエンデが笑いをもらす。

「何がおかしい」

「いや、そんなシナリオは想像したこともなかったからね。それはそれで楽しそうだ。けどまあそれは先の話だろう？　まずは目前のことから片付けてもらわないと」

「……復帰するとは言ってないけどな……」

　だが、そうも言ってはいられなかった。エンデは雄一を参加させるためならなんでもするつもりなのだろう。様々な事情を考こう慮りよすれば、争奪戦を再びやる方がまだましだと思えてくる。

「で、俺にどうしろってんだ？」

「武たけ井い亮りよう磨まという少年を捜し出だして戦ってくれないかな」

「誰だよ、そいつ？」

　神器争奪戦に復帰しろということなのだから、参加者の一人ということだろう。

　雄一が再び争奪戦に参加するには、神器を手に入れる必要がある。そのお膳ぜん立だてをするということなのかと雄一は考えた。

「お察しの通り神器保持者の一人だよ。そして君のためにボクが用意した手て駒ごまなのさ」

「なんか要領をえないな。戦って神器を奪えってことならまだわかる、けど捜せってどういうことだよ？」

　亮磨とやらが戦うに値あたいする、つまりろくでもない人間かはまだわからない。戦うかどうかは成り行きしだいというところだ。

　なのでとりあえず会ってみるのはかまわない。だが、捜せということは、エンデも居場所を知らないということだ。

「亮磨の文字はね、『主人公』なんだ」

「主人公様ね。俺は脇わき役やくってことかよ？　でも、誰だって自分の人生では主人公みたいなもんじゃないのか？」

「もちろんそんな当たり前の意味じゃない。彼かれはちょっと特とく殊しゆでね。世界観についてはもにかくんとかから聞いてるんだよね？　その前提で話すけど」

「なんとなくはな」

「世界観があり、その世界観は世界観保持者が体現している。けれど、世界観保持者は確かにその世界の中心人物ではあるんだけど、その世界の主人公ってわけじゃない。中には主人公を持たない世界観もあったりする」

「もうちょっと簡単に話せよ」

　正直、いまだによくは理解していない雄一だった。

「あー、簡単にいうと乗っ取りかな。世界観を物語にたとえるなら、主人公交代ということか。別の物語からやってきた亮磨が主人公に成り代わるってことだよ」

「だからなんなんだ？」

「え？　主人公だよ？　やばいと思わないか？」

　意外だとばかりにエンデが目を見開いた。

「敵が主人公だよ？　絶望するしかないじゃないか。全ての物事が最終的には主人公の勝利につながっているんだから。さっき言ってた敵が核爆弾とか毒ガスを使わないのはなぜかって話だよ」

「だからそんなもん用意できないからだろうが」

「そうじゃない。相手が主人公だからだよ。主人公は過保護なまでに守られているんだ。絶対にどうしようもない攻撃を悪役はすることができない。どれほど絶望的な状況だろうとちゃんと主人公に勝ち目を残さないといけない。理り不ふ尽じんなことにね。だから基本的に悪役ってのは、とても効率のいい手段をまるで思い付けないバカになってしまうんだ。ひどいと思わないか？」

「悪役に肩かた入いれしすぎだろ。それはいいけど、なんか話がずれてるな。亮磨ってのがどこにいるのかわかんないって話じゃなかったか？」

「ああ。亮磨は主人公だけどそれを使いこなしていなかった。だからちょっとばかりボクが発破をかけてみたんだけど……やりすぎたのか、おかしくなっちゃった」

「お前な……」

　舌でも出さんばかりのエンデに雄一は呆れた。

「で、どっかに行っちゃったんだよ。それでちょっと困ってるんだ」

「お前らの能力とかでどこにいるかとかわかんねーのかよ」

「それがね、主人公ってのは世界観をまたぐような能力を持ってるからね、アウターでもわかりづらいんだよ。基本的に世界観に関する操作ってのは早いもの勝ちだから」

「心当たりは？」

「一応神器争そう奪だつ戦せんに参加してるって意識はあると思うから、そのまま神器を探してると思うんだけど、それもはっきりしないんだよね」

「いい加減すぎるな……」

　エンデの適当さ加減には呆れるばかりだった。

「最初はうまく操あやつって君を襲わせようと思っていたんだよ。でもどうもうまくいきそうにないからそこは発想を転てん換かんして、君に亮磨を襲わせようと思って」

「もうそれ策でもなんでもないな。で、俺が戦わないなら、周辺の人間を殺すってか？　最悪だな、お前」

「ま、そういうわけだ。どうする？」

　現時点ではエンデのふざけた話にのるしかないようだった。

　アウターは筋書きの範はん囲いであればそう無む茶ちやはしないはずだからだ。なんでもありになってしまえば、彼らの言うところの物語は破は綻たんしてしまう。

　エンデは雄一をただ倒たおしたいだけではなく、その過程を面おも白しろおかしく楽しみたいのだ。なので約束は守るはずだった。

「……とりあえず、亮磨ってのを捜さがせばいいんだな。それはやってやる。けどノーヒントで捜せって言われても無理だろ。その場合、俺は適当に街をぶらついて、亮磨を捜してるって言い張るぞ？」

　それで約束を守ったことにはなるし、エンデは雄一の関係者に手を出せないだろう。アウターとしてそこをないがしろにはしないはずだった。

「そうだな。最後に亮磨と会ったのはボクの図書室で、天井から落ちてきた勇者の女の子と一いつ緒しよに逃にげていったよ」

「勇者の女の子ね……」

　勇者の女の子と言われて思い付くのは一人しかいない。おそらく丸まる山やま由ゆ里り香かだ。こんな酔すい狂きようなことを言っている少女がそう多くいるとも思えない。

　雄一は由里香について知っていることを思い出してみた。

　星せい辰しん高こう校こうの一年生。

　勇者だと言い張っている。

　神器の保持者。能力はおそらく手にしたものの武器化。

　仲間に八極拳を使う神父がいる。

　武内奈月と知り合いらしい。

　こんなところだ。

　今日は日曜日だ。明日になれば学校で会うことができるかもしれない。だが、逃げていったというのが気になった。

　神器争奪戦を積極的にやっているらしかったし、悠ゆう長ちように構えていては手がかりがなくなってしまうかもしれない。

　雄一は携けい帯たい電話を取りだし、奈月に電話をかけた。

『珍めずらしいね。めったに電話なんてしてこないのに』

「体は大だい丈じよう夫ぶか？　まだ入院してるんだよな？」

『今日退院して家に戻ってる。瀧たき澤ざわさんはしばらく動けないみたいだけど。なに？　そんなことを確かく認にんしたかったの？』

「いや。丸山由里香って知ってるよな？」

　由里香はいなくなった奈月を必死になって捜していた。少なくとも知り合い以上の関係のはずだ。

『ええ。丸山さんがどうかしたの？』

「丸山さんと一緒に逃げてるらしい男を捜してるんだ。何か心当たりはないか？」

『まったく話が見えないんだけど？』

「えーとだな、丸山さんが勇者とか名乗ってるのは知ってるか？」

『そんな戯たわ言ごとをほざいていたわね』

「で、神器保有者らしいんだよ」

『さっぱり要領をえないんだけど、私はどうすればいいの？』

「そうだな。携帯番号とか知らないか？」

　まずは電話をすれば手っ取り早い。出てくれれば生存確認ぐらいはできるし、うまくいけば居場所を聞き出すことができるかもしれない。

『さあ？　向こうは友達面して近づいてきてたけど、こっちはどうでもよかったし』

　しかし返ってきたのはつれない返事だった。

「実に寒々しい関係だな……」

『ちょっと待っててくれる？　丸山さんの家は隣となりだからちょっと確認してくる』

　そう言って通話が途と切ぎれた。

　しばらくして奈月から電話がかかってきた。

『昨日から帰ってないみたい。そういうことがちょくちょくあるみたいで、母親はあまり心配している様子でもなかったけど』

「そうか。ありがとう。じゃあ適当に捜してみるか」

『坂木くん、今どこにいるの？』

「駅近くのカフェだけど」

『今から行くから。知り合いの私がいたほうが見つけやすいでしょう？』

　ほとんど何も知らない雄一よりは多少はましなのかもしれない。そう思った雄一は詳くわしい場所を伝えて電話を切った。

「そういうわけだ。やれる範囲でやってるから余計な手出しをするなよ？」

　雄一はエンデに念を押おした。

「もちろん。君にやる気があるなら下手な手出しはしないさ。でも、君が普ふ通つうにしてたら、トラブルは向こうからやってくると思うけどね」

　雄一は顔をしかめた。

　今までも様々なことに巻き込まれる形で関かかわっている。そんなことが嫌だからソウルリーダーを手放したかったのに、これではほとんど意味が無い。

「で、話は終わりでいいのか？」

「そうだね。けれど、もうちょっとしたらここに来る人がいるんだよ。紹しよう介かいしたいんだけどいいかな？」

「ここに来ることになったのはたまたまだよな？　お前誰かに連れん絡らくしたか？」

　雄一は少しばかり疑問を感じた。ここに来るまでも、来てからも、そんなそぶりをエンデは見せていなかったからだ。

「ああ。ボクはね。なんとなく未来がわかるんだよ。だからあらかじめここに来るように言っておいたんだ」

「ま、俺はここで武内を待ってるから別にいいけどな」

　だが仲良く談だん笑しようするような間あい柄だがらではもちろんない。

　それからしばらく気き詰づまりな時間が過ぎた。

「そろそろかな。窓の外を見てくれないか？」

　雄一がもう帰りたいと思い始めた頃、エンデがしたり顔で言った。

　よほど驚おどろくような人物が来たのかと、言われるがままに雄一は外を見たが、特に代かわり映ばえのするものはない。

　人通りが多く、車があまり通らない道があるだけだ。

「何もないぞ？」

　すると、誰かが近づいてきた。

　大おお柄がらな男だ。

　男は近づいてくると、雄一たちと窓を挟はさんですぐのところで立ちどまった。そして中をのぞき込んでくる。

　知っている男だ。

　ほとんど話したことはないが、奈月の周囲をうろうろしているストーカーだか手下だかの崎さき山やまという男だった。

「こいつがお前の知り合い？　それとも武内がよこしたのか？」

　そろそろ奈月がやってきてもいい時間かもしれない。崎山も一緒にやってきたのだろうか。それぐらいしか雄一は思い付かなかった。

　崎山は虚うつろな目で雄一を見つめていた。

　雄一に用があるのかもしれないが、どうにも様子がおかしい。

　ただ立っているだけだが、どうにも歪ゆがんでいるように見えた。軸じくがぶれているのだ。

　顔は土気色だし、首筋には雑な縫ほう合ごう痕あとまである。

　――なんだ？　気配がおかしい。人間じゃないかのような……。

　まるで死体が動いてでもいるかのような。

　そう思うのと崎山が動き始めたのは同時だった。

　崎山は緩かん慢まんな動きで拳をふりかぶりはじめたのだ。

「くそっ！」

　雄一はエンデの企たくらみにはめられたのかと睨にらみ付けた。

　しかしエンデは驚いていた。

「なんか思ってたのと違ちがうのが来たんだけど、どうしようか？」

「俺が知るかよ！」

　雄一は迷った。

　こいつは敵だ。助ける必要はない。そうは思うも、見た目はただの女の子で、それをただ見捨てるのは躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「ほらほら。悩なやむぐらいなら助けてくれよ。ここに困っている可か憐れんな美少女がいるだろ？」

「アウターは死なねーんじゃないのかよ！」

　ただアウターは真の意味で不死身なわけではない。簡単に言えばものすごく運がいい存在なだけで、何かの拍ひよう子しに傷付くことはあり得る。

　雄一はエンデを引っつかんで抱だき抱かかえ、そのまま飛びすさった。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、窓ガラスが派手な音を立てて割れ散った。

「くそっ！　どうしろってんだよ！」

　店内が喧けん噪そうに包まれた。

　明らかな異常事態に客は即そく座ざに逃げ出し始めたが、狭せまい出口に殺さつ到とうして脱だつ出しゆつはままならないようだ。

　雄一はもうこのカフェにはこない方がいいんじゃないかと思い始めた。

「うん、お客さんの避ひ難なんがうまく進んでないね。ここでこのまま戦うのはまずいと思うけど」

　抱き抱えられたままのエンデが面白そうに言う。

「一応聞いておくぞ？　お前を狙ってるってことはないのか!?」

「まさか。ボクが運命の輪から外れた存在なことは知ってるだろ？　ボクは悪漢に襲われるヒロインなんてのにはなれないんだよ。残念なことに」

「てことは、やっぱ俺かよ……毎回このカフェには迷めい惑わくかけっぱなしだな……いや、俺のせいとは思いたくないけど」

　だが、敵を呼び寄せているのが雄一なら責任の一端はあるのだろう。

「彼は崎山くんだね。奈月くんの部下だ。でもおかしいな。死んだはずなんだけど」

「ちょっと待て！　死んだってどういうことだよ？」

「この間、奈月くんがネルガルの手下に追われていたのは知ってるだろう？　その過程で崎山くんは殺されてるんだ。ほら、首のあたりを見てくれよ。雑な感じで縫ぬい合あわせてあるだろ」

「全然話についていけねー。その死んだ崎山が生き返ってなんで俺を狙うんだよ！」

　奈月関係のことで崎山に恨うらまれている可能性はある。だがそれにしても突然の話だった。

「君も結構薄はく情じようなやつだなー。知り合いが死んだって聞かされてそんな反応なのかい？」

「って言われてもな。現時点では動いて襲いかかってきてるのに悼いたんでる場合でもねーだろ」

「そりゃそうだね。で、どうする。カフェを舞ぶ台たいに大立ち回りでもするかい？」

「坂木くん！」

　逃げ出す客の合間を抜ぬけて奈月が隣にやってきた。

「これはどうなってるの？」

「わかんねーよ！　崎山が襲ってきたんだ！」

「崎山……どうして……」

　窓まど枠わくを乗のり越こえて崎山が入ってくる。死体が動く時点でおかしいのだが、死んでいるからなのか動きは緩慢なものだった。逃げるだけなら簡単だろう。

「死んでるらしいけど知ってるか？」

　崎山に気付いた奈月は珍しいことに狼ろう狽ばいしていた。

「ええ。崎山が首だけになってるのを見た」

「とにかくここにいるのはまずいな。一いつ旦たん離はなれるか」

「いいのかな？　無差別に人を襲い始めたりしたら、正義の味方の坂木雄一くんは困るんじゃないのかい？」

　だからといって人目のあるところで戦うわけにもいかなかった。

　なんにしろここから移動する必要がある。このままではすぐにでも警察がやってくるだろう。のんびりとはしていられない。

「とりあえず裏路地にでも誘ゆう導どうするか。あそこは人が来にくいって話だった」

　雄一たちは出入り口へと向かうことにした。

　崎山は相変わらずの緩慢な動きでまるで追いついてはこない。

　客はすっかりいなくなっている。

　このまま逃げ出すのは容た易やすいと思われたが、店を出ようとしたところでドアが開き、何者かが入ってきた。

　時じ代だい錯さく誤ごな格好の女だった。

　シルクハットを被かぶり、古風で黒い乗馬用ドレスを着ている。

　女はまっすぐに奈月を見ていた。

「奈月ちゃん、久しぶりー。奈月ちゃんの彼かれ氏しをいたぶって遊ぼうと思ってたら奈月ちゃんまでやってきたから、お姉ちゃん、びっくりしちゃった」

　奈月を見つけた女の顔は喜びにあふれていた。







４章　死し霊りよう術じゆつ士しとストーカー 対 殺さつ人じん鬼きと最強の弟







　ガラスを割って不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうし、客が逃げ出したカフェの中。

　そこで五人の男女が相対していた。

　ガラスを割った張本人の崎さき山やまは、窓から店内に侵入してきたが、そこで立ち止まっている。

　奈な月つきの姉だと言う黒い乗馬用ドレスを着た女は入り口を塞ふさぐように立っていた。

　雄ゆう一いち、奈月、エンデの三人は、突然現れた敵らしき二人に挟み込まれた形になっている。

　エンデは面白いことになってきたとばかりに笑えみを浮うかべていた。

　奈月は不ふ愉ゆ快かいさを隠かくそうともしていない。

　雄一は同情交じりの視線を奈月に向けた。

「えーっと、他人の家庭事情に口出しするつもりはないけど、お互たがい姉には苦労するな……」

　なるほど。姉とはどこもこういうものなのかもしれない。どこまでも独善的で、傲慢で、自信たっぷりなのだ。

「こんな姉はいない。こいつはネルガルの従者でアルベルタ。十四人のうちの一人」

　明らかに不ふ機き嫌げんな様子で奈月は答えた。

　そういうことならやはり雄一が狙ねらわれていたということだろう。しかしそれでは話が違う。

「なんの用だよ？　ネルガルは約束したぞ。もう手は出さないってな」

　雄一はネルガルとのゲームに勝った。そしてネルガルは約束を守ると言ったのだ。

「んーと、よく思い出してみて？　ネルガル様はこう言ったのよ。『このゲームに勝てれば君たちを見み逃のがすよ。奈月くんは今のままで、君たちもここから無事に出ることができる。ついでだから今後奈月くんには一いつ切さい手を出さないとも約束しよう』って。ね？　奈月ちゃん以外には手を出してもいいの」

「めんどくせーやつだな。こんなことならもうちょっと広い範囲で約束しときゃよかった」

「だったら私には手を出せないってことよね？　消えてくれない？」

　奈月が一歩前へ出て睨み付ける。

　確かに約束が有効なら、奈月に対しては永続的に手を出せないはずだ。

「うーん、確かにネルガル様は奈月ちゃん捜そう索さく指令は取り消したよ。けどね、それはそれ。私個人として奈月ちゃんに用があるの」

「そんなの屁へ理り屈くつにもなってねーだろ」

　それがありならどうとでもなる。手下はちゃんと手なずけとけよと、雄一は心の中で愚ぐ痴ちった。

「てか俺おれに用があるんじゃなかったのか？」

「ああ、奈月ちゃんが出て来たならもういいのー。奈月ちゃんをおびき出すためにとりあえず彼氏をさらっとこうと思っただけだから。バラバラにして見せつけたりしたら楽しいかなーとか、私が寝ね取とってるところを見せつけるとか？」

「彼氏……アルベルタのくせに中々いいことを言う」

「武たけ内うち……他の部分はどうでもいいのかよ……」

　すごく不ふ穏おんな台詞せりふをさらっと流されても困る。

「坂さか木きくん。気を付けて。この二人が死んでいるのを私は見ている。崎山は首だけになっていた。アルベルタは瀧たき澤ざわさんにバラバラにされたはず」

「死んでるって言われてもな……」

「アルベルタはネクロマンサーらしい。おそらくアルベルタは自分自身の死体を操っている」

「いや、だから死んでるのに自分を操ってるとか言われてもな……」

　あまりにも理解の外すぎて、納なつ得とくするのを雄一は諦めた。

　とにかく今の所はアルベルタと崎山は敵として立ちはだかっている。それだけのことだと単純に考えた。

　奈月が戦せん闘とう態勢に入る。

　雄一は真まっ直すぐに立ったままだが、周囲全すべてに気を配っていた。アルベルタだけが相手ではない。背後には崎山もいるのだ。

「すっごい痛かったんだから。あんなところで死んじゃうなんて計算外。これからの人生どうしたらいいってのかしら」

「そのまま死んでおけば？」

「そうそう。何の用かってことだよね？　仕返しに決まってるじゃない」

　奈月の辛しん辣らつな言葉は気にならないのか、無視したのか、淡々とアルベルタは言った。

「……私はあなたに一方的にやられてただけで特に恨みを買うような覚えはないんだけど？」

「そりゃ亜あ妃きちゃんにやり返せたらいいけど、敵かなわないじゃない？」

「ようするに八つ当たりってことね」

「んー、まあそうなんだけど。今の私の体ってさ。そこらの民家に押し入いって適当に調達した体で作ってみたの。ほら、元の体はバラバラすぎて治せなくってさー。でね、やっぱり相あい性しようが悪いのか腐ふ敗はいが止まらないのよー」

　実にあっさりとアルベルタは言ったが、それの意味するところを悟さとった雄一は不愉快な気分になった。

「だからね、奈月ちゃんならネルガル様の従者だし相性もいいかな、と思って。ねぇ、奈月ちゃんの体ちょうだい？」

　そう言いながらアルベルタは乗馬用ドレスのスカートをまくりあげ、中から武器を取り出した。

　鞭むちだ。

　その格好からして乗馬用かと思えばそうではない。動物調教用か、武器としての長い鞭だ。

「ああ、なんだか盛り上がっているね。ボクは関係ないと思うから、そのあたりで見学させてもらおう。そうそう、折せつ角かくの戦いだし邪じや魔まが入るのも面白くない。サービスで人ひと払ばらいをしておいてあげよう」

　戦闘が始まるとみたのか、エンデがそう言いながらカフェの少し奥おくへと移動し、適当な椅い子すに座すわった。

　そこでスマートフォンを取り出し電話をかけている。それで人払いができるのか疑問だが、今は任せておくほかはないだろう。

　どうでもいいということなのか、アルベルタはエンデなど一いち瞥べつもせずに鞭を振ふるった。

　狙いは奈月だ。だが、鞭が奈月を傷つけることはなかった。

　雄一が鞭の先せん端たんを掴つかみ取とったからだ。

「は？」

　アルベルタが間ま抜ぬけな声をあげた。

　鞭の一いち撃げきに余よ程ほどの自信があったのか、まさか初撃を止められるとは思っていなかったのだろう。

「坂木くん、鞭むちって掴めるものなの？」

「慣れてるからな」

　鞭による攻こう撃げきは音速を超こえるという説がある。

　実際のところ、有効な攻撃手段としての鞭が音速を超えるかは疑わしいところであるが、音速超えなどという中二ワードに姉の睦むつ子こが惹ひかれないわけがない。

　そのため雄一は、睦子の開発した、本当に音速を超える鞭による攻撃に何度もさらされた。おかげで鞭のような不規則で高速な動きに対処する術すべも身に付いてしまっているのだ。

「武内、お前は崎山さんをどうにかしてくれ。俺は鞭女の相手をする」

「わかった。そいつの投げてくる釘くぎに気を付けて。刺ささると呪のろわれるから」

「いや、呪われるとか言われてもな……」

　奈月が崎山へと向かう。

　雄一はあらためてアルベルタを見た。

　重心の位置がおかしい。スカートの中には他にも重量のある武器がまだありそうだ。

　鞭の一撃から考えると、力は奈月よりも少し上だろう。

　死んでいるというのはよくわからないが、少し動きがぎこちないようにも思える。

　まとめると大して強くはない。雄一はそう判断した。

「素人しろうとってわけじゃないんだー。けど、この程度で見切ったつもりになられても困るのよねー」

　アルベルタが鞭を放し、スカートを派手にめくり上げた。

　ちらりと見えたスカートの裏や太ふと腿ももには想像通り、様々な武器が装着されている。

　アルベルタはそれらの武器を掴み取ると、そのまま打ち放った。

　右手から放たれた五ご寸すん釘くぎが真っ直ぐに。左手から放たれた円形の武器、戦輪チヤクラムがカーブを描えがいて飛んでくる。

　雄一はアルベルタに詰つめ寄よりながら、チャクラムを掴み取った。五寸釘は念のため避よけている。

「悪いな。チャクラムも慣れてるんだよ」

　姉の睦子はチャクラムシューターなる武器も開発している。当然雄一はその実験台になっているため、チャクラムの捌さばき方も慣れていた。

「鞭を掴まれた時点で遠えん距きよ離り戦せんは捨ててるわ！」

　飛び道具は牽けん制せいのつもりだったのだろう、アルベルタは両手に手て斧おのを持っていた。

　近づいてくる雄一へと振り下おろす。

　だが、雄一は振り下ろされる前にアルベルタの懐ふところへ飛び込こんでいた。

　振り下ろされる腕うでを下から押おさえ、アルベルタの腕が交差するようにそらす。

　アルベルタの重心が浮いた。隙すきだらけの胸に掌しよう底ていを叩たたき込む。

　だが、肋ろつ骨こつが折れ、肺が押しつぶれる感かん触しよくに雄一は疑問を覚えた。そこまで強く力を入れた覚えはなかったのだ。

　雄一は飛び下がり距離を置いた。

　アルベルタがその場にうずくまる。

「死体ってのは本当みたいだな」

　アルベルタの体は脆もろかった。生きた人間の体が持つ活力のようなものが感じられなかった。

　死体が動くと言われると恐おそろしげに感じはするが、実際のところ死んだ体が動いたところで大したことはないらしい。

　――けど、普通なら肺が潰つぶれればそれで終わりなんだけどな……。

　呼吸ができなければ動くことなどできない。だが、死体であるためかそれは関係がないらしかった。

　しゃがんだままのアルベルタが顔を上げてにたりと笑う。

　雄一は無造作に手を上げて、背後から迫せまりつつあった何かを掴み取った。

　アルベルタの顔が驚きよう愕がくに歪んだ。

「チャクラムには慣れてるって言っただろ？」

　雄一が掴んでいるのは、透とう明めいな材質でできたチャクラムだった。

　最初に投げた時、同時に大きく迂う回かいする軌き道どうで投げていたのだろう。

　――けど、ちょっと困ったな。

　勝てないわけではないが、ちょっとやそっとの攻撃で気絶するということはないようだ。

　そうなると、動けなくなるまで壊こわす必要があるが、女を相手にそこまでするのも躊躇ためらわれる。

　奈月はどうしているのかとちらりと背後を見る。

　あっさりと崎山は動けなくなるまでバラバラにされていた。

　躊躇は一切なかったようだ。もともと死体だったためか、血はほとんど流れていない。

「こっちは終わったけど？」

「……なんか崎山さんにちょっとだけ同情してるんだが……」

　ストーカーかもしれないが、もう少し何か感情の揺ゆらぎがあってもいいのではと雄一は思った。

　奈月が隣にやってきた。

　これで二対一。形勢不利とみたのかアルベルタが苦々しい顔になった。

「いったいなんなのよ！　私がこんな奴やつらに負けるなんておかしいじゃない！　そう！　この体が悪いの！　こんなくっそ弱い体なんか使うんじゃなかった！」

　アルベルタが叫さけびだした。

　雄一はアルベルタが逃げようとしているのだと考えた。興奮している風に見えるのはハッタリだろう。そうやってこちらの隙をつこうとしている。

「武内、こいつどうしたらいいと思う？」

　エンデの人払いは効果を発揮しているようだが、いつまでも手をこまねいているわけにもいかないだろう。

　逃げたいのならそれは構わないが、この調子だと今度はもっと強い体を手にいれてやってきかねない。

「バラすしかないんじゃ？　大丈夫。もし警察に捕つかまったとしても、もともと死体だから死亡時刻はずっと前。犯人だとはされないでしょう。最悪死体損そん壊かいってことで済むと思う」

「いや、法律の話じゃなくてだな……そうだな、ネルガルに連絡取れないか？　こいつを引き取ってもらおうぜ」

　もともとはちゃんと約束を守らないネルガルが悪いのだ。この場を収しゆう拾しゆうする責任が奴にはある。雄一はそう考えた。

「なんというのか……坂木くんはすごくデリカシーに欠ける」

　奈月が拗すねるように言った。

「あ……駄だ目めだったか。すまん」

　奈月とネルガルの間には、雄一が想像する以上に深い確かく執しつがあるようだった。

「坂木くんにできないなら私がやる」

　雄一に任せていては埒らちがあかない。そう思ったのか奈月が前へ出る。

　アルベルタはまだ力を残しているのかもしれない。油断するなと警告しようとしたところで、唐とう突とつに幕切れは訪おとずれた。

　アルベルタの首が落ちたのだ。

　アルベルタも自分に何が起こったのかわかっていない様子で、床ゆかに転がった首は呆あつ気けにとられたような顔をしている。

「武内がやったのか？」

　この場にいるものは何もしていない。それはわかった上であえて雄一は聞いた。

「この距離で通用する便利な技わざがあったらとっくに使ってるけど？」

「もちろん、ボクでもないよ？」

　離はなれた場所で戦いを見守っていたエンデが口を挟んできた。

　もう客も店員もいないので、この場にいるのは雄一たちだけだ。

「何が起こったんだ？」

　アルベルタを見る。首が水平に切断されていた。鋭するどい刃は物もので切られたかのような綺き麗れいな断面を見せている。

「さあ？　私もびっくり」

　床に転がっているアルベルタの生首が口を開く。斬きられた本人にもわからないらしい。

「姉ちゃんなら、新手のスタンド使いね!?　とか言いそうな状じよう況きようだな……」

　軽口を叩く雄一だが、この状況はまずかった。

　これが何者かの攻撃だとするなら、何の予兆もなしに殺されかねないからだ。

　――敵が近くにいて、視し認にんしてから攻撃してるってことならまだましだけどな……。

　希望的観測ではあるが、そうでないなら打つ手がない。

　雄一は気配を探さぐった。

　すると何者かが外にいることがわかり、すぐにカフェのドアが開いた。

　入ってきたのは剣けんを持った少女だった。

　丸まる山やま由ゆ里り香かだ。

　以前はおもちゃの剣だったはずだが、どうやら今持っているのは本物のブロードソードのようだ。服装も以前とは違い、本格的な防具を身につけている。

　さすがにフルプレートというわけにもいかないのだろうが、鉢はち金がね、胸きよう甲こう、手てつ甲こう、足あし甲こうなどを身に付けて要所を守っていた。

「あ！　ねえ、見て見て！　さっき覚えたブレイブスラッシュが当たってるよ！」

　店内の様子を確認した上で、由里香が店外へ声をかける。

「いきなりとくぎを放つなよ、あぶなっかしいな！」

　苛いら立だち交じりの声を上げながら入ってきたのは、エンデと同じ制服を着た生意気そうな少年だった。

「大丈夫だよ。私のとくぎはエンカウントした相手にしか当たらないから。ま、エンカウントさえしてれば壁かべ越ごしでも関係ないんだけどね」

　やってきた二人はまずアルベルタに目を向けていた。どうやら雄一たちが目的ではないらしい。

「丸山さん……てことは、そっちの奴が武たけ井い亮りよう磨まか？」

　捜すまでも無く向こうからやってきた。

　色々とあって忘れていたが、誰だれかがくるとエンデが言っていたのを雄一は思い出した。

「坂木くん、丸山さんきたけど？　用があるんじゃなかったの？」

「そうなんだけどさ。この状況でどうしたものか……こいつらに任せて逃げたいところなんだけどな……」

　後のことは由里香たちに任せて逃にげ帰かえりたいところだが、亮磨らしき少年もやってきている。

　だとすると亮磨を探すという目的はあっさりと達成できてしまっているのだが、その後のことをまだ考えてはいなかったのだ。

　――戦えとかって話だったよな？

　エンデは亮磨と雄一を戦わせたがっているが、口ぶりからすれば強制ではなく成り行きに任せるような感じだった。

　だがこのままでは戦いは発生しないだろう。

　雄一は神じん器ぎを持っていないのだから、亮磨が雄一と戦う理由はない。

　雄一も神器を奪うばうためだけに戦いを仕し掛かける気にはなれなかった。

「あ！　奈月ちゃん！　なんでここにいるの!?　ずっと捜してたんだけど！」

　気付いた由里香が大げさな声を上げた。

「ほら！　奈月ちゃんを捜してかけずり回ってるうちに、こんなにレベルが上がって仲間まで増えちゃったんだよ！」

　由里香はアルベルタの体をまたぎ、雄一たちの方へとやってきた。

「装備も充じゆう実じつしたようで何よりね」

「こんな格好の友達を見て言うことがそれかよ」

　雄一は呆あきれ交じりに二人を見つめた。

「坂木くんもこんなところでどうしたの？」

　とってつけたように由里香が聞いてくる。

「どうしたのかはこっちが聞きたいよ。てか、そいつ武井亮磨って人だよな？」

　雄一は少年を指差して聞いた。

「うん。そうだよ。なかまになったんだ。職業はあそびにんだよ」

　その亮磨はアルベルタの首を拾い上げていた。

「お前か、美み緒おと姉ちゃんを殺したのは。琴こと里りはどこだ？」

　ひどく冷たい、感情を押し殺ころした声だった。

「なにー、あんた？　殺したかってきかれてもさー、私がどれだけ殺してると思ってるわけ？　いちいち名前聞いてから殺すわけないじゃない。常識で考えてくれる？」

　空気を読めていないのかアルベルタはあざけるように答え、亮磨はアルベルタの首を思い切り壁かべに叩きつけた。

「なんだかバイオレンスね」

　少し引いた口調で奈月が言う。

「ああ、なんか場ば違ちがい感がひどいな、俺らここにいていいのか？　てかもう帰りたいんだが」

　突とつ然ぜん場の主役を持っていかれたようになっていた。雄一からすれば、今までとは異なる別の筋書きに巻き込まれたような感覚だ。

「亮磨の家に行ったら幼なじみの子とお姉さんが殺されてて、妹さんが行ゆく方え不明。それで犯人を捜さがしてここに来たってわけなのよ」

「どうやってここまで追ってきたんだ？」

　現行犯ならともかく、時間の経たった殺害現場から犯人を追うなど素人には無理な話だろう。

「共鳴だけど？　どうも犯人は神器を持ってたみたいでさ。今も共鳴してるから、それを追ってきたわけ」

「共鳴で神器の位置がわかるとしてだ。犯人が神器を持ってたことがどうしてわかるんだよ」

「慣れてくると残ざん響きようがわかるようになってくるの。つまりちょっと前に敵がいた場所がなんとなくわかるようになってるわけね。争そう奪だつ戦せんも終しゆう盤ばんになってくると逃げてばかりもいられないってことかな」

　それを信じるならアルベルタか、アルベルタが奪った体の元の持ち主が神器所有者ということになる。

　――できすぎじゃないのか？

　やけに都合よく話が展開している。まるで何者かがここで戦わせたがっているようだ。

　雄一は離れたところにいるエンデをちらりと見た。何を考えているのかはわからないが、随ずい分ぶんと楽しそうに見える。

「勇者なら街の人に聞き込みをしたりしないの？」

「あー、そういうとくぎもあるんだけどさ、使うと街の人が同じことしか喋しやべらなくなっちゃってちょっと不気味なんだよね……」

　そんなことを言っている間に、亮磨はアルベルタの体に近づいていた。

　しゃがみこみアルベルタの胸むな元もとを開く。胸の上部にある黒子ほくろを見つけた瞬しゆん間かんに亮磨は激げつ昂こうした。

「……やっぱり、てめえが！」

　亮磨がアルベルタのこめかみを片手で掴み、力をこめた。

「妹の黒子の位置って覚えているものなの？　正直、気持ちわるくない？」

「なぜ俺に聞く」

　アルベルタの体は亮磨の妹のものだったらしい。

　細かい経けい緯いはわからないが、亜妃に殺されたアルベルタは使い物になる体を求めて、亮磨の家に押おし入り、妹を殺して体を奪ったということらしかった。

「確かに悲劇ではあるのでしょうけど、所しよ詮せんは他ひ人と事ごとよね」

　奈月が身も蓋ふたもないことを言い放った。

「いや、そりゃそうなんだけどさ……」

　雄一は頭をかいた。

　突然すぎて、亮磨に共感できないのだ。まったく興味のなかったドラマを途と中ちゆうから見ているような心ここ地ちだ。

「てかさー、あんた私のことなめてない？　首だけならどうにでもなると思った？」

　途と端たんにアルベルタの髪かみが伸のびた。

　それはアルベルタの頭を掴む手首に絡からみつき、そのままを腕を這はい上って亮磨の全身に絡みつく。

「ぐっ」

　全身を締しめ上あげられて、亮磨が息を漏もらした。

　亮磨の全身は髪がまとわりつき真っ黒になっている。がんじがらめにされていて、傍はた目めから見るにここから逆転の目はなさそうだった。

　これではまったく身動きができないだろうし、このまま圧おし殺されるだろう。

「なるほど。首だけのアルベルタが人の体をどうやって奪ったのかと考えていたのだけど、ああやって動いていたわけ」

　奇き妙みような光景を前にした奈月が感心したように言う。

「で、この状況で俺はどうしたらいいんだ？　助けた方がいいのか？」

　しかし蚊か帳やの外といった感覚が強い。なぜか自分は関かかわらないほうがいいのではと思ってしまうのだ。

「なあ、丸山さんの仲間なんだよな。助けたほうがいいんじゃ？」

　それならばと雄一は由里香を促うながした。由里香は亮磨の関係者だろう。ならば関わってもいいはずだ。

「助けるにしたってさ、攻撃したら亮磨にも当たっちゃうと思うんだよね」

　だが由里香は渋しぶい顔をした。

　亮磨はアルベルタの頭を掴んだままなのだが、掴んだ右手は背後に回っている。

　この状態ではうまく狙うことができないと思ったのだろう。

「さっき壁越しにあいつだけ斬っただろ。あれは使えないのか？」

「あんだけ一体化してると個別に攻撃できるのかはわかんない」

「もう助からないから楽にしてあげるということで、とりあえず斬れば？」

　実に面めん倒どうそうに奈月が言った。

「武内、お前な……」

　雄一は窘たしなめようとしたが、そこで亮磨に動きがあった。

「うぉおおおおおおお！」

　吠ほえ始めたのだ。

　そしてアルベルタの髪が膨ふくれあがり始めた。

　中から強きよう烈れつな圧力がかけられているのだろう。その力にアルベルタの髪は耐たえられなかった。

　ドン！

　強烈な爆ばく音おんを上げて、アルベルタの髪は千切れ飛んだ。

「なんなんだよ、いったい……」

　中から現れた亮磨を見て雄一は戸と惑まどいの声を上げた。

　亮磨の全身が光ひかり輝かがやいていたのだ。

　亮磨が右手を掲かかげる。そこにはアルベルタの頭が掴まれたままだった。

「え？　ちょっと、ミシミシッて言ってる！　やめてよ！　え、さすがにこれ以上壊されたらやばいんだけど!?」

　亮磨が怒いかりにまかせてアルベルタを締め上げる。

　亮磨の全身の光がアルベルタを掴む右手に集中した。

「奈月ちゃん、助けて！」

　もちろん、奈月に助ける義理などまるでなく、アルベルタの頭ず蓋がいはあっけなく砕くだけ散ちった。

　死し霊りよう術じゆつで生を永らえた故ゆえなのか、アルベルタの頭部は血を吹ふき出だすようなことはなく、塵ちりと化して床に散らばった。

　アルベルタの体も、崎山の体も、同じように砂となって崩くずれていく。

　沈ちん黙もくが訪れた。

「なあ、なんとなく終わった雰ふん囲い気きあるから帰ってもいいと思うか？」

　ぼそりと雄一は聞いた。

「そうね。けど、丸山さんを捜すのに呼び出されたと思ったんだけど？」

　そうなると奈月にすれば無む駄だ足あしになるのだろう。それは申し訳ないと雄一が考えていると、エンデが動き出した。

「坂木雄一くん。これを見てくれないか？」

　エンデがアルベルタの残ざん骸がいに近づいて指差す。

　その中にはやけに白く見える肋ろつ骨こつが埋うもれていた。

「それは……神器か？」

「そう。君が手を汚よごすこと無く、初期化することができた神器だ。これなら君が宿すことができる。神の力の一いつ端たんを手に入れられるし、共鳴で他の部位の位置もわかるといいこと尽ずくめだ」

「お前……これがしたくてこうなるように仕組んだのか？」

　そうとしか思えなくなっていたが、エンデはにやりと笑うだけだった。

「ふざけんな！」

　するとそれまで黙だまっていた亮磨が吠えた。

「これは琴里の体だ！　お前らなんかに渡わたすか！」

　亮磨の体が更さらに強く輝きを放ち始める。

　光は亮磨の怒りに呼応するかのように激しく噴ふき上がり、まるで炎ほのおにでも包まれているかのようになっていた。

　我を忘れている。もう話し合いは通用しないだろうと雄一は覚かく悟ごを決めた。

「よし！　覚かく醒せいイベント終しゆう了りよう！」

　だが、途端に亮磨が様子を一変させた。

　そこには妹の復ふく讐しゆうにかられる悲劇の主人公の面おも影かげはどこにもない。

「『力が欲ほしいか』ってのは今さらどうかとは思うけど、他の選せん択たく肢しがなぁ。で、お前らなんなの？　巻き込まれた一いつ般ぱん人じん？」

　見下すように亮磨が言う。

「え？　あれ？　そんな人だったっけ？」

　あまりの変へん貌ぼうぶりに由里香まで衝しよう撃げきを受けているようだった。

「さてと。じゃあ次のイベントはと」

　どこから取り出したのか、亮磨は右手に五枚のカードを持っていた。それを一枚一枚吟ぎん味みしている。

「ああ、こいつが坂木雄一か。倒たおしとけって話だったしな。とりあえず殺しとくか」

　雄一を見た亮磨はなんのためらいも無く言った。

「なんのためにだ？　意味わかんねーよ」

「神器争奪戦でお前が一番邪魔になるって聞いたんだよ。だったら殺せそうな時に殺しとくのがいいだろ？」

「お前、もうちょっと考えろ。殺すとか簡単に言うな。お前が叶かなえたい願いってのは、人を殺してまでのことなのかよ」

　おそらくそんなことは言うだけ無む駄だなのだろう。だが一応は停戦の道は探らなければならない。たとえそれが建前だとしてもだ。雄一はそう考えている。

　戦うしか道は無かったとしても、納得できなければ本気を出し切れないからだ。

「俺の願いか？　平へい凡ぼんで穏おだやかな生活を過ごしたい、だな」

「だったら！」

　人を殺しておいて穏やかになど生きていけるわけがない。そんなことがわからないわけがないと雄一は思ったが、亮磨はさらに言葉を続けた。

「どんな願いでも叶うって話だ。だったら、何をどうしようが、それでも穏やかな生活が得られるってことだろ？　だったら人を殺したからってなんだって言うんだ？　願いが叶えば全てがうまくいく。なら争奪戦を勝かち抜ぬくためにはなんだってやればいい、そうは思わないか？」

　こいつはおかしい上に、妙みような信念を持っている。

　雄一は戦いは避さけようがないと判断した。

「主人公って聞いてたんだけどな。邪じや魔ま者ものは皆みな殺ごろしとか、そんな一山いくらの悪者みたいなことしてていいのかよ？」

「ん？　そういやエンデがいるな。聞いたのか。大だい丈じよう夫ぶだって。主人公が何を殺そうがちょっと苦く悩のうして、ちょろっと慰なぐさめられでもすりゃすぐに立ち直るってもんだからさ。ま、今回の場合は、お前らは犯人の仲間ってことにしとけばいいんだよ」

　雄一には亮磨が何を言っているのかさっぱりわからず、これは無視したほうがいいのではと考えた。こんなものは戯ざれ言ごとだ。下手に聞いてしまえば惑まどわされてしまう。

　亮磨が動きを見せた。

　手に持っていたカードの一枚を投げたのだ。

　雄一は攻撃かと警けい戒かいしたが、カードは何もない空中に飛んだだけで、そこで光を放ちながら消しよう滅めつした。




『イベント：亮磨の大切な人間を殺したのはアルベルタと坂木雄一だった。亮磨は雄一と対決。勝利してさらなる力を得る』




　そんな声がどこからともなく聞こえてきた。

　攻撃ではないらしいし、その声の言うことはまるででたらめだ。だが、嫌いやな予感を雄一は覚えた。

　それは式しき谷たに真ま希き那なが使った力、力ある言葉と似ていると感じたのだ。

「動かないで。彼かの女じよがどうなってもいいの？」

　いつのまにか奈月が由里香の背後に回っていて、首筋に医い療りよう用ようメスを当てていた。

「へ？　なんで！　私たち友達よね!?」

「ええ。友達にこんなことをするのはとても心苦しいのだけど、仕方がないわね」

　奈月はわざとらしくため息をついた。

「仕方がなくない！　って、刃はが食い込んでるんだけど！」

「前からこういうシーンをドラマなんかで見る度に思っていたの。刃は当てておかないとすぐに切きり裂さけないし脅おどしにならないんじゃないかなって。安心して。五ミリほど肌はだに埋まっているだけだし、首を切り裂く技量なら日本でもトップクラスだと思うから」

「何ひとつ安心できる要素がないんだけど!?」

　すると亮磨がくつくつと笑い始めた。

　ひとしきり笑うと、蔑さげすんだように由里香を見つめる。

「つーか、やっぱお前ないわ。勇者ヒロインってどんなんかと思ったけど、ただのバカじゃねーか。萌もえる要素一つもねーよ」

　亮磨が左手を由里香に向ける。

　全身の光が左手に集約し、そして光こう弾だんが放たれた。

「よけろ！」
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　雄一は奈月を蹴けった。

　二人が横に倒れ、光弾は奈月のいた位置を通り過ぎていく。

　光弾は背後にあったテーブルをなぎ倒しながら突つき進すすみ、壁に穴を開けてさらにどこかへと飛んで行った。

「刃！　刃が食い込んでる！　血が出てるんですけど！　ぬるって！　ぬるってなってるんだけど！」

「この状況で首を切り裂いてない私ってすごくない？」

「それ今、ドヤ顔で言うことなの!?」

　咄とつ嗟さだったので刃のことにまで気が回らなかったが、由里香は無事らしく雄一は安心した。

　どうやら光弾を撃うつには溜ためがいるらしい。

　亮磨は追つい撃げきしてこなかったが、全身の輝きは徐じよ々じよに増していっている。再び行動を起こすまでにさほど時間はかからないだろう。

　雄一が打って出ることを考えていると、端はたから見ていたエンデが実に面おも白しろそうに声をかけてきた。

「これが今の武井亮磨だ。見ての通りいかれてしまっているんだが、主人公だからね。何をしようと正当化されてうやむやになってしまうんだ」

「さっきの声のことか？」

「うん。彼かれはイベントカードで、次に起こることを選せん択たくできる。さすがに他人の意思をねじ曲げてまで事を成すのは無理だけど、この場合は君が負ければさっきの言葉は現実となるね。彼の能力は多少なら既すでに起こった出来事だって書かき換かえてしまう。つまり君は殺人犯にされてしまうわけだ」

「くそっ！　結局、お前の思い通りってわけかよ！」

「いやいや、亮磨に力を与あたえようとは思ったけど、まさかこんなことになるとは思わなかった」

　エンデが芝しば居いがかった様子で、掌てのひらを上にした。

「悪わる巧だくみするならするで、もうちょっと考えろよ！」

　だがエンデが言うように亮磨を野放しにはできないのだろう。

　倒したからといって主人公としての特性が失われるのかはわからないが、とりあえずは殴なぐるしかない。

　いつものようにそう雄一は考えた。
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『さあ、力を振るえ！　復讐を遂とげるがいい！』

　頭の中では声が響ひびいている。

　全身を髪で包まれ、絶望に追いやられた時に聞こえ始めた声だ。

　亮磨は戦いは得意ではない。

　亮磨はこれまで様々な事件を解決してきたが、それは自らの力を使ってのことではなかった。自分自身は取るに足らない人間で、誰かの協力なしでは何もできないのだと自覚している。

　だが、妹を、姉を、幼なじみを、殺した相手がすぐそこにいる。

　そして自分はその相手に為なす術すべも無く殺されかけている。

　とても許せることではなかった。

　力がないなど言い訳にもならない。

　ここでただ殺されて何の意味がある。

　亮磨はあがいた。あがきにあがいて、しかし体が全く動かないのだと、この女には敵かなわないのだと、諦あきらめかけた時。

『力が欲しいか』

　それは亮磨に問いかけた。

　それは悪あく魔まの声だ。

　それに答えることは、何か取り返しの付かないものと引ひき替かえることになる。

　だが迷いはなかった。

『力をよこせ！』

　亮磨は即そく答とうした。

『ならばくれてやる』

　途端に力が溢あふれ出でた。

　魂たましいの奥おく底そこからそれは、堰せきを切ったように流れ出て行く。

　怒りが心を埋め尽つくす。

　暴ぼう虐ぎやくの力が魂を黒く染めていく。

　だが構いはしなかった。仇かたきを討うてるならそれでいい。

　もう何もいらない。

　こいつらを倒せればそれでいい。

　気付けば全身を搦からめ捕とっていた髪は全すべて吹き飛とんでいた。

　溢れ出る亮磨の力が消し飛ばしたのだ。

　右みぎ腕うでに力を込める。

　それを潰すのはひどく簡単なことだった。

　全てが鮮せん明めいに見えた。

　琴里の体が崩れていく。

　その場に肋ろつ骨こつだけが残されていた。

　神器。

　いつのまに琴里がそんなものを宿していたのかわからない。

　それも自分のトラブルを招く性質のせいだったのかと思えば、やりきれない怒りが押し寄せてくる。

　けれど、それが神の一部だったものであろうとも、今となってはそれだけが琴里のよすがとなるものだった。

　ふらりと琴里へ向けて歩こうとして、亮磨は見た。

「ありがとよ。こいつが欲しかったんだ。助かったぜ」

　坂木雄一が琴里の体だった残骸を踏ふみつけにし、肋骨を拾い上げていた。

　そうだ。

　まだ、こいつがいた。

　こいつらがいた。

　坂木雄一が、武内奈月が、丸山由里香がいた。

「俺おれをアルベルタなんかと一いつ緒しよにすんなよ？」

　坂木雄一が下げ卑びた笑えみを見せる。

『殺せ、殺せ、殺せ！』

　心の中で何かがわめき立てる。それが力を与えてくれたものなのか、それとも自分自身の声なのかもよくわからない。

　だが、ひどく冷静な部分も亮磨はまだ備えていた。

　坂木雄一。

　あれはただの人間だ。

　アルベルタのような妖よう怪かいじみた存在でも、丸山由里香のように勇者の力を持つ存在でも、亮磨のように覚醒した存在でもない。

　力の差をはっきりと感じ取れた。恐おそれるべき相手ではない。

　だが、だからといって見み逃のがすなどありえないことだった。

　侮あなどることなく、確実に殺す。

　亮磨は右手を雄一へと向け、ほとんど力を込こめない光弾を放った。

　牽けん制せいのためだが、坂木雄一にその威い力りよくの多た寡かなどわかりはしないだろう。避よけるしかないのだ。

　そして亮磨は、そこから全力の機動を見せた。

　全身にまとったオーラを推進力に変え、半円を描えがくようにして背後へと回り込む。

　前後からの同時攻こう撃げき。

　左ひだり腕うでを振ふりかぶり、力を溜ためる。当たれば人間など粉々になる程ほどの力を左腕に集中させ、雄一の後頭部を目がけて打ち放った。




　ゴッ、と鈍にぶい音がした。




　混乱した。

　目に見える光景が意味を無くし、全身が苦痛を訴うつたえ、記き憶おくの前後が曖あい昧まいになる。

　音は頭上から聞こえ、目の前の光景は逆さになっているのだと気付いたのは、意識が途と切ぎれる直前のことだった。
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　雄一は半身になり、前方の光弾と後方からの殴おう打だを同時にかわした。

　そのまま腰こしを落として馬ま歩ほになり、右手で亮磨の腕うでを掴つかみ、震しん脚きやくと同時に左ひだり肘ひじを背後へと打ち付ける。

　睦子が見ていれば、それを八はつ極きよく拳けんの六ろく肘ちゆう頭とう、老ろう虎こ抖とう毛もうだと喜々として解説したことだろう。

　雄一の肘がカウンターで亮磨の鳩尾みぞおちに突き刺ささった。

　普ふ通つうの人間が相手ならそれで終わりだ。

　だが雄一は亮磨をただの人間と侮ることはしなかった。

　右手で掴んだ亮磨の左腕を握にぎり潰つぶし、肘打ちに使った左腕を股また下したに差し入れる。同時に更に腰を落とし、伸ばした左足を相手の足の間に入れた。

　そこから肩かたに担かつぐようにして投げる。

　左手で亮磨の睾こう丸がんを握り潰しながら、そのまま頭頂部を床に叩たたき付つけ、駄だ目め押おしとばかりに左下段蹴げりで頭部を蹴り飛ばす。

　亮磨は吹っ飛んだ。

　カフェのテーブルをひっくり返し、壁に激げき突とつして動きを止め、そして亮磨の体からオーラが消えた。

「坂木くん……殺さつ人じん鬼きの私だけど、さすがに今のは引いたわ……そこまでしなくてもいいんじゃないの？」

「さっき、殺すとか簡単に言うな、とか言ってたけど、今の思いっきり殺す気でやってるよね、絶対」

　奈月と由里香が立て続けに責めてきた。

「死んでねーよ。手加減はしてる」

　言い訳のように雄一は言った。

「びっくりだわ。手加減って私の知ってる以外の意味があったりするのかしら？」

「最初の肘打ちがあまり徹とおってる感かん触しよくがなかったからな。あのオーラっぽいのに攻撃を吸収するような効果があるように感じたから、これぐらいなら死なないかなって」

　もちろん雄一も普通ならここまではしない。生半可な攻撃では通用しないと判断したが故だった。

　雄一は壁かべ際ぎわで倒れている亮磨に近づいた。

　生きてはいる。

　だが顔面は蒼そう白はくで、呼吸は速く、心しん拍ぱく数すうも上がっているようだった。

「これ、ショック状態よね？　放っておいたら死ぬんじゃないの？　私は構わないけど」

「……知り合いにスーパードクターがいるとこんな時に便利だよな！」

　雄一は愛あい子この父親である野の呂ろ和かず也やのことを思い出した。

　スーパードクターと呼ばれているらしい。だったら死んでさえいなければどうにかしてくれるだろうと勝手に決めつけた。

「お、おかしいだろ？　展開が違ちがう……お前は、親しいものを殺されて覚醒した俺のデモンストレーションで死ぬはずだろ……俺は主人公だ……なんでこんな目に……」

　激痛を堪こらえてまで言うことでもないだろうが、亮磨はそれが不思議で仕方が無いという様子だった。

「主人公が負けないなんてそんなわけあるかよ。バッドエンドの話なんていくらでも転がってる」

　そんな台詞せりふで納なつ得とくできたのかはわからないが、亮磨が気を失った。

　雄一は、少し離はなれたところで椅い子すに座すわっているエンデを見た。

　さぞ悔くやしがっているのかと思えば、相変わらず興味津しん々しんといった様子で、拍はく手しゆで雄一を讃たたえていた。

「いや、やはり主人公でも駄だ目めだったか。もしかしてとは思ったんだけどね。君にはそれを覆くつがえすだけの力があったと」

「これでお前らは争奪戦から撤てつ退たいってことでいいよな？　気が済んだだろ？　これで俺もこれ以上関わらなくって済むってことだよな？」

「そうだね、君がそれでいいのならかまわないよ」

　どこか含ふくみのある言い方だ。だが、今のところは何か仕掛けてくる様子でもなかったので、雄一は後始末をすることにした。

　明確な勝敗が付けば、神器は体外へと排はい出しゆつされる。

　床ゆかを見ると、眼球サイズのガラス玉が亮磨のそばに落ちていた。

　雄一は邪じや神しんの眼球に手を伸ばそうとした。

　だが、眼球は雄一の目の前から唐とう突とつに消え去った。

　四つのプロペラを備えた小型の機械。

　ドローンと呼ばれるそれが、高速で眼球をかっさらっていったのだ。

「は？」

　雄一はドローンの行方に目をやった。

　ドローンが一目散に向かうのは割れた窓だ。その割れた窓まど枠わくに二人の人物が立っていた。

「そんなとこで何やってんだよ、姉ちゃん……」

　そこには坂木睦子が腕うで組ぐみをして堂々と立っていたのだ。

　雄一は安心した。

　なぜここに睦子がいるのかは些さ細さいなことでしかない。

　あの姉ならどんなおかしな状じよう況きようで現れたとしても不思議ではないし、なんとなく面白そうだからというふざけた理由で獲え物ものを横取りするぐらいやるだろう。

　そんなことよりも、行方がわからなくなっていた姉がそこにいる。雄一はそのことに心の底から安あん堵どしたのだ。

　だからなのか雄一は、その異常事態に気付くのに多少の時間を要した。

　睦子の隣となりにいる人物にまですぐ気が回らなかったのだ。

　ドローンは睦子の隣にいる少年に近づくと、マニピュレータを伸ばして眼球を渡した。

　雄一は呆あつ気けにとられた。

「どういうことだよ？」

　睦子の隣にいるのは六ろく原はら弘ひろ道みち。

　雄一からソウルリーダーを奪うばった少年だった。







５章　裏切りの坂さか木き睦むつ子こ!?







　六ろく原はら弘ひろ道みちは陰いん気きな少年だった。

　その雰囲気に変わりはないのだが、明確に違う点が一つある。

　翼つばさが生えていた。

　背中から黒い、烏からすのような翼が生えていたのだ。

　それが悪魔じみた印象を弘道に与えていた。

　弘道は割れた窓枠に立っている。

　反対側の壁際に主人公の武たけ井い亮りよう磨まが倒れていて、雄ゆう一いちと奈な月つきはその側そばに立っていた。

　由ゆ里り香かは雄一から見て左側、入り口の前あたりにいる。

　エンデは店の奥おくで椅子に座り、店内を見み渡わたすようにしていた。

　そして坂さか木き睦むつ子こは窓枠の上に、弘道の隣に立っている。

「なあ？　お前の人ひと払ばらいってあんまり効果ないんじゃないのか？　さっきからぽろぽろやってきてるぞ？」

　雄一は目の前の現実から目をそらすかのように、どうでもいいことをエンデに尋たずねた。

「そう言われてもね。ボクの人払いは呪じゆ術じゆつ的てきなものじゃなくて公権力を利用したものなんだ。つまりアウトローな感じの人の場合、ここまでやってくることは可能なんだよ」

　確かに睦子なら警察が封ふう鎖さしていようが、問題とはしないだろう。法に触ふれることなら以前からいくらでもやっている。

「ま、でも睦子くんたちには人払いはもともと効果はないんだよ。だって、ボクが呼んだんだからね」

　そう言って、エンデはとことこと睦子たちの方へと歩いて行った。

　そして睦子たちの前で振り返かえり、大おお袈げ裟さに手を広げた。

「これが次の手だよ。坂木雄一に勝つにはどうすればいいか考えてみたんだ。結論は単純なことだった。坂木睦子を味方につけて、坂木雄一と戦う。これが最も効果的だろう？」

「え、なんだこれ？」

　睦子が敵側にいる。

　信じがたい光景に雄一は眩暈めまいがしそうだった。

　ふざけたことばかりする姉ではあるが、裏切ることだけはないと、そう信じていたのだ。

「冗じよう談だんだろ？　ふざけんなよ、姉ちゃん。ほら、帰ろうぜ。主人公とかゆーのはやっつけたんだ。そーいや、あれやったんだよ。姉ちゃんが考案した肘打ちから肩かた車ぐるまに繋つなげる奴やつ。いやー来るのが遅おそいよ、あんなの実際にやること滅めつ多たにないのに……」

　焦あせりから早口になる。

「問題はどうやって睦子くんを味方につけるかだったんだけど、今回は都合がいいことに、君たちは仲なか違たがいしているようだったからね。話を持ちかけたら、あっさりとのってきたんだよ」

　エンデは実に楽しそうだった。

「さあ！　ついでだからもう一つの神じん器ぎも回収してしまいましょうか！　これでほとんどの神器がこちらの手にそろうはずよ！」

　睦子がびしりと由里香を指差す。

「何言ってんだよ、姉ちゃん！」

「あら？　争そう奪だつ戦せんなんて嫌だよーって泣き言を言ってた人が今さら何を言ってるのかしら？　関係ないんだから、どっか行ってくれない？」

　睦子がそっけなく言う。

　雄一は混乱し、弘道に矛ほこ先さきを向けた。

「おい！　お前、姉ちゃんと手を組んで何がしたいんだよ！　一緒のクラスなら、姉ちゃんがどんだけやばいかわかってんだろうが！」

「協力してくれると言ってるんだ。断る理由は特にないだろ？　実際、神器集めも随ずい分ぶんと捗はかどったし」

　弘道にこだわりはないようで、そう言われてしまうと雄一は何も言えなくなった。

「エンデ！　お前は亮磨を利用してあれこれ企たくらんでたんじゃないのかよ！　なんなんだこれは！」

「そりゃあ普通、策は複数用意しておくものだろう？　一の矢が外れたなら、二の矢を放つよ。当たり前じゃないか」

　雄一はすがるように奈月を見た。

　正直な話、どうしていいものかまるでわからなくなったのだ。

「あたふたしてる坂木くんを見続けるのも面白いんだけど、とりあえずは丸まる山やまさんを守ればいいんじゃない？」

「そ、そうだな。神器取られたらまずいよな！」

　さすがにこの状況で自分には関係がないとも言っていられないし、由里香が襲おそわれるのを見過ごすわけにもいかなかった。

「そこのあなた！　無駄な戦いは私も好まないわ！　大人しく神器を渡すなら危害は加えないけど、戦うっていうならそれはそれで望むところよ！」

　結局どっちなんだよ、と言いたくなる台詞だが、神器の持ち主である弘道や黒幕らしきエンデはそっちのけで睦子が場を展開しようとしていた。

「そんなことを言って、油断したところで殺すつもりなんじゃないの？」

　由里香が剣けんを構える。

　基本的に神器争奪戦においては相手を殺すのが正解だ。

　神器を奪っても、元の持ち主が生きている場合新たに宿すことができないため、その力を利用できない。それに生かしておけば後々邪じや魔まになることもあるだろう。

「君のちゃちな力なんかいらないんだよ。もう必要なものはそろっているからね。俺たちの気が変わらないうちに渡してくれないかな？」

　睦子に主導権を握られっぱなしなのも癪しやくだったのか、弘道が口を出した。

　由里香が苦く渋じゆうに満ちた顔を見せた。弘道には勝てないと思っているらしい。

　雄一も同じ判断だった。

　弘道の背にある翼。あれは天てん狗ぐが使っていた神器だろう。

　空中機動力を強化するためのものだ。

　弘道が雄一を襲うというのなら問題は無い。かわすことも迎げい撃げきすることもできるだろう。

　だが、弘道が由里香に向かった場合、雄一には為す術がない。そして由里香では弘道を迎撃できないだろう。

「ふざけないで！　正義の勇者があんたたちみたいな悪者に屈くつするとでも思ってるの！　くらえブレイブスラッシュ！」

　それは先ほどアルベルタの首を切断した技わざだろう。

　由里香は剣を逆手に持ち、弘道目がけて振り抜いた。

　不可視の斬ざん撃げきが飛ぶ。

　だが、それは弘道になんの痛つう痒ようも与えはしなかった。

「あのさ、そういうの効かないって――」

「そう！　六原くんは異能バトルでは最強なのよ！　能力の無効化にくわえて、能力を奪うことまでできるの！　まさにチートなのよ！」

　弘道が何か言いかけたところで、食い気味に睦子が割り込んでいた。姉の睦子は敵に回ろうとやりたい放題だ。

　雄一は手近にあった椅子を、弘道めがけて放ほうり投なげた。

　敵は三人だが、戦えるのは弘道だけのはずだ。まずは弘道を押おさえればいい。

　飛び立とうとしていた弘道は、機先を制されて姿勢を崩くずしていた。

　その隙すきに奈月が由里香のもとへと駆かけ出だしている。

　雄一は弘道たち三人へと駆け出した。

　弘道は慌あわてていて動きがままならない。これならばどんな能力を持っていたとしても余よ裕ゆうで制圧できるだろうと考えたが、そううまく事は運ばなかった。

　窓の外から四人目が現れたのだ。

　普ふ段だんの雄一なら考えられないミスだった。やはり雄一は狼ろう狽ばいしていたのだろう。

　雄一は睦子の背後から現れた巨きよ大だいな拳こぶしをかろうじて受け止めて、吹ふっ飛ばされた。

　再び距きよ離りが開いた。

「坂木くん……」

　奈月の弱々しい声に、雄一は慌ててそちらを見た。

「武たけ内うち！」

　奈月と由里香の二人は倒れていた。

　その上空にはドローンが滞たい空くうしている。最初に現れた一台は睦子の側に浮ういたままなので、複数台用意していたのだろう。

　二人があっさりと気絶していることから、ドローンは麻ま酔すい薬やくか電でん撃げきを使用できるようだった。

「よそ見しちゃってていいのかしら!?」

　睦子の声に合わせてなのか、窓枠を乗のり越こえて先ほどの拳の主が現れる。

　木もく人じん。

　睦子が開発した練習器具だった。

　丸太を組み合わせて人の形にした単純なフォルムだが、その威力は侮れない。夏合宿で風ふ呂ろを覗のぞこうとした鬼おにの茨いばら木きをあっさりと倒したぐらいだ。

「くそっ！」

　雄一もその脅きよう威いは身を以もつて知っている。

　木人は滑すべるように迫せまってきた。

　実際、足の裏には車輪がついていて、スケートのように機動することができるのだ。

　木人が無む軌き道どうに手を振り回まわし、突きながらやってくる。

　実に厄やつ介かいだった。

　人間と違い予備動作が極きよく端たんに少ないのだ。

　そして、関節の構造が人間とは違い、可動域も異なる。つまり、動きの先を読み取るのが難しい。

　それでも雄一は持ち前の視力と反射神経でその攻撃をかわしはしたが、防戦に追い込まれるのを避けることができなかった。

「うーん、やっぱり睦子くんがこっち側だと、雄一くんも動きに精せい彩さいを欠くね。じゃあね。右腕と肋骨は回収したからボクたちは行くよ。次に会うのは最終決戦かな？　邪神の復活は神域で行われる。放っておいてもいいけど、その場合はこの六原弘道くんが邪よこしまな願いを叶えてしまうかもね」

「おい、こら、待て！」

　木人の攻撃をかわしながらエンデたちを見る。

　エンデたちは右腕と肋骨を手にして悠ゆう々ゆうと立ち去って行った。

　雄一は焦りから力任せに木人を殴りつける。

　ただの機械ならそれで壊こわせただろう。

　だが木人は修しゆ業ぎよう用ようなのだ。頑がん丈じようさは折り紙つきだった。そして睦子の開発した謎なぞのバランスアルゴリズムによって、瞬しゆん時じに体勢を整える。

　木人は実に馬ば鹿か馬ば鹿かしいぐらいの強さを誇ほこっていて、こいつで練習するより直接戦わせた方が手っ取り早いと常々雄一は思っていた。

「いつにもましてむかつく面つらだな！」

　木人の顔の造作は実に適当だった。目と口の部分に円い穴が空いているだけなのだ。
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「って俺はバカか！」

　雄一は木人の仕組みを思い出した。

　木人の動力は電力だが、充じゆう電でん池ちではこれほど派手に動きまわることはできない。当然外部電源が必要で、そのためのケーブルが木人の背中から伸のびていた。

　だが木人の背後に回り込むのは難しかった。

　睦子もケーブルを狙ねらわれることは想定しているのだろう。木人は巧たくみに動いて、雄一の動きを制したのだ。

　これは睦子が雄一を想定して木人をプログラムしたためだろう。木人は雄一に特化した鋭するどい動きを見せていた。

「これを斬きればいいの？」

　どうにか後ろに回り込もうとして四苦八苦していると、奈月の声が聞こえた。

「そうだ！　やってくれ！」

　雄一は反射的に答えた。

　目覚めた奈月がよろめきながらも木人の背後に回っている。

　ケーブルは切断対策のためか太く頑丈なものだったが、奈月はあっさりとメスでケーブルを切断した。

『アンビリカルケーブル切断。内部電源への移行とともに、自じ爆ばくシークエンスを開始します』

　突とつ然ぜん木人が喋しやべり始めた。

「自爆ってなんだよ！」

　内部電源に切り替わったためか、木人は途と端たんに遅くなった。

　雄一は奈月の手を取り一目散に逃にげ出した。

　途と中ちゆうで由里香を担ぎ上あげ、カフェを脱だつ出しゆつする。

　そのまま走はしり抜ぬけて、以前にも来たことのある裏路地へと逃げ込んだ。

　しばらくして爆発音が聞こえたような気がした。

　亮磨を置き去りにしてきたことに気付いたが、身も心も疲つかれ果はててへたりこんでいた雄一にとって、それはどうでもいいことのように思えた。







　あたりはすっかり暗くなっていた。

　だが幸いなことに、雄一たちのいるのはビルの狭はざ間まにある裏路地だ。

　窓から漏もれる光があるので、何も見えないほどでもなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　しゃがみこんだままじっとしていた雄一に奈月が聞いた。

　全く大丈夫ではないが、塞ふさぎ込んでばかりもいられない。雄一は顔を上げた。

「正直な話あんまり大丈夫でもないな」

　いつも無む茶ちや苦く茶ちやな姉ではあるが、まさか敵に回るとは思いもしなかったのだ。

「洗脳されてるとかは？」

「姉ちゃんがか？　姉ちゃんはするほうだろ。だからあっちについたってのも姉ちゃんの考えによるもんだろうな。まさかソウルリーダー取り返さないって言ったぐらいでここまでするとは思わなかったけど」

「そう。私も坂木くんを取り巻く事情についてはあまりよくわかっていないのだけど、お姉さんは本当に敵に回ったのかしら？」

「どういうことだよ？」

「私も丸山さんも生きている。神器は元の持ち主が生きていると使えないんでしょ？　ちゃちな力なんていらないとか言っていたけど、どうせなら殺してしまった方が後々楽なんじゃないの？」

　奈月の言うように、あの場面でわざわざ生かしておく理由はないだろう。

　殺したいだけなら、木人もさっさと爆ばく発はつさせてしまえばいいのだ。

「……まあ、これも修業ってことなのか？」

　雄一の修業のためにあえて敵に回る。

　そんなことも姉ならやりかねないと思えてきた。

　それに今までも敵に回りこそしなかったが、雄一は何度も姉に殺されかけている。これぐらいのことは今さらとも言えるだろう。

「わかったよ。やってやる」

　雄一は立ち上がった。

　奈月が呆気に取られたような顔をしていた。

「どうした？」

「びっくりするぐらい、あっさり立ち直ったものだから」

「いつまでも落ち込んでても仕方がないだろ」

「復活までぐだぐだやるのかと思ってたから意外に思って。それで、どうするの？」

「俺は行くところがあるから、武内は丸山さんを家に送ってくれないか？」

「いいけど、一人で大丈夫なの？」

「多分な」

「そう」

　奈月はそれ以上何も言わず、由里香の下へと向かった。

　雄一は裏路地の奥へと進んだ。

　そこには先日も入ったことのある下水道への入り口があるのだ。

　路地の突つき当あたりにマンホールがある。

　通常は専用の工具を使用するのだが、雄一は掴み穴に指を入れてあっさりと蓋ふたを持ち上げた。

「僕に用事かい？」

　雄一がマンホールに潜もぐり込もうとしたところで、背後から声がかけられた。

　振り向むけば、派手な格好の優やさ男おとこが立っていた。

　神器争奪戦を監かん督とくする役目の存在で、邪神ネルガルの化け身しんだ。

「中にいるモンスターを狩かりにでも行こうっていうなら止めないけど」

「あんたに用事はあるようなないような。邪神の神域ってのは地下のことだよな？」

　エンデが邪神の復活は神域でと言っていた。

　ならばさっさと行って片付けてやろうと雄一は思ったのだ。

「違うよ」

「違うのかよ！　祭さい壇だんみたいなのがあったじゃねーかよ！」

　下水道の更さらに下には、迷めい宮きゆうのような通路があり、その奥にドーム状の空間が広がっている。

　そこには祭壇があり、ネルガルは我わが物もの顔がおでそこにいたので、てっきりそこが神域なのだろうと雄一は思っていたのだ。

「祭壇はそこで人が神を崇あがめるためのものだ。人の領域だよ。神域とは異なるね」

「じゃあどこだよ？」

「ちょっとびっくりした。なんで僕が本体が封ふうじられている場所を素す直なおに教えると思ったんだい？」

　呆あきれたようにネルガルは言った。

「そう言われてもな。そもそも神域が何かも知らないし、封じられているとかってのも初めて聞いたんだけど」

「君は一体何をしに行くつもりなんだ？」

「いや、そこで最終決戦やるって言うからさ」

「なるほど。けれど、神域で邪神が復活するのは、全ての神器がそろってからだよ？　つまり争奪戦が終わった後のことだ」

　つまり今神域に行ったとしても、誰だれもいないのだろう。

「それはそうと神域はどこなんだ？」

「言う義理はないと思うけど？」

「そういや、あんたの部下が武内を襲いに来たぞ。ちゃんと手た綱づなを締しめといてくれよ。部下のやることは関係ないってスタンスなのか？」

「うーん、従者の子たちをあまり締め付けるつもりはなくて、自主性を重んじてるから……いや、詭き弁べんを弄ろうするつもりはなかったんだ。わかったよ。神域は君の学校にある。これでいいかな？」

「学校って言われてもな」

「ま、後は自分で探してくれよ。これでも大サービスだよ？」

「まあ封ふう印いんされてる奴に、どこに封印されてるか聞くのはちょっとなんだな」

「サービスついでに言うと、神器は一つをのぞいて六原弘道が手中にしているし、復活のためのエネルギーも十分だ。だからなんにしろもう終わりだよ。あらゆる意味でね」

　争奪戦が終わり、邪神が復活すると世界が終わる。実感はあまりわかないが、そうのんびりともしていられないのだろう。

「聞いといてなんだけど、教えていいのか？」

「まあぶっちゃけると、僕と本体の間にそれほど密接なつながりはないんだよ。僕は僕の意思で行動しているからね。で、その僕は君を気に入っているってことさ」

「俺を泳がせてると、復活を阻そ止しするかもしれないのにか？」

「それならそれでいいんだよ。次の機会もあるだろうさ。定命の人間と違って僕らは気が長いからね」

「わかったよ」

　嘘うそは言っていないと雄一は判断した。

　――姉ちゃんたちがこれからどう動くかだな……。

　雄一はこれからの方針を考えようとしたが、そこで電話が鳴った。知らない番号だったが、とりあえず雄一は電話に出た。

『睦子老師がご乱心なのだが！』

「……お前に番号教えたっけ？」

　壇だんノの浦うら千ち春はるの声だった。

『高かった。まったく、足元を見よってからに！』

「金払はらったの!?　てかなんで俺の番号が取引されてんだよ！　ちなみに誰から買った？」

『それは教えられんなぁ！　どうしてもと言うなら土下座して、靴くつを舐なめるがよいわ！』

「なんで上からモノ言ってんだよ……」

『というか正直なところだな、靴を舐められてしまうと気持ちわるいのでやめてもらいたいのだが』

「舐めねーよ！　それで！　何の用だよ！」

『うむ！　睦子老師が手勢を引き連れて、神器を寄よ越こせとやってきたのだ！　我の黙示録の目アポカリプスアイを寄越せと！　黙示録の目を！』

「あ？　……あぁ！　そういやお前神器持ってたんだよな！　いやすっかり忘れてた！」

　雄一は思い出すのに多少の時間を要した。

　何か神器争奪戦に関して忘れていると思っていたが、このことだったのだ。

「なぜに忘れる!?　我との鮮せん烈れつな出会いを忘れたとでも言うのか！」

「あー……なんというか、俺おれ、極力お前のことを思い出さないようにしてるんだよな。そしてすまない。姉ちゃんたちが神器集めてるの知ってたけど、お前に伝えることを考えもしなかった」

『何なに故ゆえにだ！　なぜこの愛らしい我を忘れることができると言うのだ！』

　雄一は多少反省した。

　弘道がほとんどの神器を集めていると言うのなら、とりあえず千春に話を聞けばよかったのだ。

　奪われていなければ、警告することもできただろう。それに共鳴で神器の位置を知ることができる知り合いは千春ぐらいのものだった。

「それで、何の用だよ？」

『あ、いや助けて下さい。お願いします』

「なんで素に戻もどってんだよ……てか老師と呼んで尊敬してんだろ？　姉ちゃんの指示に従ったらどうなんだ？」

『さすがにカラスマンみたいなの引き連れて襲しゆう撃げきかけてくるのはどうかと思うのだが！』

「カラスマンって……六原のことか。壇ノ浦さんは今どこにいるんだ？」

『動物園なのだが』

「なんでこんな時間に一人で動物園にいるんだよ……」

『なぜ一人と決めつける！　我が数々の動物を支配下に置いていることは知っておろうが！　かように我は動物好きなわけで、ナイトズーなどの催もよおしは欠かさずチェックしておるのだよ！』

「一人で逃げてるんだな？　てかよく六原から逃げられたな」

　弘道が持つ翼の神器は高速機動を可能とする。普通の人間ではまず逃げ切きることはできないだろう。

『うむ。とりあえず、壇ノ浦流煙えん幕まく術じゆつで視界を奪った上で、壇ノ浦流四方八方打ちでやたらめったらそこら中に矢を連射し、その上で壇ノ浦流ナンバ走りで逃げ出したのだ！　いくつかは手て応ごたえを感じたので、それで足止めを喰くらっているに違いない！』

「……なあ？　動物園に他の客は？」

『緊きん急きゆう避ひ難なんという法律用語を知っておるか？』

「とりあえず謝罪と賠ばい償しようについて考えようか」

『冗談だ！　急に人気がなくなってからやってきたのだよ！　恐おそらくは今この動物園内には我らのみのはずだ！』

「冗談言ってる場合かよ。動物園って隣の市だよな？　さすがに今から俺がかけつけるってのは無理そうなんだが……よし。降参しろ。神器を渡わたせばそれで済むはずだ」

　千春の持つ神器が最後の一つかもしれないが、こうなっては仕方ないだろう。

『なんだと！　我の黙示録の眼アポカリプスアイをむざむざ引き渡せと言うのか！』

「嫌いやなら好きにしてくれ。最後まで抵てい抗こうするのは自由だ」

『だが、神器を渡すと言ってもどうすればいいのだ？　いつの間にか身に付いていた能力だ。渡せと言われても困るのだが!?』

「これまでの経験からすると、気絶したら体外に排出されてたから、気絶したらいいんじゃないか？」

『坂木雄一！　うら若き乙おと女めに何を言うか！　敵を前に無防備な様をさらせと？　寝ね取とられ展開でも望んでいると言うのか！』

「誰が誰から取るのかはどうでもいいけど……なあ？　神器って自分の意思で取り外しが可能なのか？」

　雄一はネルガルに聞いた。

　神器の仕組みについては一番くわしいはずだ。

「できるよ。そう念じればいい。ただその場合でも、元の持ち主が生きている間は、宿すことはできないけどね」

「外したいって念じればいいそうだ」

『本当か！　うぉおおおおおおおおお！』

「うるせーよ！　電話口で叫さけぶな！」

『出た！　本当に出たぞ！　眼めからぽろりと零こぼれ落おちて怖こわくなった！』

「じゃあそれを渡せ」

　雄一は電話を切った。

　神器を渡しさえすれば殺されないだろう。

　千春の能力は、相手の何かをあらわす数字が見えるというものだ。大して役にたつものでもないし、どうしても欲ほしいというほどでもないはずだ。

「ちなみにこれで弘道のもとに全すべてがそろうよ」

　やはり千春の持つ神器が最後の一つだったらしい。

「なるほどな。で、今すぐ邪神復活ってわけじゃないんだな？」

「ああ。神域での儀ぎ式しきが必要だ。君の活かつ躍やくの余地はまだあるだろうさ」

「なんだか、復活してほしくないような言いぐさだな」

「そんなことはないさ。本体の復活が僕の第一目標だ。けれどそれは焦るものじゃない。ゆったりと構えているだけだよ」

　雄一はなんとなくだが睦子もそれほど急ぎはしないだろうと考えた。

　なんの根こん拠きよもない勘かんに過ぎないが、夜中にこそこそとしないだろうと思ったのだ。

　雄一は明日学校を探ることにした。







６章　なぜか学校が襲撃される定番のあれ







　翌日、火曜日の朝。

　やはり坂さか木き家けの食しよく卓たくに睦むつ子この姿はなかった。

　――まあこの状況で帰ってこられても困るけどな……。

　雄ゆう一いちは学校に向かった。

　途中で愛あい子こと合流して、いつもどおりに教室へ到着する。

　何事も無く午前中の授業は終しゆう了りようした。

　昼休みになったところで雄一は屋上へ向かった。

　屋上にはちらほらと昼食を食べているものたちがいる。

　雄一は角へと向かった。そこで二人の少女が待っていた。一人は四しの宮みや布ふ留る。

「坂木雄一！　ハーレムマスターの危機を放っておくとは何事か！　いきなり電話を切りおって！　臣下の風上にもおけんやつだな！」

　もう一人は壇だんノの浦うら千ち春はるだった。

　大きな楽器ケースを担いでいる小こ柄がらな少女で、壇ノ浦流弓術の伝承者だ。

　以前はかなり太っていたが、急にやせて今はそれを維い持じしている。

「で、どうなったんだよ」

「うむ。目玉をやけくそ気味に投げつけてみたのだが、それで立ち去ってくれた。そして我は夜の動物たちを堪たん能のうして帰ってきたわけだが」

「そこはすぐ帰れよ……何があるかわかんねーだろ……」

　自じ慢まんげな顔をしている千春を見ると、やはり心配する必要などなかったのだと思わされてしまう。

「というわけで、神じん器ぎは全て六ろく原はらって奴の手に渡ってしまったんだけど」

　雄一は、布留に昨日の出来事を簡潔に伝えた。

「なるほど。ですが邪じや神しんの件はすでに連れん絡らくしていますし、最高戦力が派は遣けんされると聞いていますので、恐らくは大丈夫かと思います。もう我々にできることはないでしょう」

　布留は淡たん々たんとしたものだった。その最高戦力とやらに絶対の信しん頼らいを寄せているのだろう。

「神域ってのに心当たりはないか？　この学校にあるらしいんだけど」

　専門家がいるなら任せればいい。素人しろうとの雄一が手をだすと余計にややこしい事態になる可能性もある。

　だがこのまま自分と関係ないところで話が終わるとも思えなかった。なにせ雄一を倒たおすためにエンデと睦子が手を組んだのだ。

「神域ですか。具体的な場所まではわからないのですが、あるのでしょう。前に悪あく霊りよう騒さわぎがありましたが、あれらはどこかから突然湧わいてきたわけです。おそらくこの学校に異界へと繋がる通路のようなものがあるかと思うのですが」

「となると、あそこか」

　学校に神域があると聞いた時から恐らくそうだろうと雄一は考えていた。

「何を考えてるのか知りませんけど、あとは任せたほうがいいですよ」

　そう言って布留は去って行った。

　雄一はフェンスに近づいた。もう用はないのだが、千春も付いてきた。

　以前、雄一はここから落ちて教室に侵しん入にゆうしたことがある。そしてその教室はなぜか木造で、焼け焦こげた廃はい墟きよのようになっている別世界だったのだ。

　その世界に入るには手順がある。上から落ちて窓から入る必要があった。

　中には悪霊が満ちていた。ある程度は倒したが、全てを片付けたわけではない。ソウルリーダがない今、悪霊と戦えるのかはわからなかった。

『やっほー、雄一ー！』

　すると脳天気な声が背後から聞こえてきた。

「……なんでお前の姿が見えるんだ？」

　振ふり向けば、半はん透とう明めいで少しだけ浮いた状態の少女が元気よく手をあげていた。

　悪霊の少女、天あま津つ千ち恵えだ。

　星せい辰しん高こう校こうで巻き起こった悪霊騒ぎの張本人だが、事件解決後も成じよう仏ぶつできずに学校の中をうろついているのだった。

　てっきりソウルリーダーがあるから見えるのだと思っていた雄一だが、関係はないらしい。

「……なんか、ソウルリーダーがあろうとなかろうと関係ない気がしてきたな……」

　これからのことを思うと雄一はやるせなくなってきた。

「うむ、我にも見えるな。ま、当然といえば当然だろう！　何せ我なのだからな！」

　千春にも見えているので、一度見えるようになってしまえば、そのままのようだった。

『どうしたの？』

「なんでもねーよ。それより天津さんは、この下の世界にいたよな。中はどうなってるんだ？　俺は教室内しか見てないんだけど」

『私もあまり奥おくまでは行かなかったなー。明らかにヤバイ気配がしてたから』

「なるほどな。ちょっと見てみたいけど、今すぐってわけにもいかないか」

　少し調べたいところではあるが、さすがに昼日中に屋上から飛び降りるわけにもいかないだろう。

『私、見てこようか？』

「そうだな。誰か来た気配があるかぐらいでもわかれば助かる」

　千恵がフェンスをよじ登り、飛び降りる。

　しばらくして千恵は屋上の入り口から戻って来た。

「空飛んだりはできないんだな、そういや」

『特に変わりはなかったね。誰か入ってたら足跡ぐらいつくと思うんだけど』

　内部には塵ちりが積もっていたことを雄一は思い出した。新しい足跡があればすぐにわかるだろう。

　だがこんなわけのわからない入り方をする世界なのだ。入り口がここだけとも限らなかった。

「探たん索さくは放課後にするか」

　無理にでも今から行くべきなのかもしれない。だが、それをしてしまえば雄一の日常は崩ほう壊かいするだろう。

　学校の授業をほったらかして世界の危機を救いに行くなど、正気の沙さ汰たではないと雄一は思う。

「仕方がないな。付き合ってやろうではないか！」

「来るなと言いたいところだけど、役に立つ方なんだよな、お前って……」

　ふざけた面も多々ある千春だが、放っておいてもそれなりに動けるのが大きい。

「そうだろう、そうだろう！」

　図に乗っているのが実に鬱うつ陶とうしい。

　雄一は教室に戻ることにした。







　雄一は午後の授業を受けながら、ぼんやりと今後のことを考えていた。

　神器が全てそろっているのだから、復活までそう間はあけないだろう。ならば今日か明日には動きがあるはずだ。

　さすがに邪神とやらが復活するとまずそうなので、それは阻止する必要があるのではと思っているが、退たい魔まの専門家とやらがどう動くのかがわからないので、そのあたりは様子を見ながら逐ちく次じ対応していく形になるだろう。

　とりあえずは神域の様子を確かく認にんしておきたい。

　そんなことを考えていると、窓まど際ぎわの生徒たちが騒ぎ始めた。

「おーい！　お前らいくらなんでもフリーダムすぎんだろー。高校生だって自覚あんのかー」

　授業をしていた野の田だ山やま花はな子こが文句を言う。

「先生！　そんなこと言うけどさ、明らかにおかしいんだって！　見てみろよ！」

「ああ？　もし校庭に犬が迷い込こんできましたー、ぐらいのことだったら、はったおすからなー……あー、いや、これは想定外だわ……」

　挑ちよう発はつに乗るように外の様子を見にいった花子は、驚おどろいた様子で教壇に戻ってきた。

「なあ？　お前らの中に、中二的妄もう想そうを実現させるような奴やついたりしないかー？」

「先生、さっぱりわからないんですけど、なんなんですか？」

　雄一の前の席に座すわる翔しよう太たが花子に質問した。

「よし！　説明すんのめんどくさいから、外見たいやつは勝手に見ろ！　許可する！」

　すると窓際に生徒たちが殺さつ到とうした。

　雄一も一いつ緒しよになって窓際から外をうかがう。

　ここから見えるのはグラウンドだ。

　そこに装そう甲こう車しやが入り込んできていた。

　グラウンド側の出入り口から入ってきているのだ。

　そしてグラウンドで体育の授業をしていた生徒と教師を追い立てていた。

「え？　なんだこれ？」

「映画の撮さつ影えいとかじゃないの？」

「だったら事前に説明あるだろ？」

「もしかして……テロってやつ？」

「いやいやいや、なんで学校狙うんだよ、意味わかんねーわ」

　皆みな、何が起こっているのか、どうしていいのかわからず戸と惑まどうばかりだった。

　装甲車から何者かが降りてくる。

　降りてきたのは、黒い着物を着て頭を剃そり上げた男たち、つまり僧そう侶りよだった。

　そのまま見ていると、僧侶たちの幾いく人にんかは出入り口を封ふう鎖さし始める。

　ますますわけがわからず教室はざわめきでいっぱいになったが、いきなりドアが開き皆が沈ちん黙もくした。

　手にクリップボードを持った僧侶が入ってきた。

　グラウンドにいる僧侶たちがこんなに早くやってこられるわけがないので、別口でやってきた者なのだろう。

「はーい、お前ら！　とりあえず席に戻って、両手を挙げろー！　下手な抵抗はするなよー！」

　そう言ったのは僧侶ではなく花子だった。

　ただの事なかれ主義からの発言かもしれないが、この場合それは正解だろう。パニックになって暴れた場合、何が起こるかわかったものではないからだ。

　生徒たちはそれなりに花子を信頼していたのだろう。指示通り席に戻り、両手を挙げた。雄一も皆に合わせて同じようにする。

「いやいや、ご理解が早くて助かります」

　僧侶がにこやかな顔で言い、教壇に立った。

　花子はあっさりと教壇を離れて教室の隅すみへと移動している。

「外をご覧になられたのならおわかりかと思いますが、我々はこの学校を封鎖しようと思っております。あ、手を挙げたままではお疲れになるでしょう。下ろしていただいて結構ですよ」

　生徒たちは手を下ろした。

　僧侶が懐ふところから手帳を取り出して見せる。身分を証明するためなのだろうが、それが本物かなどこのクラスにいる人間にはわからないだろう。

「我々は公安の者です。簡単に言えば警察の仲間ですね。その中でも特とく殊しゆな案件を扱う部門でして、そのためにこのようなことをしてもいいだけの権限を国から預かっています」

　だから安心しろと言われても納なつ得とくできるものではないし、本当に公安なのかわかったものではない。どう見ても頭を剃り上げて黒い着物を着た坊主でしかなかった。

「今、この学校には武装した凶きよう悪あくな殺さつ人じん鬼きが侵入しています。ですのでこの教室から出ないで下さい。ここで大人しくしている限りは安全です」

　――なんだこれ？　これも姉ちゃんが関係あるのか？

　現時点では関かかわりがあるのかはわからなかった。

　だが、雄一はどうにも不ふ穏おんな予感を覚えていた。

　中に入ってきたのは一人だが、廊ろう下かには複数の気配がある。何のためにかはわからないが、本気で生徒たちを閉じ込めておこうとしているのだろう。

　雄一は僧侶を観察した。

　武術の心得はありそうだ。重心の位置から見て、懐に武器を隠かくし持もっている。柔和な笑えみを浮うかべてはいるが、それはただの仮面だろう。めんどくさい仕事を押おしつけられたと思っているのか、多少の苛いらつきを感じ取れる。

　――ここから一気に制圧するのはちょっと難しいか。武たけ内うちの席からならやれると思うけど……。

　雄一の席は後ろの方で、奈な月つきは最前列だ。

　奈月なら勝てるだろう。ただクラスメイトの前で暴れるのは避けたいはずだった。

　――ま、俺もできるだけ変なところは見せたくないんだけどな。

　だがクラスメイトが傷つけられるのを見過ごすことはできない。

　――けど、あいつを倒しても外の奴らがいるんだよな。

　ただ全員を倒すだけならそれほど難しい話ではない。だが、クラスメイトを守りながらということになると途端に難易度が跳はね上がる。

「あの！　トイレとかはどうしたらいいんですか！」

　先頭の席の女生徒が尋たずねた。雄一はほとんど話をしたことがないが、綾あやの小こう路じ莉り沙さという金持ちそうな名前の少女だ。

「質問は受け付けていませんが、特別にお答えいたしましょう。先ほども申し上げましたように、我々の要求はここから出るなという、ただそれだけです」

「え？　だってそれじゃ……」

　トイレに行かせる気はないということだろう。

　それで質問には答えたということか、僧侶は手にしていたクリップボードを確認した。

「それと、こちらは要求ではなく、連絡事じ項こうです。小こ西にし妃ゆ里りさん、あなたは帰ってください。ご家族の方がお待ちです」

「はい？　どういうことですの？」

　妃里もまさか自分の名を呼ばれると思っていなかったのだろう、驚いた様子だった。

「今すぐ帰宅してくださいと言っています」

　それ以上説明する気はなさそうだが、それでは誰も納得しないだろう。

「どういうことなんですか！　トイレも行けないし、小西さんだけ帰っていいって意味わかんない！」

　綾小路が文句を言う。

　同調するかのように生徒たちは不満を爆発させた。

「ふざけんな！　なんなんだよ！」

「公安って警察みたいなもんなんでしょ？　だったら凶悪犯をさっさとつかまえてくださいよ！」

「つかまえなくてもいいから護衛をつけて帰らせろよ！」

　すると途端に僧侶が豹ひよう変へんした。

「うぜえんだよ、クソガキ共が！　てめえらはここにいろってんだ！　そこらで糞ふん尿によう垂たれ流しとけや！」

　僧侶が懐に手を入れる。

　雄一は動いた。

　幸い今は授業中で、雄一の机の上には武器になる物がいくらでもある。

　雄一は筆記に使っていたタクティカルペンを投げつけた。

　僧侶が拳けん銃じゆうを取り出だしかける。

　ペンは僧侶の肘ひじにぶち当たった。

　タクティカルペンは普ふ通つうのペンに比べて重く頑がん丈じようだ。雄一の力で投げつければただでは済まない。

　僧侶が苦痛に顔を歪ゆがめ、拳銃を取り落とした。

　そこで一人の男子生徒が動いた。

　その生徒は僧侶を黒板に押さえつけ、挟はさみ込むようにして鳩尾みぞおちに拳を打ちつけた。

　短いうめき声を上げて、僧侶が倒れる。

「やるじゃねーか小こ雁がん！　それが小雁流かよ！」

「ちげーよ、柳やなぎ沢さわ流りゆうだっての」

　僧侶を倒した生徒は柳沢小雁という名で、友達に賞賛を受けていた。

　――寸すん勁けいか？　古流の当て身の方が近いかもな。

　小雁がちらりと雄一を見た。どうやら雄一が牽けん制せいしたのに気付いているらしい。

「倒したはいいとして、どうするの？　すぐに外のが気付くと思うんだけど」

　奈月が冷静に指し摘てきする。

「いやー、こういう場合先生はどうしたもんかねー」

　花子はどう責任逃れしたらいいのかを考えるのに夢中のようだった。

「任せてくれる？」

　そう言って立ち上がったのは、片かた桐ぎり杏あんだった。

　ソウルリーダーで見たときに『魔ま女じよ』と表示されていた少女だ。

「坂木くん、ちょっと来てくれる？」

「なんで俺？」

　指名されたので雄一は教壇へと近づいた。

「この法ほう衣いはいわゆる魔ま除よけなのよ。着たままだと術がかけにくいから、脱ぬがせてくれる？」

　杏がぼそりと雄一に伝えた。

　いきなり脱がせろと言って話が通じそうな人間ということで、雄一を選んだのだろう。

「わかったよ。つーか魔除けを触さわれないってなんなんだ、お前」

　そう言えば愛子も仏教系のお経などに弱かったと雄一は思い出した。

　僧侶の着物を脱がせる。

　僧侶が下着姿になったところで、杏はしゃがみこみ僧侶の頭を両手で掴つかんだ。

　そして眼めをかっと見開いて、何やらぼそぼそとつぶやきはじめた。

　――やっぱ、こええよ、こいつ！

「こんな感じで大だい丈じよう夫ぶかしら」

「って、これクラスの奴らにどう説明すんだよ……」

「説得に成功したということでは？」

「無理筋だな」

　僧侶は着物を着込むと、ふらふらと立ち上がり教室を出て行った。

　外で騒いでいる様子はないのでうまくいったのだろう。

「すげえ！　片桐さんが呪まじない的ななんかでなんかとかしちまったよ！」

　翔太が騒いでいた。他のクラスメイトも片桐杏ならやりかねんという顔をしているので、特に問題はなさそうだ。

　――けど、結局教室からは出られないんだよな。他の奴らが外で見張ってるわけだし。

　目前の問題は解決できたが、根本的な部分では何も変わっていない。

　雄一は妃里に近づいた。

「さっき帰っていいって言われてただろ。何か心当たりはあるか？」

「いえ、ないのですけども、彼かれらが本当に公安だとするなら、私の家柄を考こう慮りよしたという可能性はありますわね」

「んー、だとすると、教室から出るなって命令を聞いておけば、とりあえずは大丈夫なのか？」

　本物の公安だからといって信用できるわけでもないが、当面は学校内を生徒にうろついて欲しくないからこそ、わざわざそんなことを言ってきたのだろう。

「なあ。一時間でいいからみんながここで待機しててくれるようにまとめててくれないか？　とりあえず凶悪犯がいるかもしれないから、出ないでおこうっていう方向でさ」

　妃里はこのクラス内での信望が厚い。しばらくならなんとかしてくれるだろうと雄一は踏ふんだ。

「いいですけども、あなたは？」

「ちょっと探さぐりを入れてみる」

　さっそく妃里は教壇に立って話をしはじめた。

　注目が妃里に集まっているうちに、雄一は教室の後方に移動し、そのままさりげなく窓際に近づいて外を確認した。

　グラウンドに装甲車が並んでいるが、人はあまりいないようだった。

「坂木くん！　これなんなの？　なんかやってるの？」

「いや、俺がなんかやってるって前提で話すんなよな……」

　愛子がやってきて問い詰つめるように聞いてくる。雄一は所在なさげに頭をかいた。

「じゃあ関係ないの？」

「あるかもしれないから、それをちょっと確認する」

　雄一は四宮布留に電話をかけようとスマートフォンを取り出した。

　魔除けになるような法衣を着込んだ僧侶があらわれたのだ。退魔士と関わりがあるのかもしれないと雄一は考えた。

　だがスマートフォンは圏けん外がいになっていた。

「妨ぼう害がいされてるみたいだな」

「あ、本当だ」

　愛子も電話を確認していた。

「仕方ないな。ちょっと行ってくるか」

　雄一は一いつ旦たん席に戻った。鞄かばんの中から使えそうなものを適当に見みつ繕くろう。

「どこに？」

　雄一が何をするのか気になったのだろう、付いてきた愛子が聞いた。

「隣となりのクラスだよ。四宮布留って奴がいるんだ。そいつが何か知ってるかもしれない」

「え？　でも出られないんだよね？」

「それは入り口からってことだろ？」

　雄一は窓際に近づいて窓を開けた。

「えぇ!?　ってまあそれぐらいできるのか、坂木くんは……」

　愛子は驚いたようだが、すぐに納得したような顔になった。

　再度グラウンドを確認する。制圧しきったということか、そこに僧侶たちはいなかった。

　雄一は窓から外に出て、指の力だけで体を保持した。

　そして隣の教室まで一気に飛ぶ。

　窓の下あたりを掴んで再び体を保持した。

　雄一は教室の中をのぞき込んだ。中には生徒と教師がいるだけだった。

　少し落ち着かない様子なので、すでに僧侶の説明は受けたあとなのだろう。

　雄一は教室内を確認したが、布留の姿はなかった。

　――四宮さんがあいつらの関係者だとすると、連れ出されたのか？

　どうするべきかと考える。

　この事態が邪神に関連があるとするなら、今行くべきは神域だろう。

　雄一は屋上へ向かうことにした。

　学校の外がい壁へきはいくらでも掴むところはあるし、パイプの類たぐいも張りだしている。上っていくのは雄一にとって容た易やすいことだった。屋上の端はしが張りだしているので、そこが少し面めん倒どうだったぐらいだ。

　雄一は屋上の端から顔を出し、様子をうかがった。

　大勢の人間がそこにいた。

　仏教の僧侶だけではない。多種多様な宗教の人間が集まっている。

　屋上には大規模な祭さい壇だんが組み上げられていて、雄一にその詳しよう細さいはわからなかったが、僧侶たちは忙せわしなく動き回っていた。

　他に目立つのはフェンスの一部だ。

　フェンスは切り開かれて、そこに非常脱だつ出しゆつ用ようの避ひ難なん袋ぶくろが設置されていた。布でできたトンネルは二階の窓につながっている。

　下から梯子はしごでもかければいいのではと思うが、それでは駄だ目めなのだろう。上から入らないと神域には辿たどり着かないのだ。

　僧侶たちは避難袋に次々と入っていった。

　――邪神退治の専門家ってやつらなのか？

　それならば任せておけばいいが、学校を封鎖していることが雄一は気になった。

　屋上の人員は半分ほどが避難袋に入っていった。残りの人間は儀式の準備らしきものを行っている。

　雄一は屋上に残っている者の中に四宮布留を見つけた。

　特にすることがないのか、少し離はなれたところで手持ちぶさたにしている。

　雄一はそっと屋上へと上り、気配を抑えたまま布留の背後に近づいた。

「おい」

「え？」

　小さな声で話しかけると、布留がすごい勢いで振り返った。

「どうやってここに……屋上までは厳重な警けい戒かい態勢を取っているはずなのに」

「話できるか？」

「わかりました。人のいないところに行きましょう。私は担当の作業があるわけでもないから気にされないはずですし」

　布留は屋上の出入り口、塔とう屋やの裏に向かう。雄一は布留に付いて行った。

　死角に入ったところで布留は頭を下げた。

「ごめんなさい」

「やっぱりこの事態は四宮さんが関係あるんだな」

「関係といいますか、あの人たちが邪神を封じるために呼んだ最高クラスの退魔士たちということになるのですけど」

「で、なんでこんなことになってる？」

「その……邪神を封ふう印いんするには強力な術が必要で、それには大量の触しよく媒ばいが必要で……」

「……学校の人間を使う気なのかよ……」

　言い淀よどむ布留の態度から雄一は察した。

「ありえねーだろ!?　学校全体ってことなら千人超こえてるだろ！」

「だって仕方がないじゃないですか！　千人と全人類なら比較対象にもならないわ！」

　話が大きすぎて理解が追いつかなかった。

　だが布留は今の話を信じているようだし、屋上で大々的に儀式の準備をしている者たちも同様なのだろう。

「あいつらはこれからどう動くんだ？」

「邪じや神しんの神域に皆で攻め込んでいます。復活前に阻そ止しできれば何事もなく終わるはずなんですが、万が一復活した場合は、邪神封ふう印いんの儀式が……」

　部外者である雄一に言う義理はないはずだが、罪悪感があるのか布留は素す直なおに答えた。

「ま、復活はするだろうな」

　睦子なら復活させないわけがない。今いま頃ごろはノリノリで悪者を演じていることだろう。雄一はそう確信していた。

「四宮さんにとっては都合の悪いことになるかもしれないけど、ごめんな」

　まずは神域に行くしかない。

　雄一は覚かく悟ごを決めて歩き出した。

「って、どうするつもりなんですか！　入り口は防備を固めてますよ！」

「押し通る。千人皆みな殺ごろしにしようって奴らだ。殴なぐられても文句はないだろ」

「そういうこと言ってるんじゃないですよ！　あの人たちはただの退魔士じゃないですよ！　一介の高校生がどうにかできるような相手じゃ――」

　布留は無む理り矢や理り止める気はないようなので、雄一は無視して走り出した。

　無む闇やみに焦あせる必要はないが、かといって事ここに至ってはのんびりもしていられない。

　スロープの周囲を警戒しているのは三人。いずれも僧侶姿なのは、呪じゆ術じゆつ的てき攻こう撃げきへの防備なのだろう。手には錫しやく杖じようを持っている。

　足音を立てずに走ってくる雄一に、彼らが気付いたのは接触する直前のことだった。

　錫杖を構えようとした僧侶を、雄一は押すように蹴けった。

　吹ふっ飛とばすのが目的だ。

　手前の僧侶が飛び、巻き込まれて後ろの二人が倒れる。

　彼らが混乱している隙すきに雄一は避難袋に飛び込んだ。
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　その頃睦子たち三人は神域の中を歩いていた。

　雄一が考えたように、この神域には他の出入り口がある。

　神器を揃そろえたものだけが使用できるその入り口は、屋上から飛び降りるといった手間のかからないものだった。

　星辰高校からすぐ近くの公園。一見しただけではわからない、木々の間にその入り口はあった。

　三人は長い、どこまでも続く木造の廊下を歩いていた。

　右側に教室。左側に窓。それがいくつも存在している。

　古い校舎のようだが、おかしな構造になっていた。

　廊下は右へ右へと曲がっているのだ。まるで円周の縁でも歩いているかのようだった。こんな建物が現実に存在するとは思えないので、やはりここは異次元に類する空間なのだろう。

「ねえねえ！　どんな願いでもかなうんでしょ！　何をかなえてもらうのかしら！　定番なのは願いを増やせ！　ってやつよね！」

　睦子は弘ひろ道みちの前に回り込み、顔をのぞき込みながら言った。

　その周囲にはドローンが四台浮いている。自動操縦で睦子から一定の距きよ離りを保つようになっていた。

「俺おれの……願いは……神となり、人類全すべてを滅ほろぼすことだ……」

　弘道の歩みはぎくしゃくとしていた。

　歩きづらいのだろう。今の弘道は歪いびつな姿をしていた。神器を全て取り込んだ結果だ。

　神器を全て揃えた瞬しゆん間かん、神器は弘道へと吸収された。争そう奪だつ戦せんが終わり、次のステージへと進んだのだろう。

　眼が四つに、腕うでが六本と増えている。さらには翼つばさに角に触覚といった人にはない器官までもが生えていた。皮ひ膚ふは黒く、鱗うろこ状じようになっている。

「なにそれ、つまんない」

　睦子が冷めたように言う。全身を蠢うごめかせている、化け物じみた弘道を前に大した胆たん力りよくだった。

「ねえ？　これってどういうことなの？　六原くんはクラスメイトが嫌きらいだったかもしれないけど、それを人類全てに拡大解かい釈しやくするほどには歪ゆがんではなかったと思うのだけど？」

　睦子は一緒に歩いているエンデに聞いた。

「神器を宿せば宿すほど、その体と心は邪神に侵しん蝕しよくされていく。そして願うようになるのは、自らが邪神となって世界を滅ぼすこと……とまあこんな感じのことなんだよ。嘘うそは言ってないだろ？」

「なんなの！　そんなの詐さ欺ぎじゃない！　いかさまだわ！」

　どんな願いでも叶かなうと言いながら、その願いが変質してしまう。世界を滅ぼしたくなり、そればかりを願うようになる。それではまるで意味がない。

　もにかの友達を救いたいという願いも、雄一のソウルリーダーを返したいという願いも、結局かなうことはなかったのだ。

「これまで何度も邪神は復活してきたのに、世界はそれほど変わりはしていないんだ。予想はついていたんじゃないかな？」

「まあいいわ！　とりあえず復活してもらおうじゃないの！　ほら、早くしなさいよ！　ちんたらやってたら変身前にやられちゃうわよ!?」

「さっきからごちゃごちゃうるさいな！」

　とうとう弘道がキレて言い返した。

「なによ！　さっきまで途と切ぎれ途切れに雰ふん囲い気き出だしながら喋しやべってたくせに、文句言うときだけ流りゆう暢ちようなんだから！　で、儀ぎ式しきってなんなの？　こんなのでいいわけ！」

「うん。この道は螺ら旋せん状じようになっているから歩いて中心部に向かう。それだけだよ。この校舎には怨おん念ねんが渦うず巻まいている。それを身に受けながら歩いていくんだ」

「それもつまんないわ！　なんかこうアステカっぽい儀式で心臓をえぐり出したりとか、派手に護ご摩ま壇だんを焚いたりとか！」

「その場合、抉えぐり出されるのは君ということになるよ？」

「そういえばこの校舎ってなんなの？　星辰高校とはまったく関係がなさそうに思えるんだけど」

「君からすれば大分前のことだけど、ここではかなりの数の人間が死んでいるんだ。公にはなっていないけど、興味があるなら調べてみるといい。君ならできるだろ」

　生きていられればね。付け加えるようにエンデはつぶやいた。

　三人はそのまま歩き続けた。

　だが、あまりの変化のなさに、とうとう睦子が文句を言いだした。

「けど、なんだかもう飽きてきたんだけど？　これでゆうくんがやってこなかったらバカみたいだわ！」

「雄一くんなら今こちらに向かっているね。もうしばらくはかかるかな」

　エンデは手にした文庫本を読んでいる。これがエンデの能力だった。様々な事象を小説の形にまとめることが出来るのだ。

　ただ小説は全すべてを書き記したものではないため、どうしても洩もれはある。だが、大まかな推移を俯ふ瞰かんするには便利な能力だった。

「けれど、別のイベントがそろそろ始まるから退たい屈くつはしないと思うよ」

　そう言ってエンデは前方を指差した。

　カーブする廊下の先に行き止まりが見えた。そこには横開きの扉とびらがある。教室の扉と同じものだった。

「とうとう着いたってわけね！」

　睦子は勢い込んで走っていこうとしたが、エンデが手をつかんで止めた。

「中には敵が待ってる。ボクはともかく睦子くんは簡単に殺されてしまうだろうね」

「敵!?　なんなの!?　邪じや神しん復活を阻止するために集まった正義の味方ってこと!?　裏うら高こう野や？　埋まい葬そう機関？　バチカン法王庁特務局第13課？　機甲祈伏隊ガンボーズ？　それとも退たい魔ま忍にんかしら？　いいわ！　そうでなくっちゃね！　それでこそよね！　じゃあ六原くん！　ひとっぱしり行って蹴散らしてきなさいよ！」

　睦子の言葉を聞いたのかはわからないが、六原は変質がさらに進んだ体をひきずるようにして扉に向かった。

　弘道が震ふるえる手で扉を開く。

　途と端たんに連続した銃声が響き渡った。







７章　神だかなんだか知らないけども







　吐はき気を催もよおすような醜しゆう悪あくな瘴しよう気きが近づいてくるのを彼らははっきりと感じていた。

　それは時間とともにより濃こくなっていく。

　その邪じや悪あくな存在はゆっくりと力を増しているのだ。つまり邪神復活までにそう時間はないのだと彼らは感じていた。

　準備を整える時間はあった。

　先に神域の中心部を制圧できたというのが大きいだろう。

　石造りの、円形の空間だった。

　直径二十メートルほどの何もない空間。扉は二つあるだけだった。彼らが入って来た側と、邪悪がやってくる側。

　彼らはそこで邪神がやってくるのを待ち構えることができた。

　これで復活前に始末できる。

　油断しているわけではないが、彼らは希望を抱いだいていた。

　彼らも無関係の人間を犠ぎ牲せいにしたいわけではないのだ。ここで復活を阻止できるなら、それにこしたことはない。

　邪神がすぐそばまでやってきている。

　彼らは固かた唾ずを呑のんで扉を見つめていた。

　しばらくして横開きの扉が開いた。

　闇がそこにあった。

　彼らの霊れい的てき視覚には、それが闇が蠢うごめいているかのように見えたのだ。

　彼らは攻こう撃げきを開始した。

　まずは遠えん距きよ離りから、できるだけの攻撃を集中させる。

　使用しているのはアサルトライフルだった。

　化け物だろうが邪神だろうが実体を持っているなら、物理的な攻撃は通用する。

　それに使用しているのは、聖職者が祝福を与あたえた銀の銃じゆう弾だんだ。霊的な面でもダメージは期待できた。

　もっとも、距離に応じて術者の持つ霊的エネルギーは減げん衰すいするため、これで全てが片付くとは思っていない。

　ある程度邪じや神しんの防ぼう壁へきを削ることができたなら、止とどめは気の徹とおりやすい神具の類を使うか、素手で直接に破は邪じやの力を叩たたき込む必要があるだろう。

　銃弾は邪神に命中していた。

　弾はじかれることはなく、歪で醜悪な体にめりこんでいく。邪神の体からは血が噴ふき出し、肉が弾け飛んだ。

「効いてるぞ！　そのまま続けろ！」

　退魔士を率いる隊長が気勢をあげる。

　だが邪神はその歩みを止めることはなかった。

　ゆっくりと、だが確実に部屋の中へと進入してくる。

　攻撃は確かに効いている。だが仕留めるには至っていなかった。

　直接攻撃に切り替えるかどうか。

　彼らが悩み始めたところで変化が訪おとずれた。

　邪神が大きくなっているのだ。

　膨ふくれている。

　まさかと彼らが思った時には邪神は爆ばく発はつしていた。

　邪神は風船のように膨れあがり弾け飛んだのだ。

「倒たおした……のか？」

　血と肉が霧きりのように散乱し、邪神の様子がうかがえない。あるいは完全に消しよう滅めつした可能性もある。

　だが彼らはそこまで楽観的ではなかった。

　邪神の気配は消えていない。

　逆だ。その邪悪な瘴気は爆発的に増大していた。

　血けつ霧むがおさまっていく。

　そして三人の、人の姿をした何者かがあらわれた。

　一人は邪神の依より代しろとなった少年、六ろく原はら弘ひろ道みちだ。

　一人は下半身が蛇へびで、眼のない女。

　一人は翼を生やした痩そう身しんの男だった。

「三体だと？」

　隊長はたじろいだ。邪神が復活したならば負けだ。その先を考える必要などなかったのだが、まさか増えるとは思っていなかったのだ。

「なるほど、全部くっつけただけってのは、見た目も悪いし正直どうだろうと思っていたのだけど、三さん位み一いつ体たいだったのか」

　邪神の後ろ、扉から赤毛の少女が入ってきて言った。邪神に付き従っている者だろう。だが彼らはそんなものに構っている暇ひまはなかった。
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　まずは邪神をどうにかしなければならない。勝ち目がなかったとしても、少しでもダメージを与えておく必要がある。

「あのさ、何ばかすか撃うってんの？　痛かったんだよ、すごくさ」

　弘道が怒いかりをあらわにしている。

「その少年に攻撃を集中する！　全員近接戦せん闘とうに移れ！」

　隊長が日本刀を抜ばつ刀とうする。

　退魔士たちがアサルトライフルを捨て、各自が得意とする呪じゆ具ぐへと持ちかえた。

　弘道の姿が消え、僧そう兵へいの前に突とつ然ぜんあらわれる。

　僧兵は独どつ鈷こ杵しよを弘道に叩き付つけた。

「うん、それなりの霊気があるようだけどまったく痛くない」

「うわああああ！」

　僧兵は混乱し、何度も闇雲に叩き付けるが、弘道はそれを避よけようともしなかった。

「守りはこんなものか。攻撃はどうだ？」

　弘道が軽く手を振るう。それだけで僧兵の首が飛んだ。

「くそっ！　結界を張れ！　俺が次じ元げん斬ざんを使う！」

　隊長はただ攻撃するだけでは当たらないと判断した。弘道が移動した瞬間を捉とらえられなかったからだ。

「ああ、来なよ？　それも試ためしてやるから」

　弘道が余よ裕ゆうの笑みを見せ、手招きする。

　舐なめているなら好都合だ。バカみたいに喰くらってくれるなら勝ち目もある。隊長は弘道の気が変わる前にと駆かけ出した。

　一息に振ふりかぶり、振り下おろす。

　弘道はかわさなかった。

　隊長は勝利を確信した。

　次元斬は全てを切きり裂さく。どれほど頑強な体をしていようと関係がない。

　だが、弘道は刀を受け止めた。

「何!?」

「へえ。なんでも斬きれるのか。凄すごいね。けど日本刀じゃないと使えないのか。それは困るな。銃刀法違反になる」

　何がおかしいのか弘道は笑っていた。

「説明しとこうか？　あんたの能力を奪うばったんだ。うん、奪われる前に、俺に当てることができたら勝てたかもね？」

　弘道が刀を奪い取った。隊長にそれを妨さまたげることはできなかった。膂りよ力りよくが違ちがいすぎたのだ。

　奪った刀を弘道が適当に振る。

　剣けん術じゆつでもなんでもない、ただ振り回まわしただけにすぎないその一いち撃げきで隊長は両断された。

「もろすぎて、能力使うまでもないだろ」

　弘道は残念そうに言う。

　一番の実力者である隊長が倒されてもまだ、退魔士たちの士気は下がっていなかった。

　だが、弘道からすれば残りは雑魚ざこばかりということなのだろう。

　途端にやる気のない顔になった。

「あとは全員死んどけよ」

　弘道の左手が光る。横よこ薙なぎとともに放射された閃せん光こうで、その場にいた退魔士全員の上半身が消し飛んだ。
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　邪神の力は圧倒的だった。

　復活を成し遂とげたということなのだろう。

　だが、それにしては随ずい分ぶんと卑ひ近きんな、人間らしい有様だと言わざるをえなかった。

「ああ、これはまずいなー、手加減しないと坂さか木き雄ゆう一いちなんかすぐに死んじゃいそうだ」

　せせら笑っているその態度に、エンデは神性を感じることができなかった。

「なんだか、邪神が復活したというわりには、六原弘道の部分が大きすぎるように思えるんだけど、ボクの気のせいかな？」

　エンデは邪神に近づいた。

　痩身の男と蛇の女はじっとしたままだったので、その横を通り過ぎ弘道へと歩み寄る。

「んー？　俺は六原弘道じゃないぞ？　ただ元々俺には個性なんてものがないからな。ただの人類を滅めつ亡ぼうさせるという意思でしかない。だから何かを元にしないと、その意思を遂すい行こうするだけの自己を確立できないってことだよ」

　邪神は復活の過程で依代の影えい響きようを受けるようだ。

　それならそれで都合がいいとエンデは考えた。

　なぜなら邪神には雄一と戦う理由などありはしないからだ。復活して即そく座ざに人類滅亡のために動き出す可能性は高かった。

　だが弘道は雄一に恨うらみがある。そして弘道の影響を受けた邪神は雄一を倒すつもりがあるようだった。

「ところでどうやって人類を滅亡させるつもりなの？　さっきの戦いを見てる限りだと確かに強いとは思うけど、あんな調子で全人類を殺して回るつもりじゃないでしょうね」

「まさか。けれど今の人類を絶滅させるなんてのは比ひ較かく的てき簡単だろう？　何せ自分たちでせっせとその手段を作り上げているんだ。それを利用するためにはそれなりの強さがあれば事足りる」

　大量破は壊かい兵器のことを言っているのだろう。実際、今の人類は薄はく氷ひようの上に立っていると言える。

　大国同士がお互たがいに武器を突つきつけた上での平和だ。何かの間ま違ちがいから、なし崩くずしに報復の連れん鎖さが始まる可能性はゼロではない。

　そして邪神はそれをやれると言っているのだろう。

「さてと。とりあえずお前は死んどけ」

　エンデはその可能性をまるで考えていなかった。

　どうせ自分は死なないし、邪神にあえてエンデを殺す理由はない。そう思っていたのだ。

　だが唐とう突とつに胸が熱くなった。

　突然に生じたそれが、痛みだと思い出だすのにエンデは多少の時間を要した。

　確かく認にんする。

　弘道が付きだした刀が突き刺ささっていた。

「ああ、次元斬を使えば確実だったのかな」

　刀が引き抜ぬかれる。

　エンデは後あと退ずさった。

「お前らアウターは神を気取ってるようだけどな、俺からすればお前らも絶滅させるべき人類の一部だ。殺せる機会があるなら殺すに決まってるだろ」

　こんな未来はなかったはずだ。まったく予想のできない展開にエンデは戸と惑まどった。

　突然暗闇に放ほうり込こまれたような感覚に眩暈めまいがする。

「強制的に可能性を収束させた」

　そう言ったのは、これまで身動き一つしなかった邪神の一体。痩身の男だった。

「あらあらあら？　随分と驚おどろいちゃってどうしたの？　いざこうなってみると死ぬのが怖こわいのかしら？」

　嬲なぶるように言うのは、半身が蛇で眼のない女だ。

　エンデは普ふ段だんから生きるのに飽きたなどと嘯うそぶいている。

　それは本心からだったが、死に直面した上で更さらにそう言いつのれるかとなれば話は別だろう。

「ははっ、ちょっとびっくりだよ。案外怖いものだね、これは」

　強がりを言いながらさらに距離をとる。

　幸い心臓は外れていた。肺に穴が空いたとなれば大おお怪け我がだが、アウターならこれぐらいでは死にはしない。

　だが生きていられるのも次の攻撃までの間だろう。邪神の能力を知った今、逃れる術すべを思い浮かべることができなかった。

　諦あきらめたかけたその時、ドローンが邪神とエンデの間に割って入った。

「逃にげるのよ！」

　睦むつ子この声を合図にドローンが一いつ斉せいに輝いた。邪神に向けて光を放ったのだ。

　エンデは入ってきたのとは逆の扉へと走った。

「ちっ！」

　邪神が悔くやしげな声を上げる。単純な手だが意外に効果があったようだ。

「どう!?　太たい陽よう拳けんは結構格上の相手にでも効くってのがセオリーってものだわ！」

　睦子が誇ほこらしげに言っている。

　睦子を置いていっていいのかと一いつ瞬しゆん迷う。だがここに残ったところで、今のエンデにできることはない。

　エンデは扉を出て逃げ出した。
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　厚手の布の中で雄一は回転し、すぐに二階に辿り着いた。

　人が二人倒れていた。

　先に入った退魔士の連中だろう。

　外傷はなさそうだが死んでいるようだった。

「お前らがやったのかよ」

　以前入った時ほど多いわけではないが、古びた教室の中には悪あく霊りようがたむろしている。

　その悪霊たちは雄一を見ると蜘蛛くもの子を散らすように去って行った。

　どうやら以前さんざんな目にあったことを覚えているようだ。

　背後を確認する。追っ手のくる気配はない。

　雄一は教室を出た。

　木造の廊ろう下かが延びている。明らかに星せい辰しん高こう校こうとは異なる造りだが、どこへ行けばいいかはすぐにわかった。

　新しい足跡がある方へ行けばいいだろう。

　たまに襲おそいかかってくる悪霊を蹴散らしながら、雄一は進んだ。

　廊下はカーブを描えがいていて見通しが悪い。構造が違うどころの話ではなく、こんな建物は世界のどこにもないだろうと思われた。

　進むほどに血と錆さびと焦こげ痕あとが増えていき、異様な雰ふん囲い気きを強めていく。

　――螺旋になっているのか。一本道だけど、どの教室が出口かわかるのか？

　先ほどからずっと、右へ右へと廊下は曲がっていた。

　おそらくはこの螺旋の中心部に何かがあるのだろう。

　進んで行くと、うずくまっている人ひと影かげが見えた。

　おそらく先に入った退魔士だろう。生きているなら放ってもおけない。そう思いながら近づいた雄一だが、意外な人物の登場に目を見開いた。

「やあ」

　エンデが苦しげな様子で顔を上げた。

　服が血で汚れている。怪我をしているようだった。

　弘道と睦子の姿はない。なぜここにエンデが一人でいるのかと雄一は訝いぶかしんだ。

「最終決戦するって言うから来てやったのに、まるっきり意味がわかんねーんだけど」

　だが、高校生になってから巻き込まれた事件は大たい抵ていの場合よくわからないことになっている。今さらのことかもしれなかった。

「ははは、参ったよ。裏切られたんだ」

　嘘ではないようで、雄一をはめるための罠わなということではなさそうだった。

「もしかして姉ちゃんか？」

「まっさきに姉を疑うあたり、君も案外ひどいな」

「姉ちゃんならやりかねないだろ」

「復活した邪神にやられたんだ。いや、さすが神を名乗るだけのことはある。アウターだと過信していたばかりにこれだ」

「大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　雄一はエンデのそばにしゃがみこんだ。

　血の出ているあたりを確認するために、服をまくりあげる。右みぎ乳ち房ぶさの上部を刺されたようだ。

　アウターだからなのか傷口はふさがりつつあるようだが、あまり無理はさせないほうがいいだろう。

「君、今すさまじくナチュラルにセクハラをやってのけたね」

「医者が女の裸はだかを見ていちいち騒さわぎ立てるのかよ？　それと同じことだろ」

「まあこっちもすれっからしのとうのたった女だ。騒いだりはしないよ」

「治るんだろ？」

「ああ。多少調子は悪いが放っておけば治る。さて、ちょっとばかり忠告をしたいんだけどいいかな？」

「なんだよ？　そんな気安い仲だったか？」

「まあ君からすればそうだろう。けれど、ボクはこれまで君の活かつ躍やくをずっと見てきたファンだったりするんだよ」

「ファンがこんなまわりくどくてややこしいことすんのかよ」

「そりゃそうさ。例えば無敵のヒーローが活躍するコミックがあるとして、そのヒーローが戦いもせずにだらだらとしてたら、ファンとしては納なつ得とくがいかないだろ？　強敵と戦えよ、ピンチを切り抜けろよ、そう思うだろ？」

「お前らのその物語に喩たとえるやつはもううんざりだな」

　仮にこの世界が物語の中だったところで、だからどうしたという話だ。

　たとえそうだったとしても、雄一のすることは何一つ変わらない。そんな事実には何の意味もないからだ。

「君は今、坂木睦子の世界から切り離されている。つまり、君のお姉さんが思い描く通りに弟が活躍するなんていう世界観の恩おん恵けいは受けられなくなっているのさ。このまま行けば為なす術すべも無く殺されることだろう」

「俺を倒したいんじゃなかったのか？　お前は裏切られたかもしれないけど、もし俺が負けるならそれで目的は達成できるだろ」

「なんだかどうでもよくなってしまったよ。退屈だ、することがないなんて言っておきながら、こうやって危機に陥おちいっている。世界はまだまだ未知で満ちているわけだ。高校生で遊んでる場合でもないと思ってね。それに睦子くんには恩がある」

「何があったんだ？」

「殺されかけたときに睦子くんに助けられた。だから忠告しよう。今の君では勝てない。だが、このまま引き返せば君の命は助かるだろう。君が守りたいと思う数人を引き連れて学校を脱だつ出しゆつすればいい」

「あほらしい」

　雄一は一言で切って捨てた。

　そんなことをするぐらいなら、こんなところまでわざわざやってはこない。

　それに今の話だと姉を見捨てることになる。雄一はそんなことは考えもしなかった。

「ま、そう言うとは思ってたんだけどね」

「だったらなんでそんなこと言った」

「勝てないからだよ。念のために言っておくと、この先にいる睦子くんと合流したからって、世界観はすぐに戻らない。それを当てにして戦っても無む駄だだよ」

　雄一はエンデが何を心配しているのかまるでわからなかった。

　睦子の世界から切り離されたなどというが、それといった自覚症状はないし、自分が弱くなっているとも思えなかったのだ。

「六原はどうした。願いはかなったのか？」

　どんな願いでもかなうという話だった。すべての願いがかなうなど普ふ通つうならならあり得ないことだが、邪神にそれができるというなら戦いにすらならないだろう。

「弘道なら死んだよ」

「六原の願いって、安らかに眠りたいとかそんなことか？」

　そんなわけはないと思いながらも雄一は聞いた。

「彼かれの願いは邪神となって世界を滅ぼすことだよ。その願いはかなったね。自らの体を依代に邪神を顕けん現げんさせたんだ」

「あいつにそこまでの破滅願望があったのか？」

　卑屈な性格をしているようには見えた。だが、そこまで大それたことをするようにも思えなかったのだ。

「神じん器ぎを体に多数取り込むと破壊衝しよう動どうが強くなるんだ。そして人類絶滅ばかりを願うようになる。そういう仕組みらしい」

「……そんなオチかよ。詐欺くせーな」

　神は一方的に約束を反ほ故ごにはできないので、こんなことをするのかもしれない。

　だが、これではもにかの望みはかなわないし、雄一の当初の目的だったソウルリーダーを消すことも実現できない。

「ふふっ。睦子くんも似たようなことを言っていたよ。姉きよう弟だいは考え方も似るのかな？」

　似ていると言われて少しむっとした雄一だが、今の話からすると邪神は万能ではないらしい。

　――ま、そもそも万能なら封ふう印いんされてねーよな。

　真に万能なら、とっくの昔に人類は絶滅しているだろう。ならば太た刀ち打うちの余地はあるのだ。

「このまま進めば邪神がいるのか？」

「そうだね。この先も一本道だ。突き当あたりに扉がある。ボクを追ってくる様子はなかったら、まだそこにいるだろう」

「俺は行くけどどうする？」

　こんな場所に一人残していくのは多少気がひける。アウターなら大丈夫なのかもしれないが、それでも雄一は聞いた。

「連れて行ってもらってもいいかな。一度逃にげ出しておいてなんだけど、やはりどんな結末を迎むかえるのかが気になって仕方がない」

「わかったよ。どうなるかはわからないけど、隅すみっこの方にでもいてくれ」

　雄一はエンデを背負った。小こ柄がらなのでそれほど苦でもない。

　雄一は螺旋状の廊下を歩き続けた。

　道すがらエンデは邪神について知る限りの情報を教えてくれた。鵜う呑のみにはできないが心に留めておく価値はあるだろうと雄一は考えた。

　しばらくして突き当たりに辿たどり着く。

　そこには扉があった。

　木製で横開きの、どこの教室にでもあるなんの変へん哲てつも無い扉だ。

　雄一は扉を開いた。

　円形の小規模な空間だった。

　様子はこれまで歩いてきた廊下とは一変している。

　壁と床ゆかは石造りで、豪ごう奢しやでありながらも静せい謐ひつさをたたえたその空間はまさに神域と言っていいのかもしれない。だが、そこには血けつ臭しゆうが満ちていた。

　邪神の神域ならばこそかもしれないが、死体がいくつも転がっている。大半は下半身のみという異様な姿になっていた。

「ああ、もう待ちくたびれちゃったわ！　こんな何もないところで一体何をしていろって言うのよ！」

　部屋の中程から睦子の声が聞こえてきた。

　正面。部屋の中程にある十じゆう字じ架かに睦子は縛しばられている。

「何やってんだよ、姉ちゃん……裏切られてんじゃねーかよ……」

　手足と胴どう体たいが鎖くさりで縛られている。乱暴に扱われたのか血がにじんでいた。

　十字架の前には三人が立っている。これらが邪神なのだろう。

　刀を持った六原弘道。

　翼の生えた痩身の男。

　下半身が蛇で眼めのない女。

　それぞれが禍まが々まがしい雰囲気をたたえていた。

「言い忘れていたけど、邪神は三体になった」

　背負っているエンデが言った。

「まあ、見りゃわかるしな」

　雄一はエンデを下ろした。部屋の中では危険かもしれないが、結末を見届けたいと言っているのだからこうするしかないだろう。

「なあ？　なんでうちのバカ姉ちゃんはそんなところでふんじばられてんだ？」

「なんなのゆうくん！　バカって言うほうがバカなのよ！」

　いつもの勢いがないのは、睦子も自業自得と思っているためかもしれなかった。

「なに、辿り着いたら死んでしました、というのも面おも白しろいかとは思ったけどね。でもそれよりも、間に合っても助けられなかったという絶望の方がより深くなると思わないか？」

　弘道の顔をした少年が、弘道の声で喋る。

　しかし弘道はすでに死んでいて、これは弘道の影響を受けて誕生した邪神だとエンデは言っていた。

　雄一は邪神と戦うのはやむにやまれぬからだと考えていた。

　学校の人間の命がかかっているのだから、成り行き上見捨てるわけにはいかない。これは半ば義務的なものだ。

　だが今は違う。

　縛られ、いつもの元気を失っている睦子を見た瞬しゆん間かん、これは雄一自身の戦いになっていた。

　怒おこっていた。

　姉をこんな目に遭あわせた奴やつらをぶちのめす。即座にそう決意していた。

　雄一はごく自然な足取りで、弘道に向かって歩いていた。
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「この前は俺おれの分身が世話になったようだけど、同じことをやってみる気か？」

　アバターとの記き憶おくは共有されている。

　雄一が以前に何をやったかは覚えていた。

「へえ、随分と怒ってるみたいだ」

　雄一は怒りを隠かくそうともしていない。だが自じ暴ぼう自じ棄きというわけでもなく、所作には落ち着きが見られた。

　だが何をしようと無駄だ。速さが自じ慢まんのようだが、それが能力なら奪えばいい。

　雄一がスキルイーターの間合いに入る。

　スキルイーターを発動し、そして雄一の拳こぶしが弘道の腹にめり込んでいた。

「は？」

　スキルが奪えない。防ぼう御ぎよを貫かん通つうされている。意味がわからなかった。

　防御力なら先ほど確かめた。何度攻こう撃げきされようと痛つう痒ようすら感じていなかったはずだ。

　だが邪神は、弘道の体は苦痛によろめいた。

「そもそもスキルってなんだよ？　技術って意味ならそれを人から取り上げるなんてできるわけねーだろ」

　邪神の疑問に答えるように雄一が言う。

「くそっ！」

　邪神は刀を振るった。

　次元斬。このスキルを前に防御は全て意味を無くす。相手が何者だろうと、確実に効果を発揮する。

　だが雄一は、半身になってそれをかわした。

　同時に蹴けり。

　弘道の手はその衝しよう撃げきに耐えきれず、刀をはじき飛ばされた。

　邪神は呆ぼう然ぜんと弘道の手指を見た。ありえない方向へとねじくれている。

「なんでも斬れるからどうしたよ？　当たりゃ死ぬのはただの刀だろうと、銃弾だろうと一いつ緒しよだろうが」

　雄一の力は常じよ軌うきを逸いつしていた。

　ありえない。

　邪神は混乱した。

　弘道と混ざり合い、随分と下げ卑びた思考をするようにはなったが、神は神だ。

　人間に後れを取るなどありえるはずがない。

　だが邪神は雄一の動きについていけなかった。

　折れた指で拳を作り、力任せに殴なぐりつける。人の頭を吹き飛ばす威い力りよくだ。当たれば終わる。

　だが雄一はそれを躱かわさない。

　真まっ直すぐに踏ふみ込み、手刀を突き出す。

　雄一の腕うでが弘道の突きをそらしながら進む。

　弘道の膝が崩れた。雄一と接せつ触しよくしただけでバランスが崩れたのだ。

　雄一の手刀が弘道の胸を貫つらぬいた。

　肋あばらを砕くだきながら、心臓の下へと潜もぐり込み、そこにある核かくを掴つかみ取とる。

「はずれか」

　握にぎり潰つぶしながら雄一が言い、途と端たんに弘道の目の前から消え失うせた。

　爆発的な音とともに石いし畳だたみが砕けている。

　邪じや神しんは、蛇女が持つピット器官で雄一の位置を探ろうとしたが無駄だった。

　蛇女の体は両断されていたからだ。腹のあたりにあった核を切り裂かれていた。

　邪神は翼つばさの男の目で雄一を見た。

　雄一はすでに攻撃を終えていた。

　鋭えい利りな刃は物ものが翼の男の背から突きだしている。

　雄一の肘ひじから伸のびた刃が、男の心臓を貫いていたのだ。

　それこそが邪神の三身を制御する真の核だった。
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「なんだこれ？」

　エンデはぽかんとした顔で、睦子を助け下ろす雄一を見つめていた。

　睦子の影響下にない雄一に、睦子の望むように活躍する能力はないはずだった。今も雄一と睦子の間に世界観の影響はない。

　だが雄一は実にあっさりと邪神を仕留めてのけた。

　核を潰されては復活もままならない。

　ここに邪神は滅ほろんでいた。

　雄一と睦子がやってくる。気付けばエンデは螺ら旋せん状じようの廊下を出口に向かって歩いていた。

「これはどういうことなんだ？」

　どうにか気を取りなおしたエンデは隣となりを歩いている睦子に聞いた。雄一は警けい戒かいのためか、少し先を歩いている。

「ああ、これはあれよ。少年漫まん画がでよくある、実は封印でした！　ってやつに決まってるじゃない！」

「はい？」

「ゆうくんはなんていうのか、天才なのよ」

「いや、そんな一言で済むような話じゃ……」

　確かに天才ではあるのだろう。だが、それだけで神すら倒すと言われて納得できるわけがない。

「だから私はこう思ったわけ！　このまま何をやっても簡単になんでもできちゃう子に育ったら、教育によくないんじゃないかしら？　人は一所懸けん命めいに努力して、歯を食いしばったり、挫ざ折せつしたり、立ち直ったりするべきなのよ！　そう思ってたら、そんな風になっちゃったってことなの！」

　世界観保持者の世界観は、その人物の思想や意思の影響を多分に受ける。

　睦子の『努力だけが報われる残ざん酷こくな世界』ができあがった理由はそういうことなのだろう。

「そんなんで納得できるわけないだろ！　ただの天才が物語の『主人公』を倒せるってのか!?　太古から存在し続ける邪神を倒せるって言うのか!?」

「そういえば、あなたはソウルリーダーを使えるのよね？　それでゆうくんを見たらどうなってるのかしら？」

「そんなもの『ゆうくん』としか出ていなかった！　まるで意味をなしてないんだ！」

「それは、私を中心とした見方よね？　他の視点はないのかしら？」

　エンデはソウルリーダーを起動し、前方を歩く雄一を見た。

　雄一のように不完全ではないので、オンオフは自在だし、表示される情報も詳しよう細さいになっている。




『最後に立っている者：人類の最終存在。現状の、人類を中心とした世界の守護者。起源を改変し、神々や幻げん想そう世界を中心に世界を再構成しようと目もく論ろむ者たちの前に立ちふさがる者』




「大げさすぎる！　なんなんだよ、これは！」

「神だろうと妖よう怪かいだろうと化け物だろうと異世界人だろうと、普通のなんのとりえもない人間が『想像』によってつくりあげた『妄もう想そう』でしかない。人間がいないことには存在しない者たちなのよ。そりゃね、彼らは設定としては人類が生まれる前から存在してた……なんてことになっちゃうわけなんだけど、果たして人間抜きで彼らは存在できるのかしら？　そこまで強固な存在なのかしら？」

「……坂木雄一は、彼らを否定できるということなのか？」

「そんな大きな話でもないと思うのよね。たとえば魔ま法ほうが使える世界と、使えない世界があって、その二つがぶつかりあったならどうなるのかしら？」

「世界ワールドコ衝突ンフリクトだろう。弱い方が吸収されて統合されてしまう。大抵の場合は特とく殊しゆな世界の方が強力だ。この場合なら魔法世界で上書きされることになる」

「そうね。一見そのように見えるし、ゆうくんも神や妖怪や魔法を否定してはいない。けどね、これはそんなに一方的なものじゃないの。統合ということは二つの世界が入り交じり、新たな世界になるということ。そして、ゆうくんはね、倒たおせない敵がいるなんてまるっきり思ってないのよ」

「まさか……坂木雄一は自分が無敵な世界でも創造しているというのか？」

「そこまでじゃない。けれど勝てる可能性が残るようにすることができる。そして！　ゆうくんは勝てる可能性がある相手になら必ず勝つのよ！」

　どこまでもまっすぐで絶対的な自信を、睦子は持っているようだった。

「なんなんだよ……だったら『努力だけが報われる残酷な世界』って意味あるのか？」

　だから坂木雄一は強いのだとエンデは思っていた。努力をした者が強い世界で、努力をしていない者を倒せるのだと。

「それは修しゆ業ぎようのためよ！　そして解放されたときに、努力に才能が加わればさらに強くなるに決まってるわ！」

「身も蓋ふたもないな……」

　まだ納得はできていないエンデだが、事実坂木雄一が勝ってしまったのだから受け入れざるをえないのだろう。

「けど、まだ疑問があるんだけどいいかな？　じゃあ君は、坂木睦子は何者なんだ？　なぜこんなことを知っている？　なぜ坂木雄一に無む茶ちや苦く茶ちやな修業を強しいているんだ？」

「ふふっ！　それはセカンドシーズンがあれば教えてあげるわ！」

　睦子はエンデをけむに巻いて、雄一へと駆け寄った。

「ゆうくんがセイバーを使ってくれてお姉ちゃんはとっても嬉うれしいわ！　なに？　前から使ってみたかったの？」

「うっせーな！　相手が何かわかんねーから、とりあえず手持ちの中で一番無難そうなのを持ってきただけだっての」

　雄一の腕には睦子が作製した、セイバーと呼ばれる武器が装着されていた。腕の側面にそって刃が肘の先にまで伸びている。

　使用時に展開できるものなので、装備したままやってきて、止とどめに使ったのだろう。

「ああ！　なんで外すの!?　恥はずかしがらなくてもいいじゃない！」

「邪じや魔まなんだよ！　相変わらず元に戻せねーじゃねーか！」

　雄一は苛立たしげにセイバーを外し、足元に叩たたき付つけていた。







エピローグ　やっぱり雄ゆう一いちの戦いはこれからも続く







　その後、邪神に関かかわる事件はあっさりと収束した。

　六ろく原はら弘ひろ道みちは死んだはずだったが、邪神の三身の一つとして蘇よみがえり、核を壊こわされたことで人間として復活していた。

　身体的には多少頑がん丈じような体を持っているに過ぎず、邪神の力は欠片かけらも持ち合わせてはいなかった。雄一に対して多大な恐きよ怖うふを抱いだいていて、今後余計なことをすることはないはずだ。

　神じん器ぎは邪神とともに消しよう滅めつしたので、神器争そう奪だつ戦せんは完全に終結を迎むかえたことになる。

　武たけ井い亮りよう磨まは全すべての力を失い入院していた。

「一昔前なら復活できたかもしれないけどね。今はもう駄だ目めだよ。ここまで情けなく負けたら読者がついてこない。主人公失格ってわけだ。まあちょっと悪いことしたかなって気はするから、少しは面めん倒どうをみてやろうと思ってるよ」

　とエンデは語っているが、亮磨の境きよう遇ぐうに対してちょっと悪いとしか思わないエンデはやはり人でなしなのだろう。

　学校では、どこにもいなかったはずの凶きよう悪あく犯はんが逮たい捕ほされたことになり、公安を名乗った者たちはすぐに学校から引き上げていった。

　結局、午後の授業が少し潰れたぐらいで済んだのだ。

　だが念のためにということか、学校は一日休校となった。

　人類滅亡の危機だった割には、その影えい響きようは極小規模だったと言えるだろう。

　そして生徒たちも済んだことをいつまでも気にしてはいられなかった。

　すぐに二学期の期末試験が始まろうとしていたからだ。







　雄ゆう一いちはいつものように愛あい子こと登校していた。

「これでようやく俺もわけのわからん事件から解放されるってことだと思うんだよ！」

　気分のいい雄一は少しばかりはしゃいでいた。

「そう？　私はそんな気がまったくしてないんだけど？」

　愛子は実に疑わしげな目をしていた。

「そりゃさ、今すぐ何もかもってのは無理だと思うけど、もうソウルリーダーはないんだ。これ以上余計なことには巻き込こまれないって」

　結局、弘道を倒しても、奪うばわれたソウルリーダーは雄一に戻もどってはこなかった。

「あの、何もかもがソウルリーダーのせいだったわけでもないような」

「そうかあ？　大体あれのせいだと思うんだけど――」

　納得のいかない雄一だったが、唐とう突とつにあらわれた、目の前にいる人物に言葉を失った。

　派手な着物の女だった。

　頭にかんざしをザクザクとさし、花で飾り付けている。

　着物は冬だというのに肩かたを出すように着き崩くずしていて、爛ただれた色いろ香かをまき散らしていた。

　そして日本人ではないようだった。瞳ひとみが青い。顔の造りも西せい欧おう系けいだろう。

「……なあ、絶対おかしな人だから目を合わせんなよ！」

　雄一は小声で、だがしっかりと愛子に釘くぎを刺した。

　登校や通勤をしている人々も関わり合いになってはまずいと思っているのか、大きく避よけるようにしている。

「え？　でも、なんかものすごい目力で私の方を見てるんだけど……」

　無理だった。

　これを無視するにはとてつもない力ちから業わざが必要になる。

「主あるじ様さまよ、お久しぶりでございます」

　その花おい魁らんのような女は真っ直ぐに愛子を見て、目を潤うるませながら近づいてきた。

「その、どなたですか？」

　すると女はショックを受けたのか、途端に涙なみだをこぼし始めた。

「あ、その、すみません。でも本当にわからないんですけど」

「いえ、いえ！　主様が私ごときを覚えていらっしゃらないというのは至極当然のこと。その程度のことで心乱す私が愚おろかなのでございます」

「あの、顔をあげてください。困ります！」

　朝の往来で花魁姿の女が泣きながら女子高生に頭を下げている。滅めつ多たに見ることのできない光景だろうが、巻き込まれてしまうとたまったものではなかった。

「あの、よくわかりませんが、ちょっと人のいないところに行きませんか？」

　雄一は面倒なことになったと思いつつもそう言った。今さら無視して逃げられそうにはないが、目立ち続けるのは困る。

「主様？　この家か畜ちくはなんでございましょう？　主様の許しを得ずに口を開いたようですが」

「え？　何を……」

　愛子は何を言われたのかわかず、呆ほうけたような顔になった。

「顔で選ばれたのですか？　しかし、だとしても躾しつけがなっておりません。いえ、これは主様を批ひ難なんしているわけではなく、その家畜に家畜としての資質がないのでしょう。つまり主様にふさわしくないのです」

　途端に女は鬼き気き迫せまる表情を見せた。

「え？　なに？」

　まったく脈みやく絡らくも無く、突とつ然ぜん殺意を向けられて雄一は戸と惑まどった。

　いつ何がやってきても対応できるようにと心がけてはいるが、こうまでいきなりだと冷静さを保つのが難しい。

「差し出がましいとは重々承知しております。ですがこのような者が主様の後ろを歩くなど！」

「ローラ！」

　激げつ昂こうする女と雄一の間に犬が割って入った。

　人じん狼ろうのネロ。その犬形態の姿だ。

「ほほう？　ネロごときが何をしにきた？」

「え、あの、私何がなんだかまったくわからないんだけど？」

　愛子が不思議そうに聞いた。

「こいつはローラ。愛子様の眷けん属ぞくの一人です」

「ああ、そういやそんな話もあったような……」

　確か愛子には十二の眷属がいるという話だった。

「雄一！　ここは私がおさえる。お前は愛子様を連れて先に行け！」

「まあ、そういうことならお言葉に甘えて、ほら行こうぜ」

「え？　この状じよう況きよう放っておいていいの？」

「泣きながら女子高生に頭を下げる花魁から、犬と喧けん嘩かする花魁に変わったところで大した違ちがいはないだろ」

　雄一は愛子の手を取って来た道を戻り、別の経路で学校に向かうことにした。







　学校につき、教室に入るところで雄一は声をかけられた。

　柳やなぎ沢さわ小こ雁がんだった。

「ちょっと話がしたい。いいか？」

「ああ、構わないけど」

　これまでほとんど話したことはなかったが、心当たりは一つある。

　この間の教室でのことだ。雄一はタクティカルペンを投げつけて、それを柳沢に気付かれている。

　愛子を先に行かせて二人は廊ろう下かの隅に移動した。大声を出ださなければ周りに話は聞こえないだろう。

「で、話ってなに？」

「壇だんノの浦うら千ち春はる」

「え？　なに？」

「知ってるだろ？」

「そりゃ知ってるけどさ、それがどうしたんだ」

「別れてくれ」

「はい？」

　全く予想外の言葉に雄一は戸惑った。

「俺が千春を好きなのは知ってるだろ!?」

「知らねーよ！　大体お前と話したの今日が初めてなんじゃないのか？　大体別れろってなんだよ。なんでお前にそんなこと言われなきゃいけねーんだよ」

「そうか……じゃあ力ちから尽ずくってことになるぜ？」

　途端に柳沢の目付きが変わり、殺気を叩き付けてきた。

「いやいやいや、そもそも別れるもなにも付き合ってないから。関係ないから」

「本当か！」

　すると柳沢はとてもいい笑え顔がおを見せた。ものすごく単純な奴らしい。

「だいたいなんでそんな話になってんだよ」

「千春が言ってたんだ。坂さか木き雄一のハーレムに入ってるって」

「すさまじいまでの風評被害を受けているんだが、訴うつたえてもいいか？」

「女を大勢囲ってるような奴に千春は任せておけないって思って……けど違うんだよな？」

「絶対に違う。てか、柳沢は壇ノ浦さんとどういう知り合いだよ」

「幼なじみなんだ。お互たがい家が古い道場でな。家同士でも仲良くやってるんだよ」

「よし、応おう援えんしてやる！」

　千春が今後もハーレムだなんだと言ってくるのは実に面倒くさい。それならばこいつにしっかりと押おしつけておこうと雄一は考えた。

「そうか！　いや、いきなりこんなこと言ったのに、お前いい奴だな！　知らなかったぜ！」

「まあ、話したことないからな、知らないだろうな」

「これからよろしくな！　先に戻っとくぜ！」

　柳沢は雄一をおいて教室に戻っていった。

「ま、何もなくてよかった」

　ほっとして雄一はそうつぶやいた。

「ところがそうはいかないんだよ」

　声の方を見た。

　星せい辰しん高こう校こうの制服を着たエンデがそこに立っていた。

「えーと、どういうこと？」

「転入してみた」

「軽いな！」

「ま、このぐらいのことは造作もないよ」

「で、そうはいかないってなんだよ？」

「千春くんを巡めぐって色々とあって、結局柳沢くんと戦うことになる……とこの本には書いてある。見たいかい？」

　そう言ってエンデは手にしていた文庫本を見せた。

「未来がわかるって本か。でもそれ確実じゃないんだろ？」

「まあね。些さ細さいなことですぐに未来は変わってしまうから、それほど当てになるものじゃないけど」

　しかしそう言われてしまうと、戦う運命にあるのかと思わされてしまう。

　どうしたものかと悩なやんでいると始業のチャイムがなったので、雄一は慌あわてて教室に向かった。







　昼休み。雄一は昼食を買いに学食に向かった。

　パンを買っていると隣に佐さ伯えき翔しよう太たが立っていた。

「佐伯は弁当じゃないのか？」

「まあな……なあ、ちょっと話があるんだけどいいか？」

「いいけど、なんだよ」

　翔太は雄一の前の席だ。話ならいつでも出来るはずだが、妙みようにもったいぶっている。

　雄一と翔太はパンを買い、中庭に向かった。

　適当なベンチに一緒に腰こし掛かける。

「で、なんだよ？　教室じゃできない話か」

「どう言っていいのかな、もうまるで意味のわかんねー話で、きっと頭がおかしいと思われると思うんだけどさ」

「まあ言ってみろよ。うちは姉ちゃんがあれだからな。おかしなことを言う奴には慣れてる。どんなことでも最後まで聞かずにバカにしたりしーねよ」

　翔太は明るい奴ではあるが、荒こう唐とう無む稽けいな与よ太た話ばなしをするタイプではない。ちゃんと最後まで話を聞いて判断すればいいだろう。

「宇宙人がやってきたんだ」

「うん？」

「やっぱりバカにしてるだろ！」

「いや、バカにしてるとかじゃなくて突とつ拍ぴよう子しがなさ過ぎて驚おどろいただけだ。続けろよ」

「昨日練習の終わり際にさ、宇宙人がグラウンドに来たんだよ」

「いいか、バカにしてるんじゃないぞ？　なんで宇宙人だって思ったんだ？」

「ＵＦＯなのかな？　空飛ぶ円えん盤ばんが校庭に下りてきたんだ」

「ほう」

「そっから宇宙人が下りてきてな」

「宇宙人ってのはどんな姿なんだ？」

「地球人と変わりなかったな。肌はだがちょっと青黒い感じか。夜だったからあまり自信ないけどな」

「その宇宙人が遠い宇宙からわざわざやってきて、星辰高校のグラウンドになんの用なんだよ？」

「あ、やっぱバカにしてるだろ！」

「してねーよ。してるとしたらその宇宙人をだよ。で、なんの用だって？」

「地球侵しん略りやくに来たらしい」

「じゃあ地球は終わりだな。どこから来たかはしらねーけど、宇宙からやってくるような技術力の持ち主にかないっこない」

「それがな、そいつらが言うには宇宙連盟みたいなものがあってだな、そいつらはそこに加入してるってことなんだけど、そうすると全面戦争が禁止されるってことなんだよ。代わりにルールを決めた小規模な戦いで決着を付けるってことになっててな」

「何かで聞いたような話だな」

「俺たちがサッカーで宇宙人と勝負することになったんだ。どうしたらいいかわかんなくてさ、俺の足に地球の全てがかかってるって言われても困るんだよ」

「そりゃ困るな」

　そうとしか返せなかった。

「まあ、実際宇宙人に会いはしたんだけどさ、話しておいてなんだけど、自分でも信じられないんだよ。けど、まあ最後まで聞いてくれて助かった」

　そう言って翔太は立ち上がった。口にだすことで多少心の整理はできたのだろう。

「なあ。その勝負って俺が見にいってもいいのか？」

「どうだろうな。部外者は駄目かもしれねー」

「だったらさ、補欠でもいいから俺を選手登録するみたいなことはできるか？　疑ってるってことじゃなくてさ、純じゆん粋すいに興味があるんだけど」

「そうだな、公式戦ってわけでもないし、参加選手について条件も特につけられてない。ちょっと確かく認にんしてみるよ」

　翔太が立ち去る。

　妖怪や神がいるなら宇宙人がいたっておかしくはないのかもしれない。そう雄一は考えた。







　教室に戻ると浜はま崎さき友とも美みが血相を変えて迫せまってきた。

「大変なの！　偽にせ者ものグランプリが開かい催さいされて、それでその賞品が――」

「あー、お前の話はいいや」

「ちょっと！　それどういうこと!?　今回はマジなんだって、協力してよ！」

「また今度な」

「絶対だからね！　後でお店に来て！」

　確かに友美の表情は今までになく深刻そうだった。帰りにニーハオ・ザ・チャイナによってみようと雄一は心に留めた。

　雄一は席に戻った。

　するとすぐに片かた桐ぎり杏あんがやってきた。雄一が帰ってくるのを待っていたのだろう。

「片桐さん、どうしたの？」

「ちょっといい？」

　雄一は杏に手をつかまれ、有無を言わさずに屋上まで連れて行かれた。

「どうしたんだよ。俺に用って珍めずらしいよな」

「拓たく郎ろうが見当たらないの！　何か心当たりはない？」

　いつになく杏は焦しよう燥そうしていた。

　小お田だ拓郎は雄一の中学時代からの友達だ。高校に入ってからは杏と付き合うようになったため、話をする機会は減ったが、それでも雄一は今でも友達だと思っている。

「さあな。いつからだよ」

　確かに今日は休みのようだったが、一日ぐらい突然風邪かぜで休むこともあるだろう。それほど雄一は心配していなかった。

「昨日の夜から連れん絡らくが取れないの。具体的には十九時以降」

「なんでそんなことわかるんだよ」

「一時間ごとに電話してるから。十八時の電話には出てくれたのに」

「さらっと怖こわいこと言ったな」

「何かあなたに連絡はなかった？」

「ないな。てか、お得意の魔術とかで探せないのか？　お呪まじないっていえば、物探しとか人ひと捜さがしが定番だろ？」

「私がそれをやっていないと思っているの？」

「やったのか。じゃあ、そうだな。お前が嫌いやになって、別の魔ま女じよに助けを求めたとかじゃないのか？　ほら結界とかそういうのあ――」

「殺すわ」

　途端に正体不明の殺気が周囲に満ちた。

　雄一が感じる殺気は、相手の殺そうとする意思の表れで、挙動から読み取るものが主だ。だがこれはそれとは別次元のものだった。

　単純で明快な殺さつ戮りくの意思。そしてその源が雄一にはわからなかったのだ。

　――やっぱ怖いな、こいつ……。

　戦って負けるとは思わないが、曖あい昧まい模も糊ことした魔術が相手となると手て探さぐりで戦うことになるだろう。

「でも、ありがとう。私の魔術から逃れる手段を持つ者の可能性を考えていなかったわ。そこまで焦あせっていたとはね」

「おい！」

　立ち去ろうとした杏を雄一は呼び止めた。

「なに？」

「協力できそうなことがあったら言ってくれ」

「私のこと嫌きらいじゃなかったの？」

「それと拓郎のことは別だろ。それにお前を放っておくと、とんでもない数の死人が出そうな気がする」

「……そうね。考えておく」

　そう言って杏は去って行った。

　雄一も教室に戻ろうと階段を下り、廊下を歩いていると丸まる山やま由ゆ里り香かに呼び止められた。

「丸山さんどうかしたの？」

「ねえ、勇者部に入らない？」

　由里香は唐とう突とつにそんなことを言ってきた。

「え？　神器とかもう関係ないよね？」

　神器を失った由里香に力はないとばかり雄一は思っていた。

「ああ、私の勇者ってのは神器とは関係ないんだよね。生まれつきそうらしいんだよ。で、今は僧そう侶りよと遊び人は抜ぬけちゃって勇者と戦士だけなの。だからパーティメンバー募ぼ集しゆう中ちゆうなわけ！」

「いや、学校で勇者部ってどんな部活なんだよ」

「そりゃダンジョン潜ってレベル上げしたりするんだよ」

「他当たってくれ」

　絶対にめんどくさいことになると雄一は確信した。







　放課後、雄一は愛子と奈な月つきと一緒に部室にむかった。

　部室に入ると織おり原はら加か奈な子こが机につっぷしているのがわかった。

　今日も一人で悩んでいるらしい。

「もしかして、今日も部活休みですか？」

　恐る恐る雄一は聞いた。

「あ、うん。そうなの。坂木さん今日は学校にきたんだけど、用事があるって先に帰っちゃったから」

「そうですか。織原さん、小説のネタ考えたりしてるんですよね」

　だったら邪魔をしては悪い。さっさと帰ろうと雄一は考えたのだが、加奈子は首を横に振ふった。

「今日は違うの。別の悩み事で……ちょっと聞いてもらってもいい？」

「いいですけど、俺おれらで役に立ちますかね」

「その、お母さんが家にやってきて……」

　加奈子と離り婚こんした母親は実に折り合いが悪い。加奈子はその昔自殺しようとしたことがあるが、それも母親が遠因だった。

「あ、お母さんのことでしたか……それで何か言ってきたんですか？　随ずい分ぶんと前に離婚して家を出て行ったんですよね？」

　とても重苦しい話になる。そんな予感に雄一は逃にげ出したくなった。

「それが……実は異世界からやってきた異世界人だって言うの！」

「……へ？」

　雄一は間ま抜ぬけな声をあげた。そんな展開は予想もしていなかった。

「私、びっくりしちゃって！」

「うん、俺も今びっくりしてますよ」

「私も」

　と愛子。

「同じく」

　続けて奈月が言った。

「王族だったらしいんだけど、命を狙ねらわれて小さな頃ころにこっちの世界に逃げてきたらしいのよ！」

「それで、そんな告白をしにお母さんが来たんですか？」

　愛子が聞いた。雄一も同じような疑問を覚えた。

「もう何十年も経たっててほとぼりも冷めてるだろうから元の世界に帰りたいって言ってるの。そしてそれには私の力がいるって言われてるんだけど、どうしたものかと思ってて……」

「そうですか……その、なんというか、お力になれそうにないというか……あ、その、もし何か手伝えることがあったら言ってください。ま、正直、異世界がどうのと言われてもよくわからないんですけど」

「うん。変なこと言ってごめんね。私はまだ残って色々考えるから、みんなは帰っていいよ」

　そう言われたので雄一たちは帰ることにした。

「異世界か……どんなところなんだろうね」

　愛子が何やら思い浮うかべながら聞いてくる。

「さあな。ま、お母さんの話がでてきたときはどうしたもんかと思ったけど、重苦しい話じゃなくてよかったよ」

「重苦しい話、聞く？」

　奈月が言った。

「なんだよ急に」

「私がこうなるまでの話。家族を皆みな殺ごろしにされて、殺さつ人じん鬼きに落ちていく一人の少女の話を微びに入り細を穿うがち叙じよ情じよう的てきに克こく明めいに描えがき出したりする？」

「いや、もうホント勘かん弁べんしてくれよ……」

「そう」

　なぜか奈月が勝ち誇ほこっていた。

「なんでドヤ顔してるの、武たけ内うちさん……」

　そういや最近まともに部活をやってないなと考え、そもそもまともな部活をやったことすらねーじゃねーかと雄一は思い直した。







　部活の後。

　奈月は駅に向かい、徒歩で登校している雄一と愛子は一いつ緒しよに帰っていた。

　朝のこともあるので警けい戒かいが必要だろう。またあの花魁と出会うのは避けたかった。

　なのでいつもとは違う経路で帰り、住宅街までやってきた。

　もう少しで愛子の家につく。

　もう大だい丈じよう夫ぶだろうと思ったところで、雄一たちの前にあらわれたのは今朝とは違う女だった。

「こんにちは、坂木雄一さんですよね？」

　妹の依より子こと同じ中学校の生徒だろう。セーラー服が同じだった。

「そうだけど、君は？　よりちゃんの友達？」

「鳳おおとりあかねと言います。そうですね、友達と言うかライバルと言いますか。今日はお兄さんに相談があってきたんです」

「相談ってなにかな？」

　依子の友達なら無下にはしづらい。話ぐらいは聞こうと雄一は考えた。

「はい、その私と付き合って――」

　その時、依子が駆かけ抜けた。

　横合いからあらわれて、渾こん身しんの力であかねを殴なぐりつけたのだ。

　勢い余って二人はごろごろと転がっていく。

　売り地になっている空き地にまできたところで、依子はマウントを取っていた。

「ストップ！」

　雄一は依子の拳こぶしを掴つかんだ。

　殺しかねない勢いだったからだ。

「あ、お兄ちゃん、どうしたの？」

「どうしたのはこっちの台詞せりふだ。何がどうなってんだよ」

「あかねちゃんの顔を二目と見られないようにしてやろうかと思って」

「友達かもしれないけど、言葉は選ぼうな」

「友達なんかじゃないよ！」

　雄一は依子の腰を掴むと、あかねの上から持ち上げた。

「友達じゃなかったらなおさらだ」

　持ち上げられた依子は不満なようでありながらも、嬉しそうな微び妙みような顔つきになっていた。

「まずはあかねちゃんに聞こうか。さっきのは何？」

「ああ、付き合うっていうのはですね、別に恋こい人びとになって欲ほしいとかじゃなくて、結婚して欲しいってことなんです」

「よけいに悪い！」

　依子が空中で手足をじたばたとさせた。

「なるほど、鳳家も坂木雄一に目をつけたということですわね」

　すると小こ西にし妃ゆ里りまでがこの場にあらわれた。

「もうなんなんだよ……」

　次々に女の子がやってきて、わけがわからなくなりつつある。

「その方は鳳家の三女の方ですわね。鳳家は鶏にわとりの獣じゆう人じん、いえ鳥人というわけですわ。鶏のくせに鳳とは大きくでたものだとは思いますけども」

「あら？　庶しよ民みんの家の方がなにかおっしゃっていますね。あなたも雄一さんを狙っているということですか？」

「今さら何をおっしゃっているのやら。私こそが今一番坂木雄一と親しくしている女！　つまり皇すめらぎの継けい承しよう者に一番近い存在ということですわ！」

　これは日本を支配しているという獣人の後継者争あらそいに端たんを発する話らしい。

　そう判断した雄一の行動は早かった。

「よし！　獣人のことはこいつらにまかせて帰ろう！」

　雄一は愛子と依子を連れてそそくさと逃げ出した。







　家に帰り、自分の部屋で雄一は寝転んだ。

「なんなんだよ、今日は！」

　次から次におかしな話に巻き込まれて精神的な消しよう耗もうが激しかった。

「ゆうくん！」

　先に帰っていたのだろう睦むつ子こが雄一の部屋にやって来た。

「なんだよ」

　ぶっきらぼうに雄一は答えた。とにかく疲つかれている。休ませてくれと思っていた。

「ゆうくんもそろそろ知っておいた方がいいんじゃないかなって思って！」

「何をだよ」

「カタストロフについてよ」

「……なんだそりゃ？」

「今後、世界全てがひっくり返るような！　そんな究極のカタストロフが発生したりするわけよ！　ゆうくんはその事態に対たい抗こうするために様々な修しゆ業ぎようをしているのよ！」

「は？　なんだって？」

　聞こえないふりをしたくなってきた。

「私は確信したわ！　邪じや神しんを倒たおせるゆうくんは結構いいところまで来ているって！　けど、まだまだよ！　さらなる修業でよりパワーアップして、世界を救える男になるのよ！　そうね、ゆうくんは今、勁けいに偏へん重ちようしすぎだわ！　肉体改造的なものを取り入れていくのと、やっぱり武装は必要だと思うのよ。それとか今後は電子戦も重要になってくると思うの！　まあこれは私がいればどうにかなるんだけど、ゆうくんもさわりぐらいは覚えておいて欲しいわ！　それから――」

　いつもの中二病だ。

　雄一は適当に聞き流した。

　結局ソウルリーダーがなくなっても日常に戻ることなどまるでできていない。

　それどころか、よりひどくなっている気すらする。

　――ま、姉ちゃんがこれだからな。付き合い続けるしかないのか。

　ため息をつきながらも雄一は、そう覚かく悟ごを決めた。







あとがき







　長らくお待たせしてしまいましたが七巻です。

　そして第一部、ソウルリーダー編完となります。

　第二部については未定ですが、気長にお待ち下されば、いつか発表する機会もあるかもしれません。

　やるとしたら第二部はもう少し学園ほにゃらかコメディ寄りになると思います。一応学園モノのはずなのに、第一部ではまるで学校行事やってませんでしたし。

　とりあえず「小説家になろう」さんで姉ちゃんは中二病の番外編『ＶＲＭＭＯをアネの力で無双する　姉ちゃんは中二病ＥＸ（http://ncode.syosetu.com/n7952cw/）』を掲載しておりますので、よければごらんください。５巻でやるつもりだったネタです。

　……えーと、多分この本が出てもまだ二話程度しか載っていないはずですが、続きはそのうち書きます……。

　それと「小説家になろう」さんでは「即死チートが最強すぎて、異世界のやつらがまるで相手にならないんですが。（http://ncode.syosetu.com/n5691dd/）」という作品も連載していますので、こちらもよろしくお願いいたします。




　で、この本で丁度十冊目の出版となります。

　いい機会なのでこれまでを振り返ってみますと……とにかくしんどかったという記憶ばかりが……。

　兼業でやっておりますのでもともと執筆時間はあまりなかったのですが、子供が大きくなってくるとさらに時間が無くなることに。

　スケジュールをうまく管理すれば、もう少しなんとかなったのではとも思うのですが、このような環境も含めて考えますとあまり作家には向いていなかったのかもしれません。気楽に初めてしまいましたが想像以上に大変でした。

　と、いろいろと考えるところはあるのですが、しばらくは十分に寝た上で子供の相手をちゃんとしたいところです。




　あ、なんだかしょぼんとした話になってますね。

　もうちょっと作家をやってよかったみたいな話を書いた方がいいですよね！

　ワンフェス用に愛子のフィギュアを作った方がおられまして、私も見本をいただきました。その節はありがとうございました。こういうのは作家冥利に尽きますね。

　他にはそうですね。漫画やらゲームやら経費で買えるようになったことでしょうか。

　資料だから、研究に必要だからという大義名分をいいことにバカスカ買うようになってしまいました。ってこれはいいことなんですかね。




　では謝辞です。

　担当様。いつもいつも遅れてばかりで申し訳ありませんでした。

　イラスト担当のＡｎ２Ａ様。数々の素敵なイラストで作品を彩っていただきまことにありがとうございました。

　そして読者の皆様。ここまでお付き合い下さりまことにありがとうございました。




　それでは。

　また、どこかでお会いいたしましょう。





藤孝　剛志
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